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　さあ、狩かりを始めましょう。




　手にした刃やいばを振り回し、獲え物ものをひたすら走らせろ。

　ぐろぐら　ぐろぐら　ばろりと走れ。

　追いつきそうでも追いつくな。

　逃げられそうでも逃がしちゃならぬ。

　ぐらぐろ　ぐりぐる　だばりと走れ。

　ウサギが疲れたその時に、手にした刃を振り上げましょう。

　もはや動けぬ小さなウサギ。

　強いのは貴方あなた。殺すのは貴方。

　必要なのは、勇気と希望。

　疲れ果てたウサギを殺せ。

　ウサギができたら次はブタ、

　ブタ首はねれば次は鹿しか、

　最後に待つのは人か鬼おに。

　大きかろうが小さかろうが、

　ずらりと並べろ大地の恵めぐみ。

　ばらりと刻きざめよ勇いさましく。

　感謝をもって、欲をかけ。




　さあ、狩りを始めましょう。













余話







１９２４年　シカゴ郊こう外がい　農村地ち




「おい、ネイダー！　さっさと農のう具ぐをしまえ！　ひと雨あめ来るぞ！」

「解わかったよ、父とうさん。ちょっと待ってってば」

　父親の言葉に、ネイダーと呼ばれた子供が返事をする。

　まだ十代前ぜん半はんと思おぼしき少年は、農具を抱かかえて納な屋やに向かう。

　だが、その途と中ちゆうで彼は一度足あしを止めた。

「あ……」

　少し離れた場所に建つ家から、ネイダーより数すう歳さい年下の少女と、その母親が出てくるのが見えたからだ。

　母親は愛想あいそのある笑顔を湛たたえたまま少女の手を引き、森の方へと歩いて行く。

　少女の方は、無む邪じや気きな笑顔を浮かべながら、背に何か細長い布ぬの袋ぶくろを背せ負おっている。

　相そう当とう重い物のようで、長さも少女の身長に近く、よろけながら歩く少女は、逆にその布袋に運ばれているといった雰ふん囲い気きだ。

　すると、ネイダーに気付いた少女が、こちらを向いてブンブンと手を振ってくる。

「あー。ネイダーだぁ。おはようー」

　そんな少女にネイダーはなんとなく手をあげて答えたが、少女がこちらに歩み寄ってくるような事はなく、そのまま母親の手に引かれて去って行ってしまった。

「あ……」

　少年は、少し寂しげに手を下ろす。

　幼おさな馴な染じみの背が小さくなるまで見送っていたが、自らの背を父親にバンと叩たたかれ、我に返る。

「うわっ」

「おい、なにボーっとしてんだ」

「あ、ご、ゴメンよ父さん」

　慌あわてて農具を持ち直した少年は、納屋に向かいながら父親に問いかけた。

「ねえ父さん、ソーニャ、最近お袋さんとよく出かけてるけど。どこに行ってるのかな」

「……」

　父親は答えず、黙だまり込んだまま歩き続ける。

　首を傾かしげながら付いてくるネイダーに対し、納屋に近づいた所でやっと口を開いた。

「……あまり、あそこの家には関わらん方がいいかもしれんぞ」

「どうしてさ」

「ソーニャちゃんにゃ可哀相かわいそうだが……どうにも、あの子の両親が……その、なあ。前はまだまともだったんだが……最近ちょっとな」

　言葉を濁にごす父親。

　ネイダーは納なつ得とくがいかなかったが、更さらに問おうとした瞬しゆん間かん、腕うでに冷たい感覚が走った。

「うわ、降ってきた」

　そして、父親と並んで納な屋やへと駆かけていく。

　些さ細さいな事だと思っていた為ため、この後、少女の両親について尋たずねる事はしなかった。

　幼おさな馴な染じみの少女が、どのような環かん境きようで暮らしていたのか──少年が知るのは、まだ先の話。





⇔






一時間後ご




　雨が降りしきる森の奥に、くすんだ銃じゆう声せいが響ひびき渡る。

　泥どろに塗まみれた少女の手に握にぎられているのは、少女には不ふ釣つり合いな長身の銃だ。

　銃というだけで十分に不釣り合いなのだが、大きさだけ見た所で、とても子供が撃うつようなものとは思えない。

　どれだけ撃ったのだろうか、バレルの先せん端たんに落ちた雨あま粒つぶが蒸じよう発はつし、硝しよう煙えんに似た薄うすいモヤを生み出していた。

「どう？　ソーニャ。全ぜん然ぜん違うでしょう？　雨の中で撃つと」

　ひとしきり撃ち終えたのか、耳みみ栓せんを外した娘むすめに対して、母親が尋ねる。

　すると、娘は不満そうに頰ほおを膨ふくらませた。

「うー。全然あたんないよう」

「いいのよ、ソーニャ。私はコツなんて教えないし、撃ち方も、貴女あなたの好きにすればいいの。当たっても当たらなくてもいいの」

　母親は、泥まみれで伏せ続ける娘の横に膝ひざをつき、優しく微ほほ笑えみながら、小さな頭を撫なでる。

「貴女は自由。学校にだっていかなくていいのよ」




「だから、好きなだけ銃を撃ち続けなさい」





⇔






夜　少女の家




「ああ、いい匂においがするよ、ソーニャ。硝しよう煙えんの匂いだ」

　その父親は、母親と同じように少女の頭を撫なで続けた。

　少女はやはり嬉うれしそうに口くち元もとを曲げ、ベッドに横たわる父親の腕うでにキュっと抱だきついた。

　眠ねむりかけの父親と娘むすめの交流。

　ある意味では、そんなほのぼのした光こう景けいに見えたかもしれない。

　父親の身体からだ中に巻かれた包ほう帯たいと、その隙すき間まから見える無む数すうの弾だん痕こんさえ無ければ。

　もっとも、まだそれならば怪け我がをした父を見舞う娘という図が成り立つのだが──

　ベッドの周囲の壁に並ぶ、数十丁ちようのライフルや拳けん銃じゆうがその可能性も否定した。

　銃に囲まれた部屋の主あるじは、娘の頰ほおをそっと撫で、優しい父親の顔で言う。

「ソーニャ、銃を撃うつのは楽しいかい？」

「うん！　パパもママも、褒ほめてくれるもん！」

「そうか、そうか、ソーニャはいい子だねぇ」

　父親は、慈いつくしみの目を向け、愛する娘に言った。

「いいかい、ソーニャ。学校なんかいかなくていいんだよ。友達を作ったり、恋をしたりするのも、後あと回まわしでいいんだ」

　愛を込めて、奇き妙みような『信しん仰こう』を娘の心に植え付ける。

「銃を大だい事じにするんだ。銃さえ撃てれば、人生は安心なんだよ、ソーニャ。銃が撃てれば、悪い奴やつに撃たれても撃ち返せるし、苦しい時は自殺だってできるんだ。信じるのは、足たし算ざんでも引き算でも歴史でも科学でも聖せい書しよでも法律でもパパでもママでもないんだよ。銃だよソーニャ。銃だけを信じていれば、君の一生は幸せなんだ」

「？　よくわかんない」

　幼い少女の、正直な感想だった。

　だが、そんな娘の頭を父親は再度撫でてやり、温かみのある声で、それに見合わぬ言葉を口にし続ける。

「何も解わからなくてもいいんだよ、ソーニャ。銃さえあれば安心なんだ。父とうさんも母かあさんも、銃があるから幸せなんだよ」




「銃はね、ソーニャ。私達のかみさまなんだよ」





⇔






　ネイダーという名の少年は、知らなかった。

　学校にすら通わない幼おさな馴な染じみの少女が、如い何かなる『呪のろい』を受けて育っていたのかを。

　村を飛び出し、少女と離れた少年がそれを知るのは、だいぶ先の話。

　１９３５年。

　成長した少年少女は、ＮＹで起きる、とある事件で再会する事になる。

　だが、二人はそれ以前にも、一度だけ『ニアミス』を起こしていた。




　これは、そんな少女が巻き込まれた、とある事件についての物語。

　フライング・プッシーフットという列車を挟はさんで、少年と非常に近い所に立ち──

　少女が巨きよ大だいな運命の渦うずに巻き込まれた、切っ掛けとも言える事件の話。




　ただし、その渦に巻き込まれたのは、決して少女一人ではなかったのだが。
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プロローグ１　ウサギ小屋







１９３１年　ニューアーク郊こう外がい




　森の中のお屋や敷しきにいる王おう子じ様さま。

　それが、周囲に住む子供達たちの『少年』に対する評ひよう価かだった。

　賛さん辞じでもあり、強きよう烈れつな皮ひ肉にくにもなりうる評価を受けたその少年は──実際に権けん力りよく者しやの直ちよつ系けいであり、世が世なら本当に王子と呼ばれているであろう存在だった。

　ただし──決して表おもてには出てこない権力者ではあるのだが。




　不ふ自由は、一つだけ。

　それが、少年の世界に与えられたルールだった。

　望めば何もかも手に入る環かん境きよう。

　祖そ父ふは礼れい儀ぎを重んじており、厳きびしい一面もあったが──両親は少年に甘あまく、一般人じんの手に入るようなものならば、少年が望めばそれこそなんでも買い与えた。

　しかし、少年は満たされない。

　手の届く範はん囲いの『自由』に満足し、どこまでも我わが儘ままに育つ事もできただろうが──少年の我が儘はただ一つ。その願いに気を取られ、我が儘な生き方などする暇ひまも無かった。




　一人で外に出る。




　ほんの数百メートルの範囲でもいい。

　自分の意い思しで、自分の歩きたいように家の外を散さん策さくする。

　ただこれだけの事が、少年には決して許されなかった。

　どれだけそれを望んでも、少年は常に籠かごの鳥。

　監かん禁きんされていたわけではない。少年は両親から十分に愛され──

　愛されていたからこそ、彼は一人になれなかった。

　大おお勢ぜいの人間に囲まれながら──少年は、孤こ独どくを求めるからこそ、心の孤独に囚とらわれる。

　少年の心は、本ほん人にんも気付かぬうちに鬱うつ屈くつしていた。

　両親も少年がそんな悩みを持つであろう事を十分承しよう知ちしていたが──それでも、少年を決して一人にはしない。

　その理由は──

　結局の所、少年が権けん力りよく者しやの直ちよつ系けいだという事に起き因いんしていた。




　カルツェリオ・ルノラータ

　通称カッツェ。

　それが、少年に与えられた名前であり──同時にその名は、少年の『地ち位い』をも決定させる。

　ルノラータ・ファミリー。

　ニューアークに拠きよ点てんを置くマフィアであり、首しゆ領りようであるバルトロ・ルノラータを始めとして、下部構こう成せい員いんを含めれば千人を軽く超えると言われている巨きよ大だい組織だ。

　そう──確かにそこに存在するが、決して光の下で振るわれる事のない『権力』。

　ルノラータという名は、その権力の一部であることを証明する単たん語ごである。




　禁きん酒しゆ法ほう時代。

　後こう世せいからこの時代を振り返った場合、多くはこのような名めい称しようで語られる事だろう。

『酒は悪あく徳とくである』という理り念ねんを持った団体や、酒しゆ造ぞう国家であるドイツへの牽けん制せいなど、彼らがその法律を望んだ理由は様々だった。高こう貴きな理想と打だ算さん的てきな政治は複雑に絡からみ合い、この国の歴史は一時的に『酒の無い社会』を歩む事となった。

　だが、その結果として社会にもたらされたのは、より深い悪あく徳とくと、それを喰くらって育ち始める巨きよ大だいな力だった。

　禁きん酒しゆ法ほうという枷かせによって、それまでありふれた嗜し好こう品ひんに過ぎなかったアルコールは、宝ほう石せきにも等しい価か値ちを持つようになった。

　文字通りの存在となった『禁断の美び酒しゆ』。

　酒しゆ豪ごう達たちは勿もち論ろんの事、それまで酒を飲まなかった者もの達たちさえも、その背はい徳とく感かんや周囲の巨大な流れに引き込まれ、我われ先さきにと闇やみ酒さか場ばに通い詰めるようになった。

　泥でい酔すい者しやによる犯はん罪ざいを減らすという目的もあった筈はずの禁酒法だが、蓋ふたを開けてみれば、それまでは無む垢くであった市民までをも犯罪者に変えてしまうという、なんとも皮ひ肉にくな結果となってしまった。

　更さらに追い打ちをかけるように、アメリカを大だい恐きよう慌こうが襲おそい、世せ間けんを渦うず巻まく強い不安は、人々をますますアルコールへと走らせる。

　しかし──そうしたモグリ酒場の光が輝く一方、その影では、恐慌を撥はね退のける力を持つ『主しゆ役やく』達が育ちつつあった。彼らは一般的には『マフィア』の呼び名で括くくられる存在であり、ギャングスター達は法の網あみをくぐるどころか堂どう々どうと踏み破り、密みつ造ぞう酒しゆの販はん売ばいを足掛かりとして大きな力をつけていた。

　つまり政府の取った『禁酒法』という政せい策さくは、法ほう律りつの敵である彼らが社会の中で躍やく進しんするための、ていの良い温おん床しようとなってしまったのである。

　彼らは時に暴ぼう力りよく的てきで、時に紳しん士し的に、時には雄ゆう弁べんにその力を行こう使しする。

　禁酒法という時代の枷が育はぐくんだ、社会の裏うら側がわを闊かつ歩ぽする力の数々。

　その力の一いつ角かくこそが──少年の生まれたルノラータという『家』そのものだった。




　アメリカ東部で瞬またたく間まに勢せい力りよくを広げ、禁酒法を足がかりに根を下ろした巨大な組織。

　マフィアという特とく殊しゆな環かん境きように自分が所しよ属ぞくしているという事は、まだ９歳さいになったばかりの少年にも少しは理解できていた。

　しかし、カッツェにとっては、そんな事は至し極ごくどうでも良い事だった。

　学校にも通わされる事は無く、家庭教きよう師しによって知ち識しきを詰め込まされた。

　それでいて、家で何か大きなパーティーを開くと、近きん隣りんの人間達が一いつ斉せいに集まり、本やラジオの中で語られた『お祭り』というような雰ふん囲い気きになる。

　カッツェはそこで他ほかの子供達と出会うが──子供達は親に言われて挨あい拶さつにくるぐらいで、どこかその目には自分達とは違う生き物を見る意味合あいが込められていた。

　実際、近隣の子供達から見れば、カッツェは王おう子じだった。

　学校にも来ず、さりとて貧びん乏ぼうというわけでもなく、話してみると自分達よりハキハキと喋しやべり、知識も人ひと一いち倍ばい持っている。

　子供達たちにすれば、それはまさに『王おう子じ様さま』と呼ぶべき存在だった。

　普ふ段だんは近づいてはいけないと呼ばれるルノラータ・ファミリーの巨きよ大だいな屋や敷しき。

　そこで開かれるパーティーで、自分達の両親が揃そろって屋敷の住人達を敬うやまっているのだ。

　森の中のお城。

　学校では見たこともない上じよう品ひんな子供。

　まるで御お伽とぎ噺ばなしの中の住人のように見え、ある子供は嫉しつ妬とまじりに『王子様』と呼び、ある子供は憧あこがれを込めて『王子様』と呼ぶ。

　ただし、どちらにせよ、彼らは次のパーティーまで少年に会う事などなく、こちらから行こうとしても親にキツく止められ、次し第だいに『王子様』の顔すらも忘れていった。




　そんな事が何年か続き、カッツェの心の中の渇かつ望ぼうは日に日に強くなっていく。

　家庭教きよう師しに学び、同どう年代の子供達よりも幾いくばくか知ち識しきもあり、僅わずかに精神年ねん齢れいが高いとはいえ──まだ10歳さいにも満たぬ幼い少年にとって、その不満はまだうまく言葉にできず──ただ、『外に出たい』という欲求だけが心を満たす。

　広大な庭の中に噴ふん水すいまで備えた豪ごう邸ていには、カッツェの祖そ父ふと両親だけではなく、様々な人間が衣食を共にしていた。

　カッツェの祖父であるバルトロ・ルノラータを始めとして、家には彼の子供達とその家族が同時に暮らしているのだが──カッツェと同年代の少年少女は見あたらない。

　彼の母親はバルトロの長ちよう女じよであり、カッツェにとって従い兄と弟こに当たる者達は、まだ話相あい手てになるには幼すぎる子供達で、世せ話わをしたり遊んでやる事はあっても、彼の求める友達という感覚とはほど遠い。

　それに、家の中に友達が居たとしても、結局外そとに出られない事には変わらない。

　散歩に行きたいと言っても、常に誰だれかしらが護ご衛えいとしてついて回る。

　少し視線を巡めぐらせれば、こちらを遠とお巻まきに囲むように、複ふく数すうの護衛の影が見える──そんな状況での散歩は、少年にとって決して心地ここちの良いものではなかったし、どこに居ても見張られているような閉へい塞そく感かんがまだ幼い精神をぐずりと強く締しめ付けた。




　そして──弾はじける。





⇔






１９３１年　12月30日　昼　ニューアーク州某ぼう所しよ




「ッ……ぁッ……はぁッ……」

　息を切らせながら走る小さな影。

　身なりの良い服をあちこち汚よごした少年──カッツェは、茂みの中に飛び込みながら両手で口を塞ふさぎ、荒れた呼吸を強きよう制せい的てきに整える。




　　　　「いたか」　　　　　「いや」　　「こっちにもいない」

　　　　　　　「どこに消えたんだ！」　「まさかガンドールが……」

　「いや、自分で出て行ったらしい」　　　　　　　「なんの為ために!?」

　　　　　「馬ば鹿かな！」　　　　「とにかく、ボスに報告を──」




　遠くからの喧けん噪そうが徐じよ々じよに近づき、少年の潜ひそむ茂みの横を過ぎ去っていった。

　今から10分程ほど前まえ、少年は以前から密ひそかに作り続けていた縄なわばしごを窓に掛け、昼間からちょっとした脱だつ出しゆつ劇げきを繰り広げる。

　カッツェは慎しん重ちように茂みの中を直接進すすみ、息を潜めながらゆっくりと移動した。

　と、再び声の群が近づいてくるのを聞いて、少年は再び全身を強こわばらせた。




　　「まずいぞ」　　　　　　　　「車を出せ」

　　　　　　　　「連れん絡らくを広げろ」　　　　「待て」

「騒さわぎが広がるのはまずい」

「まずいも糞くそもあるか！　この時点で十分ヤバイだろうが！　坊ぼつちゃんも！　俺おれらもだ！」

　　　　　　「ボスはまだか」　　　　　　　「急げ、絶対に見つけるんだ」

「たとえ家いえ出でだとしても、絶対に余よ所その連れん中ちゆうには知られるなよ……」




　必ひつ至しに自分を捜さがす声に罪ざい悪あく感かんを覚えながらも、カッツェの決けつ意いは変わらなかった。

　──外へ。

　──外へ行くんだ。

　慎重に周囲を窺うかがいながら茂みを潜くぐり、少しずつ屋や敷しきを離れるカッツェ。

　──トクン──

　と、少年は自分の心しん臓ぞうが高たか鳴なるのを感じた。

　自由、自由、自由！

　少年は心しん中ちゆうで何度も叫ぶ。

　いくら豪ごう邸ていだろうが、外に出られないのならばそれはウサギの飼し育いく小ご屋やとなんら変わり無い。

　一度でいい、と少年は願った。

　世界一贅ぜい沢たくなウサギ小屋。そこから出れば餓うえて死ぬかもしれないなどとは考えない。

　考える暇ひまも無ければ、余よ裕ゆうも無かった。

　散歩という名めい目もくで何度も歩いた筈はずの道が、景け色しきが、なんと違った景色に見える事だろうかと歓かん喜きする少年。

　もっとも、違った景色もなにも、今までの彼は風景などは眼がん中ちゆうになく、周囲の人間達たちにしか意い識しきを向けていなかったのだから当たり前の事なのだが──まだ子供であるカッツェは、そこまで考える余よ裕ゆうもなく、ただ、違って見える景色のすばらしさに酔よいしれていた。

　少年は背後を振り返り、屋や敷しきの男達たちの姿すがたが見えない事を確かく認にんし──

　林の中の獣けもの道みちを、全ぜん速そく力りよくで駆かけ出した。

　走る、走る、走る。

　走れ走れ走れ走れ走れと、心の中で自分自じ身しんに叫び続ける。

　この先の事は考えてなどいない。

　トラックでも通ったら、その荷に台だいにこっそり隠かくれて遠くに行こう。

　なんともなしにそんな事を考えながら、少年は林の中を走り続けた。

　戻ってこれるかどうかなどは考えていない。

　彼はまだ、前しか見えていなかった。

　林の向こうの明るい道に、何か素す晴ばらしいものがあるに違いないと信じながら──

　少年は、ただひたすらに走り続けた。

　そして、林を抜けると、確かにそこには素晴らしいものがあった。道すがらに停てい車しやしている幌ほろつきの小さなトラック。

　少年は背後を振り返り、自分がまだ屋敷の人間達に見つかっていない事を確認すると──

「おじゃまします」

　と小こ声ごえで呟つぶやき、そのままトラックの荷台へと乗り込んだ。







　結局のところ、少年は自分がどんな立場の人間なのか、本ほん質しつ的てきな所で理解していなかった。

　世界の中において、自分の身に如い何かなる価か値ちがあり──その価値のせいで、如何に自分の命が危険な状況にあるのかという事も。

　ルノラータの直接の孫まごにあたるカッツェは、数十年後ごにはその巨きよ大だいなファミリーを背負ってもおかしくはない身の上。寧むしろ、同じ世代の間では一番可か能のう性せいが高いと言って良い存在だ。

　それを抜きにしても──バルトロの身み内うちである人間は、彼らと敵てき対たいする者達にとって何よりも美お味いしい取引の道具となる。

　自分の首にそれだけの価値があるとも知らず──




　少年は広すぎるウサギ小ご屋やを飛び出し、希望をもって外の世界檻の外へと飛び出した。













プロローグ２　バニッシュバニー







同どう時刻　ニューアーク郊こう外がい




「で、本当にうまくいくの？　それ」

「大だい丈じよう夫ぶだってば！　私の辞じ書しよに失敗の文字はないわ！」

「失敗の文字が無いから何なん度ど失敗しても反省しないんだね」

「ちょッ……なッ……あんたねえ！」

「喧けん嘩かはやめなよー」

　ガタゴトガタゴト　ガタゴト　ゴトリ

　そんな音を響ひびかせながら、オンボロエンジンを載のせた幌ほろ突つきトラックが野の道みちを走る。

　ニューアークの森の中、車くるま一台がようやく通れるような道を選んで走るその車の上で、三人の女性が姦かしましい雰ふん囲い気きで会話を続けている。

　前の座席に二人、残りの一人は荷に台だいから前部へとヒョッコリ顔を出している状態だ。

　運転席に座っているのは二は十た歳ちぐらいの女性で、ポニーテール状に束たばねた髪かみを揺らしながら、欠伸あくび混じりに助手席せきの女に問いかける。

「で、ラナ。本当にうまくいくの？　それ」

　先せん刻こくと同じ質問に、助手席の女がこめかみをひくつかせながら口を開いた。

「え？　ちょっと？　なんでもう一回聞きいたの？　ねえ、なんでもう一回聞いたの！」

　ラナと呼ばれた彼女は、眼鏡めがねの奥に鋭い目を光らせる20代前ぜん半はんと思おぼしき女性だ。もっとも、目つきの鋭さで幾いく分ぶん年上に見えるだけで、実際は運転席の女と同じぐらいという可能性もあるのだが。

「なんでもなにも。失敗の文字が無い欠けつ陥かん辞じ書しよに、新しく失敗って文字を書き足たしてあげようとしてるだけだってば」

「ちょっと！　どういう意味よパメラ!?　欠陥ってどういう意味!?」

「ありゃりゃ、欠陥の文字も無いんだ。……ったくもう、眼鏡かけてる癖くせに頭悪わるいってどういう事よ。詐さ欺ぎだわ」

　ポニーテールの女──パメラは呆あきれたように溜ため息いきを吐つき、憐あわれみの籠こもった目つきでラナの顔を一いち瞥べつした。

　一方のラナはますます頭に血を上らせ、拳こぶしを握りしめながらヒステリックに叫ぶ。

「そういう意味で言ったんじゃないわよ！　あとなに!?　人を眼鏡で差さ別べつするの!?　眼鏡差別よ！」

「勘かん違ちがいしないでラナ。私は別に眼鏡を差別なんかしてないわ」

「そ、そう……？　ならいいわ」

「貴女あなたを個人的に馬ば鹿かにしただけよ」

「あん……ッたねぇ！」

「もー。喧けん嘩かはやめなよう」

　拳を振り上げそうになったラナだったが、荷に台だいから柔らかい調子の声が響ひびき、すんでの所で動きを止めた。

「だ、だってソーニャ！　パメラったら酷ひどいのよ！　自分じゃ何なに一つ計画を立てないくせに、私の立てた計画に文もん句くばっかり……！」

「代だい案あんの立てようも無いのよ、あんたの素すっ頓とん狂きような計画には」

「くぁッ……こ、この……」

「喧嘩はやめてってばあー」

　ソーニャと呼ばれた少女は、他の二人よりも何なん歳さいか年下と思しき顔立ちをしており、何な故ぜか軍ぐん用ようのヘルメットを被かぶって荷台と運転席を繫つなぐ窓まど枠わくに顎あごを載のせている。

　そんな少女ののんびりとした仲ちゆう裁さいの声が功こうを奏そうしたのか、パメラとラナは互いにそっぽを向き合ったものの、それ以い上じよう喧嘩する事も無く会話の続きが紡つむがれる。

「とりあえず話に乗るだけは乗ってあげる。でも、去年の美術館かんの時みたいな結果は嫌いやよ？」

「あれは私が悪いんじゃないわ！　……変なミイラのカップルだかなんだかが悪いのよ！　もし会う事があったらギッタンギッタンにして両手両足を三発ずつ撃うち抜いてやるんだから！」

「弾たまがもったいないから止やめて」

　無む表情でパメラが告げた所に、後ろからソーニャの無む邪じや気きな声がかけられた。

「ねーねー、パメラー。今度のお仕事、銃じゆう、いっぱい撃てるのー？」

「……ま、そうならないのが一番いいんだけどね。もしもの時は期待してるよ、ソーニャ」

「わーい」

　まるで家族や姉妹のような雰ふん囲い気きで話す三人だったが、どうにも会話の内容が物ぶつ騒そうな匂においを漂ただよわせている。

　それもその筈はずで、彼女達は──

「で、今回の仕事だけど……普通は考えつかないわよ、これ」

「え？」

「女三人で……列車強ごう盗とうしようだなんて」

　彼女達は──女三人組の強盗団だったのだから。




　強盗団『バニッシュバニー消え失せウサギ』

　詳くわしい経けい緯いはともあれ、三人はかの有名な女強盗『マイラ・ベル（ベル・スター）』に憧あこがれ、若い女性三人という構こう成せいで強盗などをしながら全ぜん米べいを渡り歩いている。

　殆ほとんどは強盗以い前ぜんの畑泥どろ棒ぼうなどのケチな仕事で、たまに大きな仕事をしようとすると、決まって何かケチがついて警官やマフィアと撃ち合いになるハメになるという、自じ業ごう自じ得とくな悲ひ劇げきのヒロイン達でもあった。

　もっとも、何度も警官隊たいやマフィアと撃ち合いながらこうして無ぶ事じに生きているという点から、見み方かたによっては幸運の女神めがみならぬ悪あく運うんの女神に魅み入いられていると言えるだろう。

　彼女達の危き機きの中で一番危あぶなかったものは、美術館に展てん示じ中ちゆうの宝ほう石せきを盗ぬすんで帰ろうとした際、何な故ぜか入口のドアが消えており、外には警官を含めた人だかりができていたという一件だ。

　後で聞いた所によると、ミイラのように包ほう帯たいをぐるぐる巻きにした男女が入口を盗んでいき、何かのパフォーマンスだと思った人々が集まってきていたのだという。

　後から出てきた彼女達は関係者だと勘かん違ちがいされ、すっかり顔を覚えられた上で２週間警けい察さつに追い回される結果となった。

「あの時は本当に死ぬかと思ったわ。警察だけならまだしも、マフィアにまで追っかけられたからね……」

　パメラは当時の事を思い出し、苦く笑しようしながら冷ひや汗あせを流す。

　ラナはフン、と鼻息を鳴らし、やはり忌いま々いましげに過去の事を振り返った。

「あの美術館かんのドアにマフィアのボスと初恋の人の相あい合あい傘がさが刻んであった……って、そんなの知るかって感じよ！　色々な意味で！　文もん句くはそのミイラの男女に言いなさいっての！」

「ラナ、落ちついてえ」

　やはりのんびりとした声でラナを諫いさめるソーニャ。彼女は当時の状況をどう思っているのか、怒りも悲しみもせず、良く解わからないといった表情で話に加わっている。

「美術館かぁ……そういえば、今回狙ねらう列れつ車しやって、なんて呼ばれてるか知ってる？」

「知らないわ！」

「……ラナには知ってて欲しかった。その列車を強ごう盗とうしようって持ちかけたラナには最さい低てい限げん知ってて欲しかった……！」

　ハンドルを片手で握り、もう片方の手でこめかみを押さえるパメラ。

　彼女はすぐに立ち直ると、ラナなど最初から存在しなかったというような態度でソーニャに向かって話しかける。

「フライング・プッシーフットっていう列車なんだけど……有名よ。列車の両側に彫ちよう刻こくみたいなオブジェがいくつもくっつけられててさ、『走る装そう飾しよく品ひん』とか『移い動どう美術館』なんて呼ばれてるらしいよ」

「へえ」

「そこでラナに『へぇ』とか言われると、もう一度『大だい丈じよう夫ぶなの？』って聞き直すハメになるんだけど……」




　列車強盗。

　西部開かい拓たくの時代からポピュラーな強盗手しゆ段だんとして存在しているが、女三人でどうしようというのだろうか。

　パメラはそこが気になっていたのだが──

「簡単よ、列車を橋の上で止めちゃえばいいだけなんだから！　橋の真まん中なかで止めれば左右に逃げ場は無いわ！　そこで私達がじっくりと後ろから客車を制せい圧あつ……って寸すん法ぽうよ！」

「……どうやって列車を止めるの？」

「橋に火か薬やくをしかけて適当に爆ばく発はつさせればいいんじゃない？」

「はい失敗確かく定てい」

　呆あきれながら路ろ肩かたに車を止め、早そう々そうに近ちか場ばの宿を探すべく地図を広げ始めるパメラ。

「ちょッ、な、なんでもう諦あきらめてるのよ！」

「安心してラナ。貴女あなたには最初から諦めがついてるわ」

「くぁー！　い、言わせておけば……！　ちょっとソーニャ！　貴女もなにか言ってやって……あら？」

　振り返るとそこにソーニャの姿すがたは無く、荷に台だいに積まれた荷物の山が見えるだけだ。

　慌あわてて窓まで首を伸ばし、荷に台だいの様よう子すを窺うかがうと──手て前まえ側がわの荷物の陰になって、スヤスヤと寝ね息いきを立てているソーニャの姿すがたが見えた。

「……まあいいわ。寝なさい寝なさい。今夜は徹てつ夜やになるんだから今の内に寝ておかないとね」

「ホテルを探してゆっくり休むに決まってるでしょ」

「ちょッ、ちょっと待ってよ！　待って！　いかに私のプランが魅み力りよく的てきか今から十万文も字じ以内で説明するから！」







30分後




　路ろ肩かたに車を止めたまま、暫しばらくの間ラナの説せつ得とくが続けられる。

　窓で繫つながった荷台からはスウスウと寝息が聞こえてくるが、熱ねつ弁べんを振るうラナとそれを聞くパメラの耳には届かない。

　結果として、とりあえず現げん場ばまで行き、そこで改めて議ぎ論ろんしようという所でパメラが妥だ協きようし、ようやく車を出発させた。

「あーあ、こんなんじゃ、大おお金持ちになれるのなんていつの日か……」

「大だい丈じよう夫ぶよ、私に任せておけば……ほら、あっちに見えるような豪ごう邸ていにだって住めるようになるわよ！」

　林の向こうに見える巨きよ大だいな屋や敷しきの屋根を見て、ラナが自分の将来と重ね合わせて目を輝かせるが──パメラはドライに首を振り、何も言わぬまま車を走らせた。




　大きな道路に向かう途と中ちゆう、複ふく数すう台だいの車に追い抜かれ、パメラが眉まゆを顰ひそめながら口を開く。

「……何かあったのかしらね。妙みようにスピード出した車が多いけど」

「どう見ても堅かた気ぎの車じゃないっぽいから、抗こう争そうでもあるんじゃない？　巻き込まれないうちにとっとと移動しましょうよ」

「そうね」

　ラナの言葉に頷うなずくと、彼女は静かにアクセルを踏みこみ、やや急ぎ足となってニューアークの街を後にした。

　そして、相変わらず必ひつ要よう以上の排はい気き音おんを響ひびかせるオンボロエンジンのせいで──彼女達は、街を出るまでにとうとう気付く事ができなかった。




　後ろの荷に台だいから聞こえる寝息が──二人分ぶんに増ふえていたという事に。







[image: 第一章　野良ウサギとダンス]






















12月30日　夕刻　ＮＹ州某ぼう所しよ




　一ひと口くちにニューヨーク州と言っても、その広さを一ひと言ことで言い表すのは難しい。

　アメリカ人以い外がいの人間がニューヨークと聞いて思い浮かべるイメージは、その殆ほとんどが自由の女神めがみやウォール街で有名なマンハッタン島のものであろう。

　中には、マンハッタン島だけがＮＹなのだという誤ご解かいをしている者もいるかもしれない。

　しかしながら、人口の密みつ集しゆう度どはともかく、土地面めん積せきから考えるとマンハッタン島は一部の一部。ニューヨーク州の中のニューヨーク市のさらに一部に過ぎないのだ。

　そして、今回の舞台となるのは華はなやかな州しゆう都との中心部ではなく、逆にマンハッタンから最も遠い森林地ち帯たい。

　普ふ段だんは人ひと気けの無い鬱うつ蒼そうとした空間なのだが──

　現在は、妙みように明るい空気を纏まとった集団が存在した。




「よっしゃ、全員いるか確かく認にんする！　点てん呼ことるぞー。１！」

「２」

「３」

「４」

「５」「６」「７」「８」「９」……




　……「19」「20」

「21」

「22」

「ヒャッハァ！」

「ひゃっはぁ！」

「はいストップ！　ちょっとストップ！」

　最初に点呼を取ると言った男が両手を前に掲かかげ、点呼を強きよう制せい的てきにストップさせる。

　男というよりはまだ少年といっても良い年ねん齢れいで、見ると、周囲にいる者達は男女ともに全すべて二は十た歳ち以下といった雰ふん囲い気きの顔立ちと背せ格かつ好こうをしていた。

　身なりは決して良いとは言えず、もう少し歳としが上ならば、不ふ況きようの煽あおりを喰らって首になった者達がデモ行こう進しんの練習でもしているように見えたかもしれない。

　だが、彼らの多くは街の路ろ地じ裏うらなどに屯たむろしている不ふ良りよう少年といった印いん象しようであり、中には明らかに子供と思おぼしき影もある。

　そんな不良少年の集まりの中、点呼を取った少年は首を振りながら集団の一いつ角かくを指し、特とく定ていの名前を口にした。

「チャイニー＆おまけ、お前らちゃんと番号を言え、番号を！」

　ビシリと指ゆび差さされて狼ろう狽ばいするのは──レンズの厚い眼鏡めがねをかけた、東とう洋よう人じんらしき少女だった。

「ヒャッハァ？」

「ひゃっはぁ！」

　首を傾かしげながら声を出す少女、チャイニーの後に続き、横にいた幼い少年がオウム返しの声をあげる。

　そんな動物のような二人組に対し、不良少年は半はん目めになって激げつ高こうした。

「ヒャッハァ、じゃねえ！　ヒャッハァ！　じゃ！」

「ヒャヤヤヤヤ」「ひゃやー」

「お前らなあ、俺おれは真剣なんだぞ！　仮にもジャグジーから重要な任にん務むを受けた俺としては、この一いつ世せい一いち代だいの大おお仕事、絶対にしくじるわけにはいかねえんだよ！」

　腕うでを組みながら説せつ教きよう臭くさく語る少年に、周囲の不良達は互いに顔を見合わせる。

「あれ、ジャグジーってあいつに頼んだんだっけか？」

「うんにゃ、いつも通り、俺おれら全員に曖あい昧まいにお願いして回ってただけだな」

「だよなあ」

「ていうかアイツ誰だれだ」

「お前は誰だ！」

「ＷＨＯ！　ＷＨＯ！」

「いや、お前の正しよう体たいなど興きよう味みはない……金だ！　金を寄よ越こせ！」

「そうすれば点てん呼こしてやらなくもねえ！」

「ヒャッハァ！」「ヒャッハァ」「しね」「ひゃっはぁ！」

　皆が好き勝かつ手てに騒さわぎ始める中、少年はこめかみをひくつかせながら叫び返した。

「おいちょっと待て！　誰か今ひとり死ねって言ったろ死ねって！　畜ちく生しようてめえら……てめえら畜生、この畜生！　死ねって言った奴やつが死ぬんだぞ！　はーいはいはい、お前らの中の誰かは死にますぅーッ！　１００ね……２００年以内に絶対死にますぅーッ！」

「黙だまれこのガキ！」「ガキよりガキ臭くせぇな！」

「なんで言い直した？　おい、なんで１００年から２００年に言い直した？」

「１１５歳さい前後ぐらいなら生きるかもとか思ったんだこいつ！」

「意い外がいと心配性しようだぞコイツ！」

「チキン！　チキン！」

「ヒャッハァ！」「しねー」

「ててててててて、てーめーえーらぁ───────ッ！」

　怒ど濤とうの集中攻こう撃げきに、点呼役やくの不ふ良りよう少年は目に涙なみだを溜ためながら絶ぜつ叫きようするが──




　リンリンリンリンリン




　突然ベルの音が周囲の森に鳴り響ひびき、不良達は思わずそちらに目を向ける。

「はーい。そこまでだよねー。時間の無む駄だ、タイムイズデッドだよねー」

「メロディ……」

　不良らしき少年少女達の視線の先には、金きん髪ぱつの髪かみをツインテール状に纏まとめた少女が羊ひつ飼じかい用のハンドベルを手に佇たたずんでいた。

　少女の両りよう腕うでにはそれぞれ三本ずつ、デザインも値ね段だんもバラバラな腕時計が嵌はめられており、そのどれもが違う時を指し示している。

　メロディと呼ばれたその少女は、眠ねむそうな目をしながらノンビリとした調子で口を開く。

「今の無む駄だなやりとりだけで、私達は83秒も人生の中の貴き重ちような時間を無駄にしたんですよー。こうして喋しやべっている間にも一秒ごとに私達は時間を失っているんだよー。でもでも、そこで敢あえてクエスチョンですよねー。質問ですよねー」

「な、なんだよ」

「ここに来ていきなり点てん呼こするのはいいんだけどねー。出発前まえに点呼しなかったのに、どうやって人にん数ずう確かく認にんするつもりなのかな？　って話だよねー？」

「……あ」

　余あまりにも常じよう識しき的てきな問いかけに対し、点呼役やくの少年を始めとして、周囲の皆も一いつ斉せいに顔を見合わせた。

「この点呼そのものが無む駄だだとすると、私達が失った時間は私が次に『秒』って言った時点で５１８『秒』の損そん失しつだよねー。人生が50年で終わりだとすると、人に与えられた時間は一人あたり１５７６８０００００秒。たったそれしかない時間から５３６『秒』も失わせた罪は重いよねー。死ぬほど重いよねー。耐えきれるかなあ？　ねえねえ耐えきれるかなあ？　５００秒の重み、味わってみる……？　もう５００秒は返ってこないんだよ、過ぎ去った時間は死、そのものなんだよー。ねえねえ、ほら、もうすぐ６００秒になっちゃうよー？」

　眠ねむそうな目をしたまま、小こ首くびを傾かしげて接近してくる時計少女。

「ちょッ、ま、お、俺おれが悪かったから！　な！　な!?」

「ダメです。許さないのです。前々から思ってたけど、ジャグジーさんも貴方あなた達も時間を無駄にしすぎだよ。みんなが時間を無駄にしてると、私の趣しゆ味みが目立たなくなるじゃない」

　不ふ意いに真剣な声こわ色いろになって言う少女に、少年は思わず息を吞のみ、尋たずねる。

「……趣味？　メロディの趣味ってなんだっけ？」

「私の趣味はー、時間の無駄遣づかいをする事だよー」

「……あれ？」

「私は時間の大切さを誰だれよりも解わかってるつもりだよ。だからこそ、私は堂どう々どうと時間を殺す……一秒一秒を慈いつくしみながら踏ふみにじるんだよー？　周りの人達が時間という無む限げんの魔ま物ものに追われながら生きるのを横よこ目めに、私はその時間という魔物を踏みにじる……最高の娯ご楽らくだよね？　ほうら、こうしてる間にも、もう６５０秒が今日きようという一日から消え失うせたよ？」

「張り倒すぞ？」

　コメカミをひくつかせながら半はん笑わらいでメロディの襟えり首くびを摑つかむ男に、周囲からは更さらなるブーイングが飛び交った。

「こいつ、女を殴なぐる気だぞ！」

「そいつぁ男の風かざ上かみにもおけねえ野や郎ろうだ！」

「こういう奴やつが将しよう来らい子供を殴るんだ！」

「くッ……将来生まれる子供に代わり、俺が今の内にお前を殴り倒して時間を節せつ約やくしてやる！」

「タイムイズマネーだ……。タイムイズマネーだ！」

「なんで二回言いったの？」

「そういう事だ……時間を節せつ約やくしたって事で、お前を殴なぐる度たびに一ドル貰もらう！」

　理り不ふ尽じんな事を言い出す仲間に、悲ひ鳴めいのような声をあげる点てん呼こ少年。

「何でそうなる！」

「で、結局お前誰だれだっけ？」

「てめえらあぁぁぁあ」

「ヒャッハァ！」

「ひゃっはぁー」

「はーい、これで７００秒も世界の中から消え失うせたよー」

　昼食時じの雑ざつ談だんのようなノリで、取り留めもなく会話が続けられていく空間。

　しかしながら、キャンプにでも来たならともかく、このような森の中では違い和わ感かん丸まる出だしとしか言えない会話の群むれ。

　彼らは互たがいに雑談を進めながら、何人かが自分達たちに与えられた役割を思い返す。
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数日前まえ　シカゴ某ぼう所しよ




　現在と同じような面子メンツが集まる中──顔面に剣けんの入れ墨ずみを焼き付けた少年が、真剣な顔で言葉を紡つむぐ。

「……というわけだからさ、僕とニースとドニーと、あと何人かで『フライング・プッシーフット』に乗るから、他ほかのみんなにはもっと早い時間の列れつ車しやで先回りしてて欲しいんだ」

「断る！」「断る」「ＫＯＴＯＷＡＲＵ！」

「ええええええッ!?　な、なんでッ!?」

　あっさりと話の腰を折られた少年──ジャグジー・スプロットは、涙なみだ目めになりながら周囲の少年少女達を見渡した。

「いや、なんとなく断ってみたかっただけだ」

「酷ひどいよ!?」

「なんていうか……その……自信満まん々まんのジャグジーなんてジャグジーらしくないから、せめて俺おれらの手で始し末まつをつけてやろうと……」

「わ、わけが解わからないよ！」

　顔面に入れ墨というインパクトのある外がい観かんの割に、ジャグジーは既すでに泣きそうになっている。

　少年少女達はそんなジャグジーの弱気な態度を微ほほ笑えましく見守りながら、彼の横に立っていた女に話しかけた。

「で、ニースの姐あねさん、俺らはブツを回かい収しゆうしたら勝かつ手てに動かさせて貰もらいやすぜ」

「ええ、余あまったら私が処理しますが……火気厳げん禁きんですし、落としたりもしないように気を付けて下さいね。私達が川に落とす時も、十分離はなれる事をお勧すすめします」

「解わかってるって」




　彼らは和わ気き藹あい々あいとしながら、一つの計画について繰り返し確かく認にんし続けた。

　内容を考えてみれば、彼らにとっては人生は疎おろか、命にも関わるような計画なのだから当然と言えば当然だろう。

　大陸横おう断だん急行『フライング・プッシーフット』。

　走る装そう飾しよく品ひんとまで呼ばれるその列れつ車しやの中から、極ごく秘ひ裏りに積み込まれる貨物を盗ぬすみだそうというのだから。

　ジャグジーやニースには何か思おも惑わくがあるようだが、不ふ良りよう少年達たちの大たい半はんはそんな事など気にせず、思い思いの感情でその作戦に賛さん同どうした。

「で、何を盗むんだっけ？」

「25秒前と１２３秒前にも言ったよ。いい加か減げん覚おぼえなよう」

「いや、悪い、よく聞いてなくてよ」

「ヌア、新型の爆ばく弾だん、盗む、ニース、喜ぶ」

「爆弾？　んなもん、ニースの姐あねさんならとっくにわんさか持ってるじゃねえか」

「それがな、新型も新型、なんでも普通の爆ばく薬やくの五倍ぐらい威い力りよくがあるらしい」

「五倍！」

「ヒャッハァ！」

「ひゃっはぁ！」

「そいつは金になりそうだぜ……！」

「ヌガ、売れるのか」

「俺おれの親しん戚せきがハリウッド映画で爆薬使いたいって言っててよお」

「ニースはまあ、爆ばく発はつさせたいだけだろうけどな」

「しゃーねえ、姐あねさんを喜ばせる為ために一ひと肌はだ脱ぬぐか」

「ていうか川で泳ぎてえ」「マジか？　12月だぞ今」

「その火か薬やくで暖めればいいじゃん」「そうか、頭いいなお前！」

「つか、それでルッソ・ファミリーの連れん中ちゆうを吹き飛ばすんだろ？」「爆弾は私も好きだよ、たった一秒に数年分ぶんの破は壊かいを凝ぎよう縮しゆくしてるからね」

「なんでも時間単たん位いだなメロディは」「時間は一番身み近ぢかで信用できる単位だからネー。メロディはそこに自分の世界を重ね合わせて人生をより深く実感してるのかもネー」「めろでぃをかさねてふかくじっかんかもね！」「おい、チャイニーが『ヒャッハァ』以外の言葉を喋しやべったぞ」「チビ助も中ちゆう途と半はん端ぱに真ま似ねしやがって」「チャイニーのちゃんとした言葉聞きいたの、13日と３時間33分24秒ぶりだよ」「数えてるのかよ！」「適当ぶっこくなよ？」「本当だもん」「よーし、噓うそだったら俺おれの妹になってもらうぞ！」「ゲヒャァー」「ヒャッハァ！」「げっはぁ！」




「ちょ、ちょっとちょっと！　みんな落ち着いて！」

　混こん沌とんとしてきた状況を鎮しずめるべく、ジャグジーは手をパンパンと叩たたいて自分に注目させる。

　そして、表情を無む理り矢や理り引き締しめながら言葉を紡つむぐ。

「とにかく、みんな気を付けてね、もしかしたらすぐに警けい察さつに連れん絡らくされるかもしれないけど、イザとなったら僕の事は知らないって言い張れば大だい丈じよう夫ぶだよ。たまたま川で釣つりしてて荷物を拾ひろったって言えば……」

[image: ]

「バーカ、変な事言いってるんじゃねえよ。ジャグジー一人ならともかく、俺おれらがニースの姐あねさんやドニーと他人の振りできるわけねえだろ？」

「あ、あれ？　さりげなく僕、酷ひどいこと言われてる？」

　釈しやく然ぜんとしない表情で首を傾かしげるリーダーに対し、不ふ良りよう少年達はケラケラと笑いながら逆に相手に忠ちゆう告こくする。

「ジャグジーこそ、列れつ車しやの中で窓の外を見てビビったりするなよ？　『うわあ、こんな鉄の塊かたまりがこんなに早く動く筈はずがない』とか言ったりしてな」

「ぼ、僕だってそこまで臆おく病びようじゃ……で、でも、考えてみたらあんなに重いのがあんなに速く走るなんて凄すごいよね……もしも跳ねられたら……う、うわああああああああああッ！」

　列れつ車しやに正面から跳ね飛ばされる姿すがたを想そう像ぞうしてしまったのか、ジャグジーは顔を真まっ青さおにして壁に背中を貼はり付けた。

　そんなジャグジーを慰なぐさめるように、ニースはジャグジーの手を優しく握る。

「大だい丈じよう夫ぶよ、ジャグジー、私達は列車に乗る側なんだから」

「そ……そうだよね、ニース……列車に乗ってれば安全だよね」

　安あん堵どの表情を見せながら、ジャグジーは数日後ごの計画に思いを馳はせる。

　ＮＹのマフィアが買い付けたらしい新型爆ばく弾だん。

　そんなものが使われれば、ＮＹが大変な事になってしまう。

　ならば、ニースに預けるなり工事現げん場ばに売り渡した方が安全だろうと判はん断だんし、ジャグジーはあっさりと『盗ぬすもう』と決けつ意いしたのだが──

　この時点では、まだ心のどこかに油ゆ断だんがあった。

　三等客きやく室しつとはいえ、豪ごう華かな列車に乗って旅行気き分ぶんが味わえると。




　その列車の中で、どんなトラブルに巻き込まれるのかも気付かずに────
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森の中




　そして、時は30日の夕刻へ。

　ジャグジー達はもう列車に乗っている頃だろう。

　不ふ良りよう少年達たちは自分達のリーダーが優ゆう雅がな旅を続けていると信じながら、今後の予定を確かく認にんしあう。

「で、どうすんだよこれから」

「俺おれの妹を捜さがすのを手伝ってくれ」

「だからお前。最初から妹いないだろうがよ」

「このまま森の中を朝までぶらついてりゃいいんじゃね？」

「今、12月！」「凍こごえ死ぬぞ！」

「眠ねむらなきゃ大丈夫さ」

「たき火しようぜ」「森を燃やせばいい」

「馬ば鹿かッ！　爆弾回かい収しゆうするから火か気き厳げん禁きんだっつってるだろ！」

「そういう問題か……？」




　まとまりの無い不ふ毛もうな会話を続ける男連れん中ちゆうを遠とお目めに見ながら、メロディやチャイニーを始めとする女性陣じんは淡たん々たんと地図を確かく認にんしており、現在の状況を整理する。

「どうしようもない事だけど、列れつ車しやがここを通る正確な時間は解わからないからね。かといって遅く来ると荷物が流されちゃうし……船を浮かべる時間もあるしね」

　メロディはそう言いながら、自分の背後にある二台のトラックに目を向ける。

　近ちか場ばの駅から車を運転できる少年が借りてきたその荷に台だいには、やはりどこからか借りてきたボートが何なん艘そうか積みこまれていた。

　一体どのようなコネを使って借りてきたのかは解らないが、一台でボートを、もう一台で人を運んでいるような状態である。

　現在この場にいる女性は五人程てい度どであり、その五倍程度人にん数ずうがいる少年達は未いまだにギャアギャアと騒さわぎ続けていたのだが、周囲が暗くなるにつれ、一人また一人と真しん剣けんな表情になって女性陣のもとにやってきて一いつ緒しよに地図を見始める。

「つーか、このままじゃマジで凍とう死ししそうなんだけど、どうすんだ？　トラックでみんなで温あたためあっても俺おれは一いつ向こうにかまわごがががが」

　口の中に硬かたくなったパンを詰め込まれた少年を余よ所そに、メロディは眠ねむそうな目をしたままノンビリと地図の一点を指し示す。

「んーとね。ここに、ほら、夏なつ場ばに狩しゆ猟りようで使うバンガローがいくつかあるから、ここを借りようよー。誰だれか先せん客きやくが居ても、火や毛もう布ふぐらいなら借りれるかもしれないし、誰もいなかったらそのまま10時間ぐらい借りちゃおうよ」





⇔






同どう時刻　ニューヨーク州　某ぼう所しよ




　不ふ良りよう一いち味みがバンガローに向かう事を決めた頃──

　そこからさして離れていない場所で、女強ごう盗とう団だんを乗せたトラックが再び路ろ肩かたに停てい車しやする。

「どうしたの？　もうすぐ予定のポイントでしょう？」

『フライング・プッシーフット』の強盗を行う地ち点てんとしてラナが選んだのは、ＮＹと五ご大だい湖この中間あたりに位置する川に掛かる橋だった。

　適てき度どな長さの橋が架かかっており、逃げる方向も東とう西ざい南なん北ぼく自由に選べる。金さえ手に入ればそのままカナダに向かってもいいだろう。

　そんな事を考えながら──逆に言うとそれ以外の事を何なに一つ考えずに決めたポイントなだけに、実際に下した見みをしない事には何もできない。

　昼にそういう結けつ論ろんを出したからこそ、彼女達たちはボロトラックに鞭むち打うってここまで来たのだ。

「あー、ガソリン切れだよ。そろそろ補ほ給きゆうしないと」

　パメラはメーターを確かく認にんしながら、一いつ旦たん車のエンジンを切る。

　この時代には既すでにガソリンスタンドも存在していたのだが、まだ全国を網もう羅らするには至いたらず、樽たるやドラム缶かんにガソリンを入れて持ち運ぶ旅行者も多い。

　そして、その例に漏もれず、パメラ達もトラックの後部にいくつかのガソリン樽を用意して全国を渡り歩いていた。

「私は地図で近ちか場ばにバンガローでもないか探しておくから、入れてきてくれない？」

　口を開いた時には既に地図を広げているパメラ。

　自分が外に出る気は欠片かけらもないらしいと判はん断だんし、ラナは舌した打うちしながらドアを開く。

「ったく、私は頭ず脳のう労働専せん門もんなのよ？　ガソリンの匂においで頭が馬ば鹿かになったらどうするのよ」

「それ以い上じよう馬鹿になることは無いから大だい丈じよう夫ぶよ」

「……事故にでも遭あえばいいわ！　……あ、ダメ、自動的に私も被ひ害がい者しやじゃないのさ……」

　ぶつくさ言いながら外に向かったラナを見送り、パメラは淡たん々たんと地図を確認する。

　この先には夏なつ場ばに狩しゆ猟りよう者が使うバンガロー群ぐんがあり、実際に列車強ごう盗とうをする展開になったとしたら、そこを拠きよ点てんとすべきかもしれない。

　パメラが鉛えん筆ぴつでその地点に印しるしをつけていると──

「ひえあぁぁあ」

　荷に台だいの方から、素すっ頓とん狂きようなラナの悲ひ鳴めいが聞こえてきた。

「……？　どうしたのよ。ひっくり返ってガソリンでも浴びた？　だったら火をつけて暖めてあげてもいいわよ。永えい遠えんに」

　洒落しやれにならない皮ひ肉にくを窓から投げかけるが、ラナの返事はない。

「……？」

　訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめながら地図を畳たたみ、自らも運転席を下りるパメラ。

　後ろを見ると、荷台の幌ほろを覗のぞき込んだラナが口をぱくぱくとさせている。

「どうしたのよ？　またソーニャが素すっ裸ぱだかにでもなって……た……？」

　パメラは溜ため息いき混まじりにトラックの後部に回り込み、荷台の中を覗き込んでラナと同じように体を強ばらせた。




　彼女達が見た幌の中では──

　全く見覚えの無い少年が、幸せそうな顔でスヤスヤと寝ね息いきを立てていた。




　スヤスヤ　スヤスヤ　スヤスヤ　スウ
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同どう時刻　森の中




　不ふ良りよう一いち味みとボートを乗せたトラックが走り去った後──

　その様よう子すを遠とお巻まきに見ていた者もの達たちが、感情の無い声で囁ささやき合う。

「……行ったか」

「なんだったんだ？　この時期にキャンプというわけでもあるまい」

「麻ま薬やくか乱らん交こうパーティーでもするつもりだったんだろう。寒さに負けて帰ったようだがな」

　軍ぐん服ぷくのようなものを纏まとった男達は、硬かたい表情のままで森の奥へと振り返る。

「現げん場ばに戻るぞ。あと２時間ほどで作さく戦せん開始だ」

「はッ」

　男達は黙もく々もくと歩を進め──その内のリーダー格らしき男が、薄うすく笑いながら呟つぶやいた。

「できる事ならば、最初の一度目で交こう渉しようが成功する事を祈いのるとしよう」




「革かく命めいの為ためとはいえ……私とて、同志グースに子供の頭を撃ち抜いて欲しくはないのでな」




　そして──彼らは橋の方ほう角がくへと向かう。

　革命テロリスト『幽霊レムレース』の別べつ働どう隊たいである彼らは、交渉役やくであり、同時に、その結果を『フライング・プッシーフット』内にいる同どう志し達に伝えるメッセンジャーでもあった。

　上じよう院いん議ぎ員いんの妻つまと娘むすめを人ひと質じちにするという、捨て身ともいえる作戦だが──

　グースを始めとする同志達の作戦の成功を、彼らは微み塵じんも疑ってはいなかった。

　しかし、それも無む理りはない事だろう。

　その列れつ車しやに『何』が乗り合わせていたのか──彼らにそれを知る術すべは無かったのだから。
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『バニッシュバニー』所しよ有ゆうトラック　荷に台だい内部




「……で、もう一度確かく認にんしておくけど、君の名前は？」

「カルツェリオ……カルツェリオ・ルノラータです」

「じゃあカッツェって呼ぶけど……カッツェは、どこで私達のトラックに乗り込んだの？」

「すいません……その……」

　申もうし訳わけなさそうに目を伏せる少年を安心させるように、パメラはそっと頭を撫なでながら優しい声を紡つむぎ出す。

「安心して、怒ってるわけじゃないの。ただ、私達たちもちょっと驚いちゃっただけだから」

「あ、ありがとうございます……。僕の家から逃げた時に……目の前にあったから、連れ戻されないように隠かくれてたんです……」

「そう……でも、荷に台だいで居い眠ねむりしてそのまま落っこちたりしなくて良かったわ。ソーニャ、ちょっとこの子の相手をしてあげて」

「うにゅるむ？」

　パメラの呼びかけに、目をトロンとさせたソーニャが荷台の奥で声を上げる。

　先せん刻こくから目を覚ましてはいたのだが、寝ぼけているのか、未いまだに事じ態たいをよく把は握あくできていないようだ。

　そんな少女にカッツェを任せ──パメラはラナを連れて、一いつ旦たん車から身を引く事にした。




「多分、さっきソーニャが寝た直後ぐらいに乗り込んできたんだろうね」

　パメラはトラックから少し離れた場所にラナを連れて行くと、淡たん々たんと少年について考こう察さつする。

　少年は所ところ々どころ泥どろで汚よごれているものの、明らかに普通の子供達とは違った服装を身に纏まとっていた。決して特とく殊しゆな服というわけではないのだが、素人しろうと目めに見ても、普通の子供が着るような服ではなく──高級感かん、というものを追求した結果としてできたものだと理解できる。

　英国貴き族ぞくの末まつ裔えいだと言われても信じざるを得ない雰ふん囲い気きの少年を前に、ラナは目を輝かせていたが、パメラは難しい顔をして溜ため息いきを吐つく。

「まさか家いえ出で少年を拾ひろっちゃうとはねえ」

「……あの身なりといい、絶対あの凄すごい豪ごう邸ていの子供よね。多分、あの上着だけでちょっとした銀行員いんの週しゆう給きゆうか……下へ手たすれば月げつ給きゆう全部ぐらいするわよ」

「あんなに大きな家に住んでて、なんの不満があったんだろうねえ」

　昼間にラナが指さしていた屋や敷しきの事を思い出し、パメラは少年に少し嫉しつ妬とすら覚えた。しかし、金持ちには金持ちなりの悩みがあってしかるべきだろうと考え、特に少年に対して苦く言げんを呈ていする事はしなかった。

　──そもそも、強ごう盗とうの私らが言える事なんて何も無いしね。

　心しん中ちゆうで苦く笑しようするパメラを余よ所そに、ラナは眼鏡めがねを輝かせながらポン、と手を叩たたく。

「いい事を思いついたわ！　ねえ、このままあの子を誘ゆう拐かいして身みの代しろ金きんを貰もらっちゃいましょう！」

「簡単に言うわね。……正直、私もちょっと考えたけど……」

　ラナと一いつ瞬しゆんでも同じ事を考えた自分が恥はずかしいというように舌した打うちするが、暫しばし考え込み──条件付つきで、その案に賛成する事にした。

「列れつ車しや強盗よりはマシっぽいね……。ただし、あの子には最後まで誘拐だと気付かせないようにするよ。怖こわがらせて逃げられても面めん倒どうだし、変なトラウマは植え付けたくないし」

「足でも撃うっちゃえば？」

「……本ほん気きで言ってる？」

「勿もち論ろん、冗じよう談だんよ」

　ギロリと睨にらみ付けるパメラの視線に、ラナは冷ひや汗あせを搔かきながら目をそらす。

　一方のパメラは、先せん刻こくから頭の中に浮かんでくる違い和わ感かんを思い浮かべ、独ひとり言ごととして口に出した。

「それにしても、ルノラータってどこかで聞いたことあるんだよね……」

「当たり前じゃない、あんなに大きな家に住んでる資し産さん家かよ？　興きよう味み無なかっただけで絶ぜつ対たい新聞やラジオで名前ぐらい聞いてるわよ」

「……そうかなあ」

　釈しやく然ぜんとしない点はあったものの、結局思おもい出す事もできず、パメラはその違和感を頭の中に押しとどめる事にした。




「わーい、可か愛わいいー。ネイダーの子供の頃にそっくりー」

「や、止やめて下さい。ネイダーって誰だれですか」

　二人が車の荷に台だいに戻ると、カッツェはソーニャに猫ねこのように頭を撫なでられている所だった。

[image: ]

　顔を真まっ赤かにしているカッツェに対し、ラナは爽さわやかな笑顔を浮かべて尋たずねかける。

「ねえ、カッツェ君。あなたの家の電でん話わ番号って解わかるかしら？」

「えッ？　あ、あの……家に、連れん絡らくするんですか？」

「あ、大だい丈じよう夫ぶよ！　迎えに来いとか言うつもりじゃないわ。だけど……貴方あなたが急にいなくなったら、家の人ひと達たちも心配するでしょう？　だから、貴方は元気にしてるって事だけ電話で教えておいてあげようと思うの。どっちにしろ、明日あしたには家に帰るつもりなんでしょ？」

　眼鏡めがねの位置を直しながらニコニコと笑うラナに対し、カッツェは暫しばらく迷っている様よう子すだった。だが、結けつ局きよく三人の女性が信用できる人間だと判はん断だんしたのか、少年は素直に自宅の電話番号を口にした。




　そして──その結果として、騒さわぎの種たねがまた一つ引き寄せられる事となる。
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ニューアーク郊こう外がい　ルノラータ邸てい内部




『年とし明あけまでには戻ります。心配しないでください。みんなは悪くありませんから、怒らないであげて下さい』

　そんな書き置きと共に、初はつ孫まごでもある少年が姿すがたを消した。

　その事実を聞き、ルノラータ・ファミリーのボスであるバルトロ・ルノラータは難むずかしい顔をして溜ため息いきを吐つく。

「ふむ……確かに、あの年とし頃ごろの子に今の環かん境きようは厳きびしいだろうな」

　年ねん齢れいは50を超えたあたりだろうか、刻まれた皺しわは浅いとも深いとも取れず、威い厳げんのある顔の上に理り知ち的な眼鏡を装そう着ちやくしている。

「しかし、意い外がいと行動力りよくがあるのはなによりだ」

「そんな事を言ってる場合ですか！　ボス！」

　淡たん々たんと呟つぶやく義ぎ父ふに対し、カッツェの父親である男は焦あせりながら叫ぶ。

「あの子は……それこそ本当の意味で外を知らないんですよ!?　どんな危険があるかも解ってないんです！」

「そういう風ふうに育てたのはお前達たちだろう？」

「うッ……」

　孫の教育に関しては、バルトロは必ひつ要よう以上に口くち出だしをしていない。

　年とし相そう応おうの礼れい儀ぎなどは教えたが、基本的には娘むすめ夫婦の意見を尊そん重ちようしており、決して外に一人で出させないという『箱はこ入いり息子むすこ』状態にも、何度か疑問は口にしたものの、最終的には娘達の意い思しに任せてきた。

　──そもそも、今回の件は私の出る幕ではないだろうがな。

　義ぎ理りの息子むすこの部ぶ下か達たちが必ひつ死しになって捜さがしてるが、バルトロはファミリーの人じん員いんを必ひつ要よう以上に割さく事はしない。孫まごが心配でないわけではなく──下へ手たに大おお事ごとにして、他ほかのファミリーに感づかれる事をよしとしなかったのだ。

　──まだ、この件は我々の範疇ではない。

　心配もする一方で、孫の気持ちが分からないわけでもない。ここで無む理り矢や理り少年を連れ戻すのも違うだろうと思い、バルトロとしては発見次し第だい気付かれぬように護ご衛えいを回す程てい度どで構わないだろうと判はん断だんしていた。

　そんな祖そ父ふの態度とは逆に、カッツェの父親はあからさまに焦しよう燥そうしており、手て近ぢかにいたカッツェの護衛の責任者を指さし、叫ぶ。

「大体、お前らがちゃんと見ていないから……ッ」

「指を降ろしたまえ」

「……ッ」

　静かな圧あつ力りよくと共に放たれたバルトロの声に、周囲にいた全すべての人間が息を吞のむ。

「いえ、ボス。全ては私の責任であることに間違いはありません」

「それは、お前が決める事ではない」

　今にも自じ害がいするとでも言い出しそうな護衛の人間に対し、バルトロは静かに言葉を紡つむぎ出す。

「もしも戻ったとき……世せ話わ役やくのお前らが処しよ罰ばつを受けていたとなれば、カッツェはショックを受けるだろう。自分の些さ細さいな家いえ出でが原因で、お前達たちの両手の指が残らず無くなっていたとあらばな」

「……ッ」

　それが例たとえ話ではないと全員が理解し、カッツェの父親までもが背せ筋すじに冷たい汗を滲にじませる。

　進しん展てんの無いまま、嫌いやな静せい寂じやくが部屋を支配しかけたその瞬しゆん間かん──

　執しつ事じらしき男が一人やってきて、バルトロに何事かを耳みみ打うちした。

「ほう……」

　バルトロは僅わずかに眉まゆを動かし、感情は見せぬまま、静かに椅い子すを立ち上がる。

「ボス……？　どうしたんですか？」

　義理の父親の動きが気になったのか、カッツェの父は不安そうな表情で尋たずねかける。

　すると──バルトロは静かに口を開き、やはり淡たん々たんとした調子でその言葉を紡ぎ出した。

「身みの代しろ金きんを要求する電話があったそうだ」

「え……」

「明日あしたの朝までに指し定ていされたバンガローまで現げん金きんを運べとな。警察には知らせるなとの事だ。我々よりも警察が怖こわいとは、中なか々なか面白いジョークだな」

「そ、そ、そんな！　まさかッ！　かッ……カッツェが誘ゆう拐かいされただなんて！」

　顔を真まっ青さおにする男とは逆に、バルトロは泰たい然ぜん自じ若じやくとして口を開く。

「……これでようやく、事は我々の範疇に入ったらしい」




「ならば……私のすべき事は、相応ふさわしい者もの達たちに指し示じを出すまでだ」
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　それから、僅わずか数分後ご──

　ルノラータ・ファミリーの屋や敷しきから、二台の軍ぐん用ようバイクが飛び出した。

　かなりの改かい造ぞうを施ほどこされたその二に輪りん車しやは、時速60㎞を軽く超える速度で暗い道を疾しつ走そうする。

　バイクに跨またがるのは、パーティーの最中を抜け出したかのような、カチカチの燕えん尾び服ふくとエナメルの靴くつを身につけた二人組。

　恐らくは一いち卵らん性せい双そう生せい児じなのだろう。全く同じ顔の上にゴーグルをつけた二人は、機き械かいのような無む表情のままでバイクを走らせていたのだが──

　屋敷から離れ、バイクが最さい高こう速度に達した瞬しゆん間かん──二台のバイクは示し合わせたように併へい走そうし、やはり示し合わせたように、二人は全く同時に口くち元もとを歪ゆがませる。

　ルノラータの屋敷の中でも、お互いと主あるじ以外には殆ほとんど口を開く事の無い、バルトロ直ちよく属ぞくの護ご衛えいであるその双子ふたごは──久ひさ々びさに与えられた『狩かり』の任にん務むに心を躍おどらせる。

　そして、全く同時に口を開き──奇き妙みような歌を二人の間に響ひびかせ始めた。







　♪さあ、狩りを始めましょう。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手にした刃やいばを振り回し、獲え物ものをひたすら走らせろ。

　ぐろぐら　ぐろぐら　ばろりと走れ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　追いつきそうでも追いつくな。

　逃げられそうでも逃がしちゃならぬ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐらぐろ　ぐりぐる　だばりと走れ。

　　ウサギが疲れたその時に、手にした刃を振り上げましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もはや動けぬ小さなウサギ。

　　　強いのは貴方あなた。殺すのは貴方。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　必要なのは、勇気と希望。

　　　　疲れ果てたウサギを殺せ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウサギができたら次はブタ、

　　　　　　ブタ首はねれば次は鹿しか、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最後に待つのは人か鬼おに。

　　　　　　　大きかろうが小さかろうが、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずらりと並べろ大だい地ちの恵み。

　　　　　　　　ばらりと刻きざめよ勇ましく。

　　　　　　　　　　　　　　　感謝をもって、欲をかけ。




　　　　　　　　　　　さあ、狩かりを始めましょう♪







　ハイキングに挑いどむ子供達たちのように歌いながら──

　二人はバイクの最さい高こう速度を保ったまま、楽しそうに楽しそうに夜の闇やみを駆かけ抜ける。

　エンジン音とすれ違う風に搔かき消され、その歌声は併へい走そうする互たがいの耳にも届かない。

　それでも二人は、全く同じペース、同じリズムで歌い続ける。




　まるで、これから始まる騒そう動どうの幕まく開あけを告げるかのように──













余話







１９３×年　レストランバー『蜂の巣アルヴエアーレ』にて




「ねえねえ、アイザック」

「なんだい、ミリア！」

「アイザックは、サーカスって見た事ある？」

「もちろんさ！　子供の頃、一回だけ見に行った事があるぜ！　多分！」

「多分なの？」

「それがさあ。色んな動物がいて色々やってた事は覚えてるんだけど、動物園だったのかサーカスだったのか覚えてないんだ。まあ、細かい事は気にすんな！」

「そうだね！」

「で、動物園がどうしたんだい、ミリア？」

「サーカスだよアイザック。あのね、あのね、フィーロのお友達が、昔サーカスに居たんだって！　綱つな渡わたりとか火の輪わ潜くぐりとかナイフ投げとか、色々できるんだって！」

「そりゃ凄すごい！　流石さすがフィーロだな！」

「フィーロが凄いの？」

「もちろんさ！　凄い人と友達っていう事は、いつでもその人に綱渡りのやり方を教えて貰もらえる……つまり、フィーロはやろうと思えばいつでも綱渡りとか火の輪潜りとかやってくれるし、俺おれ達たちがフィーロに向かってナイフを投げたら、必ず頭の上の林檎リンゴに刺ささるってわけさ！」

「凄おい！」




　アイザックとミリアの会話も含め、いつも通りの風景が広がる『蜂の巣アルヴエアーレ』の店内。

　と、その中に、やはりいつもと変わらぬフィーロの声が響ひびき渡った。

「そんなわけあるか！」

　呆あきれ半分で言い放たれた否ひ定ていの言葉を聞いて、アイザック達は驚いたように目を見開く。

「ええっ!?　フィーロは凄くないのか!?」

「凄くないの？」

「いや、凄いか凄くないかの話じゃなくてだな……」

　ジト目で言うフィーロに、アイザック達は笑いながら言い返す。

「大だい丈じよう夫ぶだぜフィーロ！　お前が凄くなくても、俺もミリアもお前のこと好きだぜ！」

「凄すごくないなんて凄いね！　カッコイイよ、フィーロ！」

「……ああ、うん、まあ、好こう意いは素直に受け取っておくよ」

　どう反応していいか解わからず、複雑な表情を浮かべているフィーロに、背後にいた女性──エニスが声をかけてきた。

「サーカス……ですか」

「なんだよ、エニスも興きよう味みあるのか？」

　フィーロの言葉に対し、錬れん金きん術じゆつによって生み出された人造人間ホムンクルスであるエニスは、真しん剣けんな調子で問いかけた。

「それは、やはりみんな楽しいと思うのでしょうか」

「え？」

「すいません。フィーロさん……単たん語ごの知識はあるのですが、実際にサーカスを見たという『記き憶おく』が私の中にありませんので、実感が湧わかないんです……。どのような所に、快かい楽らくを見出すのでしょうか」

「あー……それは、その、なんだろうな……」

　唐とう突とつに真剣な調子で問いかけられ、フィーロもどう答えるべきか解らなかったが、カウンター席で会話を聞いていたフィーロの上じよう司し、マイザー・アヴァーロが助け船を出す。

「やはり、自分の想そう像ぞうしていた『限界』を超えるものを見られる、というのが大きいかもしれませんね」

「限界、ですか？」

「ええ。一流の曲きよく芸げい師しさん達や、訓くん練れんされた動物の見せるパフォーマンスは、自分が想像していた人間の限界を超えたものです。その純じゆん粋すいな『未み知ちの領りよう域いき』を目まの当たりにした驚きが心を昂たかぶらせるのかもしれませんね」

「ああ……確かに、今まで見たことないぐらいデカいカボチャとか見た時とか、ウオオオってなりますよね」

　フィーロの喩たとえに続ける形で、マイザーは更さらに続けた。

「ええ、想像を遥はるかに超えたものを目にした時、人は感動の声を上げるか、あるいは恐きよう怖ふするかのどちらかの場合が多いですからね」

「確かに、想像以い上じようにデカい虫とか見たら感動どころじゃないですからね……」

　そんな事を言うフィーロに、カウンターの奥から女店てん主しゆの声が飛んでくる。

「あんたらねえ、レストランでデカい虫がどうこうなんて話するもんじゃないよ。客がゴキブリを想像しちまうだろ！」

「大おお声ごえで言わないで下さいよセーナさん！」

「何な故ぜゴキブリは嫌けん悪おされるのでしょうか？」

「エニスもそこで話を繫つなげないでくれ！」

　ワイワイと騒さわいでいるフィーロ達を見て、アイザックとミリアが語り合う。

「うーん。良く解わからないけど、大きいものは凄すごいか怖こわいかのどっちかって事だな！」

「凄いね！　怖いね！」

「でも、ミリアがビルぐらい大きくなったら、俺おれは怖いじゃなくて凄いって言うと思うぜ！」

「本当に？　わあい、アイザック、ありがとう！」

　完全に自分達たちの世界に入っている二人の声を耳にし、フィーロは独ひとり言ごとを呟つぶやいた。

「……俺は、お前らの脳のう味み噌そのおめでたさが一番怖いけどな」




「まあ、嫌きらいじゃないけどよ」













間章







１９３１年　12月29日　昼




　ジャグジーの仲間達たちがまだシカゴにおり、カッツェもまだルノラータの豪ごう邸ていで大人おとなしく勉強していた頃──

　ニューヨークの北部にある森の中で、一人の子供が遊んでいた。

　親からは、決して一人で入ってはいけないと言われている。

　奥の川に掛かる鉄てつ橋きようには鉄道が通り、その橋にいくまでの道もあり、決して『入ったら二度と出てこられない深い森』という雰ふん囲い気きではない。

　しかし、深かろうが浅かろうが『森』は『森』だ。

　決して油ゆ断だんしてはならない場所であり、その子供の親も常つね日ひ頃ごろから家族に言い聞かせていた。

　しかし、その子供はここに来てしまった。

　自分が危険な森の中を歩ける程ほどに成長したと証しよう明めいする──

　早い話が、度ど胸きよう試だめしの為ために。

　決して近所の乱らん暴ぼう者ものに脅おどかされたわけでも、友達と賭かけをしたわけでもない。

　その子供は、一人でこの場所へとやってきた。

　コヨーテも狼おおかみもイノシシも出る気け配はいはなく、子供は些いささか拍ひよう子し抜ぬけしたように森の中を駆かけ回った。

　もしも彼が大人だったならば、気が付く事ができただろう。

　それが既すでに異常だったという事に。

　コヨーテも狼もイノシシも、シカも犬も野ウサギさえも──冬ふゆ場ばだという事を考こう慮りよしたとしても、あまりにもそれらの動物の気配が無さすぎたという事に。

　だからこそ、少年は見てしまった。

　森に残って、見る筈はずの無い物を見てしまった。




『彼』の姿すがたを、見てしまった。




　間ま近ぢかで接せつ触しよくしたわけではない。

　遙はるか遠く──

　子供の視し力りよくでハッキリ見えるか見えないかのギリギリの場所に──『彼』は居た。

　遠く、遠く、遠く、安全な場所に立っている筈はずの子供。

　その体が、金かな縛しばりにあったように動かなくなる。

　ガチリ、ガチリと奇き妙みような音が聞こえて来た。

　子供は、それが自分の歯が震ふるえる音だと気付かない。

　それほどまでに──『彼』の姿すがたは圧あつ倒とう的てきだった。

　近くを飛ぶ羽は虫むしほどの大きさにまで縮んでいるというのに、少年は、『彼』が如い何かに恐おそろしい存在かを理解する。半なかば強きよう制せい的に、彼自じ身しんの本ほん能のうが理解させる。




　不ふ意いに、『彼』が子供の方に顔を向ける。

　それを合あい図ずとして、子供は脱だつ兎との如ごとく逃げ出した。

　ほんの数分、しかし、その子供にとっては10年にも匹ひつ敵てきする時間。

　彼はどこをどう逃げたのか解わからぬまま、気付けば自分の家の前に辿たどり着いていた。




　そして、誰だれにもそのことを明かさぬまま、ただ、布ふ団とんの中にもぐり込んで震ふるえ続けた。

　自分の見たものが、完全に夢であると期待しながら。

　子供には、他ほかにどうする事もできなかった。







[image: 第二章　闇に寄り添うウサギ達]






















　子供達たちは、ただ行き場がないだけだった。

　行き場を無くした理由は千せん差さ万ばん別べつであり、他ひ人との同どう情じようを引く物から全くの自じ業ごう自じ得とく、あるいは喜き劇げき的てきな巡めぐり合わせによる滑こつ稽けいなものなど幾いくらでも捜さがす事ができる。

　逆に言えば、理由などはどうでも良い事だった。

　行き場を無くした子供達は、ただ町の空気に流され、人々の声に惑まどわされ、風に吹かれる枯かれ葉のように、やがていくつかの場所に分かれて吹き溜まる。

　そして──その場所もまた、吹き溜だまりの一つに過ぎなかった。

　何か他ほかの集団と違う点があるとすれば、それは、吹き溜まりの中心に小さな袋ふくろがあったことだろう。

　枯れ葉をいくらでも吞のみ込む、薄うすく、頼りなく、それでいて決して破けぬ大きな袋が。




　ジャグジー・スプロットという人間に『何か』があるとすれば、それは恐らく人じん徳とくと呼ばれる点だろう。

　人ひと一倍の臆おく病びよう者ものでありながら、行動自じ体たいは実に大だい胆たん不ふ敵てき。

　シカゴの町中で密みつ造ぞう酒しゆ造づくりなどに手を染そめ、ルッソ・ファミリーと対立。見せしめとして仲間を八人殺ころされる事となった。

　普通ならばそこで恐きよう怖ふを感じて引くか、あるいは怒りのままに行動を起こして玉ぎよく砕さいするかのどちらかだろう。

　だが、ジャグジーの周りに集まった少年達たちの場合は、少しばかり普通ではなかった。

　ルッソ・ファミリーが管理する闇やみ酒場や高こう利り貸がしの店を何なん軒げんも同時に襲しゆう撃げきし、結果として相手の基き盤ばんを傾ける程ほどの被ひ害がいを与えて見せたのだ。

　仲間達は、誰だれ一人引ひかなかった。

　反対する者もいなかった。

　ジャグジーに力があったわけではない。

　人を傅かしずかせるカリスマがあったわけではない。

　何か特別な貸し借りがあったわけでもない。

　ただ、ジャグジーの元に集まった少年少女達は、肌はだでなんとなく理解していた。

　恐おそらくは──その泣き虫な少年こそが、自分達の最後の居い場ば所しよなのだろうと。

　どうしようもなく、ただ流されて消えていくだけだった自分達を受け入れ、『居場所』を作り出してくれた存在──それこそが、ジャグジーという少年なのだと。

　彼を失えば、自分達はどの道みち何ど処こかで枯かれ葉として踏ふみつぶされる運命なのだと。

　そして、いつしか彼らは、烏う合ごうの衆しゆうとなっていた。

　ただ、結けつ束そく力りよくの強い烏からすの群れは──

　時に、狼おおかみの喉のどさえ食いちぎる。




　そして、そんな群れに惹ひかれるように、また一人、また一人と行き場を無くした少年達が吹き溜だまり、今ではちょっとしたギャングの組織に匹ひつ敵てきする程ほどの力を得るに至っていた。

　それこそ、ジャグジーがそれを望もうと望むまいと──

　彼らは、常に成長期きなのである。





⇔






夜　森林内某ぼう所しよ　バンガロー




　リンリンリンリン

　冬の森に似つかわしくない音が鳴り響ひびき、続いてメロディの澄すんだ声が響き渡る。

「ハイハイー。集しゆう合ごうですよー。今から大だい体たい28秒以内に集まってねー」

　周囲には広大な森が広がり、所ところ々どころに先せん日じつ降った雪が残っていた。

　そんな森の中を通る道の横に、数すう棟とうの大型バンガローが建ち並び、狩しゆ猟りようのシーズンに向け、本来の使用者である猟りよう師し達たちの訪れをひっそりと待っている。

　──筈はずだったのだが──

　一番大おおきなバンガローの前には二十名を超す少年少女達が集まっており、ベルを鳴らした少女の前に集まって思い思いの言葉を口にする。

「大体なのに28秒ってお前……」

「なんでメロディが仕切ってるんだよ」

「まあ、誰だれでもいいや」

「なら俺おれでもいいはず」

「いや、お前だけはダメだ」

「なんで!?」

「……俺、お前の事嫌きらいだから……」

「ストレートに言うなよ！　少しは婉えん曲きよくに誤ご魔ま化かせよ！　黙もく殺さつされた方がマシだわ！」

「おーい、寒いからとっとと中に入ろうぜ」

「つか、マジで勝かつ手てに使っていいのかここ？」

「まあ、中に盗ぬすむようなもんも何もねえしな。寒さをしのぐぐらいはＯＫだろ」

「餓うえもしのげればなによりだ」

「中に俺の妹がいれば何よりだ」

「なんだそりゃ」

「ヒャッハァ！」

「ちょっと待ってくれ、俺、腹が減ったんだけど」

「知るかボケ」

「壁とか食えないかな」

「何なに言い出すんだお前!?」

「だってこの山やま小ご屋や、木だろ？　木って植物だから食えるんじゃね？」

「虎とらの脂あぶらで煮れば食えると聞いた」

「虎の脂？」

「バターの事か？」

「木の周りをぐるぐる回ったのか？」

「なるほど……確かに、木と虎には密みつ接せつな関係がありそうだ」

「ねえよ」

「ヒャッハァ！」「ひゃっはぁ！」

　混こん沌とんと──

　ただ、混沌とした会話だった。

　その内容に意味は無く、ただ自分達たちがその場所に存在している事を主張する為ための言葉の羅ら列れつ。

　しかしながら、彼らはそんな会話を実に楽しそうに紡つむぎ合い、森の中の寂せき寞ばくとした空気の中に自分達だけの結けつ界かいを生み出していた。

　メロディは自分が発言を終えてからキッチリと28秒を計り、再び両手に持ったベルを振り鳴らす。

　リンリンリンリン

「はーい。静かにー。静かにだよー。で、これから明日あしたの朝まで時間を潰つぶさなきゃいけないわけだけど……」

　そこまで言って、メロディは眠ねむそうな目をホヤンと蕩とろけ輝かがやかせる。

「あぁ……時間つぶし……すっごくいい言葉だよね。私達は時間に支配されて生きてるのに、その時間を潰しちゃうなんて、凄すごい凄い贅ぜい沢たくな事だよね！　時間を無む駄だ遣づかいできるっていうのは、ある意味でお金を無駄遣いするよりもずっとずっと贅沢な事なんだよ！」

「そ、そうかぁ？」

　首を傾かしげる仲間の男に対し、メロディは恍こう惚こつとした笑顔を浮かべて頷うなずいた。

「勿もち論ろんだよ！　なにしろ、自分の限られた命の時間を無駄遣いにしてるんですよー？　これはもう命の無駄遣いって言ってもいいぐらい！　やん、贅沢！」

「思いっきり褒ほめられた事じゃなさそうなんだが」

「褒められる事を目指してるんだったら贅沢なんてできないよー。ああ、全力で時間を潰さなきゃ！　時間がもったいないよ！　早くみんなで時間を潰さないとだね！」

　リンリンとベルを振りながらハシャぐメロディに、不ふ良りよう少年は殊こと更さらに首を捻ひねり、呟つぶやく。

「俺おれ、お前が頭いいのか頭わりいのか時々わからねえ」

　すると、周囲にいた仲間達がここぞとばかりに会話に参加してくる。

「そんなことも解わからないのかよ？　頭あたま悪いなお前！」

「俺は解るぜ……おいメロディ、35＋26はなんだ？」

「え？　61？」

「やべえ……二ふた桁けたの足たし算ざんができた……少なくともお前より頭がいいぜ！」

「ああ、最低でもお前にメロディを頭が悪いっていう権けん利りはねえな」

「ヒャッハァー！」

「ひゃっはぁ！」

「て、てめえらぁ！　横から口を出すな！　つーかお前ら、俺が二桁の足し算もできねえと思ってるのか!?　んなわけねえだろ！」

「いいから。無む理りしなくていいから」

「ぐぎぎぎぎぎぎ」

　と、再び無む駄だな会話が流れ始めた所で、再びメロディの鈴すずが鳴り響ひびいた。

　リンリンリンリン、そんなリズムに合わせながら、眠ねむたげな目の少女はクルクル回る。

　クルリラクルリ　クルリラリ

　一人で森を舞台としたミュージカルを演じている彼女を前に、不ふ良りよう達たちの一人が口を開いた。

「……その踊りはなんだ、メロディ」

「さあ？　時間を潰つぶす為ために適当に踊っただけだから！」

　何な故ぜか誇ほこらしげに胸を張るメロディに、不良少年は頭を抱かかえながらうめき叫さけぶ。

「……頼むから意味のある会話をしようぜ、なあ!?」

「意味？　どうせ明日あしたの朝までの時間つぶしなんだよー？　だったら、こうして待っている間は何をしたって意味がある行動だよねえ？　待つっていう凄すごく重要な意味が！　わあ素す敵てき！　意味のある時間つぶしだなんて！　時間を潰して褒ほめられるなんて贅ぜい沢たくだよね！」
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「畜ちく生しよう……いつか無駄に過ごした時間を後こう悔かいするときが来るぞお前……」

　ぶつくさと言いながら、不良少年は適当に周囲を見み渡わたした。

　喧けん嘩かでもしたのか、上の前まえ歯ばが綺麗きれいに折れている少年は改めてこの森の『寒さ』を感じ取る。

　人ひと気けが無いという事もあるが、元からこの土地の気候は彼らのホームであったシカゴよりもだいぶ肌はだ寒さむく、冬ふゆ場ばの今となっては雪がそう多く積もっていないのが珍めずらしい程ほどだった。

「まあいいや、とにかくバンガローの中に入ろうぜ。このままじゃ凍こごえっちまう」

　歯は抜ぬけの少年の言葉を皮かわ切きりに、集しゆう合ごうした若者達たちはぞろぞろと小こ屋やの中に入り込んでいく。

　ただ、メロディはふとバンガローの横を通る道を眺ながめて、不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげる。

「どしたの、メロっち」

　不ふ良りようグループの中にいる数人の少女のうちの一人が声をかけると、メロディはリン、と一度だけベルを鳴らし、目を細めながら呟つぶやいた。

「んー……。妙みようにタイヤの跡が多いな、って思って」

「え？」「ヒャッハァ？」

「ここ、あんまり車が通るような場所だとは思えないんだけど……ま、いっか」

　メロディは深く考えても仕方のない事だと判はん断だんし、そのまま屋おく内ないに向かう事にする。

　両腕うでに無む駄だに多くつけられた腕時計を眺ながめながら、これから潰つぶす時間の事を思い、彼女は幸せそうに微ほほ笑えんだ。

「あと13時間21分と53秒の間、誰だれも来なければいいだけの話だからね」




　彼女達は、ただ時間を潰せばいい。それだけだった。

　だからこそ──念ねん入いりにその立ち並ぶバンガローを調べるような真ま似ねはしなかった。

　彼女達の入ったものから一番離はなれた一いつ棟とうの中に、何が潜ひそんでいるかも気付かぬまま──

　若き不良達の、長い夜が幕をあけようとしていた。





⇔






バンガロー　七号棟




『彼』は、本来そこに存在しない筈はずだった。

　色々な意味で、そこに存在してはならない存在だった。

『彼』の生まれ故こ郷きようはこの土地ではない。

　もっと遙はるか西──カリフォルニアの北西部ぶだ。

『彼』は久しく家族の姿すがたを見ていない。

　幼い頃に生き別れたからだ。

　ついでに言うならば、『彼』は知らない。

　自分の家族は疎おろか、全く同じ姿をした者もの達たちはこの近きん隣りんには存在しないのだと。

　逆に言えば、『彼』がどんな事を考えているのか、人間には解わからないだろう。

　ただ『彼』の行動だけを誰かに伝えるとするならば──

　今はただ、寝ね息いきを立てているだけだった。

　メロディ達の入ったバンガローから最も離れた小こ屋やの中で──

　眼がん前ぜんに、大量の食事を積み上げながら。

　そして、やはり彼は知らなかった。




　本来ならば、自分は既すでにその食事を体の中に無む理り矢や理り押し込み──

　春が訪れるまで、長い長い眠ねむりについていなければならない事を。

『彼ら』は元もと々もと、親しい『種しゆ』の中でも、浅い眠りにつくタイプだったのだが──

『彼』は、何かが原因で本ほん能のうを狂わされ、長い眠りにつく事すらできずにいた。

　ただ、食事だけは続けなければと、ひたすらにむさぼり続ける。

　冬の寒さのせいか、あるいは屋おく内ないのせいか──

　その食事の匂においが、周囲に漏もれる事は殆ほとんどなかった。

　だからこそ、『彼』は自らの存在を周囲に気付かせない。

　今、この瞬しゆん間かんでさえも。




　逆に、うたた寝ね状態だった『彼』の耳には、いくつかの音が届く。

　リンリンリンと高らかに鳴り響ひびく軽やかな音と、少し前まで聞いていた──若い人間達たちの喧けん噪そうが。

『彼』はその音に懐なつかしさでも感じたのだろうか、それとも何か別の本能か──

　日が暮れようというのに、『彼』の脳は徐じよ々じよに目め覚ざめる方向へと向かって温まり始めた。

　ゆっくりと、ゆっくりと────





⇔






バンガロー　一号棟とう




　不ふ良りよう集団が開けたバンガローには鍵かぎすら掛かっておらず、中はほぼ空からっぽの状態だった。

　飾かざり気もなにもあったものではなく、ただ広い空間だけがそこに投げ出されている。

　誰だれかが個人的に所しよ有ゆうしているわけではなく、国こく有ゆう地ちに何人かの猟りよう師し達が共同で建てた物かもしれない。だとすれば、遭そう難なんしかけた所を見つけたという事にすれば、勝かつ手てに暖だんを取らせてもらってもそうそう問題になることは無いだろう。

　もっとも、そんな事を考えたのはほんの数人で、あとの面子メンツは何も考えずにバンガローを自分達の家のように扱い始めた。

「つーか、本当に何もねえなあ」

「広い事はいいことだ」

「こんなノビノビとした床で寝るのは野の宿じゆく以来だぜ」

「あとは毛もう布ふが欲しい所だ」

「毛布の次は飯めしが欲しい」

「ビフテキだ、ビフテキを寄よ越こせ」

「金を寄越せ」

「妹を寄越せ」

「ひゃっはぁ」

　各おの々おのが勝かつ手てな事を言いながら、適当な所にゴロリと寝そべる若者達たち。背が土で汚よごれるのも構わないようで、着の身み着のまま、思い思いに手て足あしを伸ばしていた。

　女性陣じんはそんな男達の間をスタスタと歩き抜け、壁を隔へだてた奥の部屋にいくつかのベッドが有ることを確かく認にんして互たがいの手を打ち鳴らした。

　シーツなどは揃そろっていないが、ボートと共にトラックに積んである毛布を使えばちゃんとした寝しん具ぐとして使えるだろう。

　メロディ達はさっそく準備を整えようと、男連れん中ちゆうが猫ねこの子のように転がる大おお広ひろ間まへと戻っていったのだが──

　入口付ふ近きんで窓を覗のぞいていた少年が、中の人間達に向かって口を開いた。

「なんか車が来たぜ」

「何？」

「なんだよ」

「やっべ、この小こ屋やの持ち主かな」

「いや、きっと俺おれの妹だ」

「黙だまれ」

「いいか、俺らはあくまで遭そう難なんしたって事でいくぞ」

「……表おもてに俺らのトラック置いてあるのに？」

「ゲエーッ！　しまった！」

　混乱する仲間達を余よ所そに、最初に発見した男は淡たん々たんと状況を語り続ける。

　窓の外は既すでに暗くなっているが、バンガローの入口に付けられた外がい灯とうが、自分達のトラックのすぐ後ろに停とまる車を照らし出した。

「なんだぁ？　すっげー古いオンボロトラックだ……あー、俺らのトラックの傍そばに止まったぜ。……中から……中から……？　うお！　綺き麗れいな姉ねえちゃんが出てきた！」

　それを聞いて、少年達が解わかりやすく色めき立つ。

「俺の妹だ！」

「てめーより年とし上うえだ」

「馬ば鹿か野や郎ろう、妹に年上も年下もあるか！」

「あるだろ！」

「悪い、アレはお前の妹じゃなくて俺おれの彼女だわ。なんでこんなとこまで」

「……？　……！　畜ちく生しよう！　一いつ瞬しゆん信じる所だったじゃねえか！」

「それにお前の彼女であっても俺はあの人を妹にできる！　矛む盾じゆんはねえ！」

「いや、そりゃそうだけど」

「そして俺の妹はお前にはやらん！」

「……ッんだとこの野や郎ろう！」

「ヒャッハァ！」「ひゃっはぁー」

　どうでもいい経けい緯いで喧けん嘩かになりかけた少年達たちを余よ所そに、窓の外では更さらに状況の変化が訪れていた。

　車から最初に下りたのは、運転席せきにいたと思おぼしきポニーテールの女性であり、薄うす手での防ぼう寒かん具ぐを羽は織おっている。

　更さらに、それに続いて助手席からは眼鏡めがねをかけた若い女が現れ、荷に台だいからはやや年とし下したと思しき少女が姿すがたを出す。最後に、まだ10歳さいになるかならないかという年ねん齢れいの、身なりの良い少年が一人降り立ち、不ふ良りよう少年達のトラックの方を眺ながめて何事か話し合っていた。

「おい、なんか女ばっかだな」

　口くち笛ぶえ混まじりに言う少年に、いつもの一人が拳こぶしを握りしめながら声をあげる。

「全ぜん員いん俺の妹だ！」

「……最後のガキは男じゃね？」

「じゃあ、弟で！」

「いいのかよ！」

「俺はただ……家族が欲しいだけなんだ！」

「馬ば鹿か野や郎ろう……！　俺達はもう家族みたいなもんじゃねえか！」

「……ッ！　この野郎……俺を泣かせる気か！」

　熱く語り合う少年達の後ろで、前まえ歯ばの抜けた不良が顔を引きつらせながら呟つぶやいた。

「なんだこの茶ちや番ばん」
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　強ごう盗とう団だん『バニッシュバニー消え失せウサギ』という名前は、ラナが付けた名前だ。

　元もと々もと名前など無い三人組の強盗だったのだが、いつの間にか彼女が勝かつ手てにそう名乗り始めていた。もっとも、他人に名な乗のろうとしたときは決まってパメラに絞しめ堕おとされているが。

　パメラもその名前を否ひ定ていするわけでも肯こう定ていするわけでもなく、ソーニャに至っては『ウサギさん？　可か愛わいいね』の一ひと言ことと共に微ほほ笑えむばかり。

　最初は単たん独どくでケチな置き引きなどをしていたラナだったが、一度性た質ちの悪い男達たちに捕つかまって殺されかけた時に、通りがかったパメラに助けられたのがきっかけで組むようになった。

　パメラはパメラで、元々は地方の地下カジノを渡り歩く博徒ばくとのような存在だったが、その実はそうした地下カジノから金を盗ぬすむという行為に手を染そめていた。

　二人は正せい反対の性格ながらも妙みように馬が合い、二人で地下カジノや馬ば券けん場じよう相手のコソドロ行為を繰り返しながら地方を渡り歩いていたのだが──

　旅の途と中ちゆう、荒こう野やで銃じゆうを撃うち続ける奇き妙みような少女を見つける。

　ソーニャと名な乗のった少女の傍かたわらには、何十丁ちようもの銃じゆうが積まれた荷に馬ば車しやが待たい機きしていた。

『父とうさんと母かあさんの形かた見みなの』

　そう言いながら銃を撃うち続ける彼女を、なし崩くずしに仲間に加える事となったパメラとラナ。

　結果として──彼女達たちは三人組の強ごう盗とう団だんと呼ばれる事になる。

　誰だれかに追われた時は、ソーニャの威い嚇かく射しや撃げきで大たい抵ていの場面を切り抜ける事ができた。

　およそ銃を扱うようには見えないのだが、彼女は実に器き用ように銃じゆう身しんと一体になり、反動すらも上う手まく利用して弾だん丸がんを操あやつる。

　思いがけない『戦せん力りよく』を得たパメラは、よく事情を吞のみ込めてなさそうなソーニャに罪ざい悪あく感かんを覚えつつも、調子のいい事ばかり口にするラナと共に『仕事』を続けていった。

　どこの都市にでもいるような小こ悪あく党とうと、それに利用されるハッピートリガー発砲狂いの少女。

　ただそれだけの存在であった彼女達だったが──

　現在、思わぬ拾ひろい物をした事により、ちょっとした儲もうけ話ができるものと考えていた。

　この不ふ況きよう時代にあんな豪ごう邸ていに住む程ほどに儲けているなど、きっと後ろ暗い商売もしているのだろう。ならば、そこから少しばかりの金を頂くのも一いつ興きようだろう。

　小悪党な娘むすめ達はそんな身み勝がつ手てな事を考えて、誘ゆう拐かい計画を実行に移したのだが──
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オンボロトラック　運転席せき




「さて、早さつ速そく計画が破は綻たんしたわけだけど、どうするのラナ」

「……私のせいじゃないわ」

　身みの代しろ金きんの取とり引ひき場所として指定したバンガロー。

　彼女達の車は、バンガローの入口付ふ近きんに付けられた外がい灯とうに照らし出されている。

　それはつまり──無む人じんの筈はずのバンガローが、誰かに使われているという事に他ほかならなかった。

　前に止まる二台のトラックを眺ながめながら、運転手のパメラが大きな溜ため息いきを吐はき出した。

「確かに、『取引場所』を確かく認にんする前に電話するって案を止めなかった私の責任ね。それは謝るわ。ごめんなさい」

「えッ……」

　運転席で素直に頭を下げる相あい方かたの姿すがたに、ラナはどう反応していいのか解わからなくなり、あたふたとしながら思いついた言葉を紡つむぎ出す。

「そ、そんなの気にする事ないわよ！　あんたが謝ると、ほら、もう本当に絶望的な状況だって思っちゃうじゃない！」

「実際、割と絶望的な状況だけどね」

「やめてよ！　こんなトラック、ただここに捨すててあるだけよ！　バンガローにはきっと誰だれもいないって！　いてもすぐに帰るわ！　だってほら……トラックだもの！」

「意味の解わからないこと言ってないで、とりあえず降りてみましょう」

　神しん妙みような顔つきのままドアを開けるパメラの言葉に、ラナも慌あわてて車を降りる準備をする。

　準備といってもシートベルトを外してドアを開けるだけだったのだが、パメラが素直に謝るという事じ態たいに泡あわを食ったのか、彼女が下りるのは少し遅れる結果となった。

　ラナが外に出るのと、荷に台だいからソーニャとカッツェが下りてくるのはほぼ同時だった。

　とりあえず皆パメラの元に集まって、今後の状況について話し合う。

　カッツェ自身は『自分が誘ゆう拐かいされている』という重要な事実に全く気付いていないので、パメラ達も話を合わせる必要がある。

　ついでに言うなら、ソーニャにも誘拐の件は話していない。

　彼女の性格的に、話すとカッツェに伝えてしまったり、同どう情じようして逃がしてしまったりするかもしれないとラナが判はん断だんし、パメラもそれに同どう意いしたからだ。

　パメラもラナもそうしたソーニャの牧ぼつ歌か的てきな性格は嫌きらいではないが、今回のような誘拐というケースには不ふ向むきだろうし、彼女自じ身しんにも嫌いやな思いをさせるだろう。

　そう考えて、パメラ達は今回の計画を二人だけで押し進めていたのだが──

　──……考えてみれば、これもかなり無む茶ちやな計画だったわ。

　今いま更さらになって、パメラは心しん中ちゆうで後こう悔かいする。

　先せん刻こくまで『列れつ車しや強ごう盗とう』という、より無茶な計画が進められていたせいで、誘拐という計画が非常に現実的な手段だと錯さつ覚かくしてしまったのだ。

　ラナに至っては今でも十分乗のり気な上に、ここに向かう最さい中ちゆう『うまくいけば身みの代しろ金きんと列車の乗客のお金、両方手てに入れられるわね！』と無茶な事を言う始し末まつであり、その時は頭を叩たたいて黙だまらせたが、今でも心中にその思いを燻くすぶらせている事だろう。

　パメラは、それに比べれば誘拐など容易たやすいと思っていたのだが──

　こうして、誰もいないはずの取とり引ひき場所に先せん客きやくがいるという状況に出くわしてしまい、頭を抱かかえながら自分の選択を悔くやみ続けた。

　──今から取引場所を変えるわけにもいかないだろうしね。

　既すでに相手が金を持って屋や敷しきを出ていた場合、確実にすれ違いとなるだろう。

　取引の場所にカッツェも取引相あい手てもいなければ、相手はなりふり構わず警けい察さつに通つう報ほうしてしまうだろうし、現げん時点で既に連れん絡らくされているという可能性も大いにある。

　だからこそ、取引はスムーズに行わなければならない。

　最悪、これ以い上じよう計画が狂くるった場合は、カッツェをここに置いて逃げるという手もあった。

　取とり引ひき相手が現れれば、自動的にカッツェを連れて帰るだろうし、金は手に入らないが逃げ切る可能性は大きくなる。

　だからこそ、パメラは敢あえて状況を詳くわしく確かく認にんするために車を降りたのだが──




　バンガローに目を向けると、そこの窓から『先せん客きやく』の顔が覗のぞいていた。

　それも、複ふく数すう。

「……」

　たくさんの瞳ひとみが窓の奥から凝ぎよう視ししてくるというのは何とも気持ちの悪い物だったが、パメラは自然な調子でそちらから目を逸そらし、ラナやソーニャへと語りかける。

「……今日きよう借りようとしたバンガローだけど、ちょっと先客がいるみたいね」

「えー。どうするのう？」

　のんびりとした調子で尋たずねるソーニャに、パメラは静かに周囲を見み渡わたし、他ほかのバンガローに目を向ける。

「……とりあえず、他のバンガローを見て回りましょう」
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『彼』の耳に、別の音が響ひびいてきた。

　古びた回転音おんを響かせる、パメラ達のトラックのエンジン音だ。

　先せん刻こくも似たようなエンジン音が二台分ぶん響いていたのだが、その時点ではまだ『彼』は夢うつつの状態だった。

　そして、徐じよ々じよに目を覚ましつつあった現在は、はっきりとその音を確かく認にんする事ができる。

『彼』にとって、その音はどこか懐なつかしかった。

　近い音ならば、いつもいつも聞いていた。

　自分を乗せて走っていた音。

『彼』がその音を聞いて何を思ったのか、ムクリ、とその体を起き上がらせる。

　だが、エンジンの音はすぐに止まってしまい、『彼』の耳には届かない。

　ノソリ、と『彼』は体をひと揺らしさせ、再び体を床に横たえる。

　大量の食事を目の前にして、『彼』は再び耳をすます事にした。

　外から聞こえてくる音を、微み塵じんも聞き流さぬように。




　半分覚かく醒せいし、半分眠ねむりに落ちていた『彼』の脳のう裏りに、過去の記き憶おくが蘇よみがえる。

　人間の声に囲まれていたあの頃。

　無む数すうの音に囲まれていたあの頃。

　そして──自分を恐おそれる事なく近づいてきた人間達たち。

　果たして『彼』が『人間』と『自分』の区別をつけていたのかどうかは解わからない。

　人間というものを正確に理解していたのかどうかも、人間からは解らない。

　解りようがない。

『彼』は記き憶おくの海の中から、いくつかの映えい像ぞうを頭の中に蘇よみがえらせる。

　声が響ひびく。

　音が響く。

　自分に向けて、多くの声と音が浴びせかけられる。

　だが、記憶は更さらに続きを映し出す。

　自分よりも遙はるかに多くの声と音を浴びせかけられる存在を。

『彼』ともっとも多く接していた──

　燃えるような赤い毛をした、一人の男の映像を。




　そして──先せん刻こく一度体からだを起こしたせいだろうか。徐じよ々じよに眠ねむりと覚かく醒せいのサイクルが短くなり始め、体の中にも徐々に血が巡めぐり始める。




　静かに首をあげ、『彼』は声をあげる事にした。

　自分自じ身しんの寝ぼけた意い識しきを、目め覚ざめつつある体の方に追いつかせる為ために。

　彼はただ、声をあげただけだった。
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バンガロー　三号棟とう




　ォォォオォォオォオオオォォォ




「？」

　どこかから獣けもののうなり声が聞こえたような気がして、ラナはドアの前で一いつ瞬しゆん立ち止まる。

　──コヨーテでもいるのかしら。

　暫しばし耳を澄すませてみるが、その後は何も聞こえる事もなく、彼女はさして気にせぬまま部屋の中へと入っていった。




「さて、じゃあ、今日きようはこのバンガローに泊まろうか？」

　パメラはそう言いながら、殺さつ風ぷう景けいな山やま小ご屋や内ないを見み渡わたした。

　盗とう難なん防止としてトラックをバンガローの前に後ろ向きで停車させた彼女は、室内に何があるのか確かく認にんする。

　大きなテーブルが一つと、狩かりで得た獲え物ものなどを吊つるすと思おぼしき鉄てつ具ぐや木製の棚たな。広さは一号棟とうに比べれば半分もないが、子供を含めた四人が半日過すごすには十分な広さであると言えた。

「大だい丈じよう夫ぶ、寒かったりしない？」

　荷に台だいに積んであったぶかぶかの防ぼう寒かん着ぎを羽は織おるカッツェに尋たずねるが、彼は純じゆん真しんな瞳ひとみでパメラを見み据すえ、

「はい、ありがとうございます！」

　と素直な言葉を口にした。

「そ、そう……」

　まっすぐな瞳と心の直ちよく撃げきを受け、パメラは思わず目を逸そらす。

　──あーあ、やっぱ止やめて置くべきだったかな。

　金持ちの息子むすこというからには、世せ間けん知しらずのお坊ぼつちゃんで、貴き族ぞくめいたワガママさを持っている駄だ々だっ子こというイメージがあった。

　しかしながら、目の前の少年は年ねん齢れいの割にしっかりとしており別の意味で世間を知らないタイプだった。

　この世の中に悪い人などいないといった目で自分達たちをあっさりと信じる少年の視線により、パメラの罪ざい悪あく感かんは無む尽じん蔵ぞうに湧わき上がる。

「じゃあ、ちょっとまたソーニャと遊んでてね。お姉ねえさん達は、お隣となりのバンガローの人ひと達たちに挨あい拶さつしてくるから」

「はい！」

「それじゃ、また後でね……ほら、行くわよ」

「え？　ちょっと、まだ私は中に入ったばっかり……イタタタ、痛い、痛いってば！」

　気まずくなったパメラは、ラナの腕うでを引っ張って外に出る。

　そのまま少し離れた所まで歩き、ラナに語りかけた。

「……ねえ、やっぱり止めにしない？」

「な、何よ突然！」

「なんていうかさー。やっぱり、あんな小さい子をダシにするってのはちょっと……」

「何なに言ってるのよ！　今までの強ごう盗とうと同じ、悪あく事じは悪事じゃない！　何を今いま更さら善ぜん人にんぶろうとしてるのよ！」

　眼鏡めがねの奥の瞳をつり上げてビシリと言うが、その目の奥の色にはあからさまに焦あせりと困こん惑わく、迷いの色が見えている。

「……まあそりゃそうなんだけどさ、同じ悪事でもやっぱり色々とラインはあるわけで。それを言ったらそこらの聖せい人じん面づらした連れん中ちゆうの中にも禁きん酒しゆ法ほう違い反はんしてる奴やつはいるわけだし。それに……」

「そ、それに……何よ？」

「ラナだって、ほんとは迷ってるでしょ」

　刹せつ那な、彼女の顔がカチリと固まる。

　何か反はん論ろんしようと口を開くが、それよりも前にパメラが言葉の続きを吐はき出した。

「悪あく党とうにもタイプがあっていいじゃない。私達は、強ごう盗とうをした事で相手のカジノや銀行の責任者がクビになったり、指を切られたり、あるいは殺されたりするかもしれないけど、それでも開き直って強盗を続けるクズ。だけど、目の前にいる子供を騙だまして親子の情じようを利用して金をむしり取るクズは嫌きらい。これは単に、好き嫌いの問題。そうでしょう」

「……そんなの、偽ぎ善ぜんじゃない。自分の目の前に子供がいるからって。そのカジノの責任者にだって家族がいたかもしれないのを無む視しするの？　パメラがそんなおためごかしの偽善を口にするなんて──」

　と、俯うつむき加か減げんにそこまで言った所で、ラナの口がパメラの人ひと差さし指ゆびによって押さえられた。

「むぐッ……」

　グイ、と顔を近づけるパメラの口くち元もとに浮かぶのは、楽しげに歪ゆがんだ小こ狡ずるい笑えみ。

「何か忘れてない？　ソーニャはともかく、私も貴女あなたもクズで、反はん社会的な悪党よ？」

　彼女はそんな笑みを口に貼はり付けながら、瞳ひとみには友人に向けるいつもの微ほほ笑えみを浮かべ──悪戯いたずらの計画を話す子供のような事を言い出した。

「悪党が偽善者なのは、当たり前じゃない」

「……」

　ラナは、暫しばしそんな彼女の顔を見つめていたが、やがて諦あきらめたように息を吐く。

「解わかったわよ。私もその案は考えておく。まだ考えるだけだけどね」

「ありがとう。でも貴女が考えてたら結けつ論ろんが出るまで何年かかるか解らないから、そんなに思い詰めないでね」

「……間あいだの言葉さえなければ、凄すごくいい言葉だったのに……」

　半はん目めでパメラを見ながら、彼女は尚なおも名残なごり惜おしそうに計画を口にする。

「うーん、でも、本当にそんな罪ざい悪あく感かんを感じる事でもないと思うんだけどねえ……。だってさ、この不ふ況きようにあれだけの豪ごう邸ていに住んでるなんて、少しはあくどい事をして儲もうけてるかもしれないじゃない」

「私もそれは思ったけど、あの子を見てるとそうじゃないような気もするし……」

「それに、身みの代しろ金きんだって『払はらえる範はん囲いで、できるだけ多く持ってこい』って言っただけだし」

「……実際に子供がいなくなってなきゃイタズラとしか思われない条件よね、それ……」

　頰ほおを引きつらせながら言うパメラに、ラナは頰を軽く染そめながら目を逸そらした。

「やだ……もう……そんなに褒ほめないでよ」

「……いや、褒めてないから」

「じゃあ、もっとストレートに褒ほめてよ！」

　──バカじゃないの!?

　そう叫さけぼうとするよりも、ほんの僅わずかに早く──




「その眼鏡めがねが素す敵てきだ！　美しいと百回言いっても構わない！」




　と、若い男の声が二人の横から浴びせかけられた。

「「!?」」

　パメラとラナが同時に振り返ると、そこにはチンピラ風ふうの格かつ好こうをした少年が一人立たっており、ラナにツカツカと歩み寄りながら彼女の手を自らの両手でガシリと握る。

「褒めました！　だからお姉ねえさん、俺おれの妹になって下さい！」

「なッ!?　え、あれ!?」

　混乱して声をあげるラナとの間に割って入り、パメラは少年に緊きん迫ぱくした声で尋たずねかける。

「ちょ、ちょっと、誰だれ!?　いきなりなんのつもり？」

「俺が誰かと聞かれれば……そう、お姉さん達の兄です！　そしてなんのつもりかと言えば、貴女あなた達たちを妹にしたい……それだけです！」

「ちょッ……な、なんなの？　何をわけのわからない事を言っているのよ！」

　──何を言ってるのか本当に解わからないけど……。

　──私達の話を……聞かれてた!?

　だとするならば、もはや誘ゆう拐かいを実行するかしないかの話ではない。

　とっととこの場を逃げるか、少年を黙だまらせるか、上う手まく誤ご魔ま化かすか、その選択が必要になる。

「そ、そうよ！　いきなり妹になれだなんて……女には心の準備ってものがあるのよ！」

「ラナは黙ってて」

　話をややこしくしそうな相あい方かたを黙らせ、改めて相手の方を向き直り──気付く。

　──え？

　その場にいたのは、妹がどうこう叫んでいる不ふ良りよう少年だけではなかった。

　トラックの陰に、音も無く、本当に音も無く──

　先せん刻こくまでバンガローの一号棟とうの中にいたと思おぼしき少年少女の集団が、トラックの陰から二人を覗のぞき見ているではないか。

　──!?　！　!?　？　？　!?

　混乱の極きわみ。

　暗がりだからということもあるだろうが、彼らはこの大おお人にん数ずうで音もなく彼女達の背後に近づいたという事になり、その不ぶ気き味みさに思わずパメラは身み震ぶるいした。

「ひあぁあッ!?」

　ラナもその視線の『群むれ』に気付いたようで、素すっ頓とん狂きような声を上げてパメラの後ろに回り込む。

「貴方あなた達たち……隣となりのバンガローを使ってる子達かな？　今日きようはキャンプか何か？」

　一いち縷るの望みを込めて、誤ご魔ま化かすように尋たずねるが──

　両腕うでに時計を嵌はめた少女が、眠ねむたげな目でゆったりと笑いながら、パメラ達にとって絶望的な言葉を口にした。

「んーん。時間を潰つぶしてたんですよー。はじめまして、誘拐犯さん」

　大好きな玩具おもちやを見つけた子供のように、期待と幸せを同時に嚙かみしめながら──彼女は嬉うれしそうに笑い、笑い、笑う。




「で、おねーさん達が47秒前まで話してた事、詳くわしく聞かせて貰もらっていいですかッ！」





⇔






同どう時刻　森の中




「同どう志しサージェス。一つ気になる事が」

「なんだ」

「交こう渉しよう役やくの連れん中ちゆうが、障しよう害がいの種たねを見つけたようです」

「少し待て」

　森の中を縦じゆう断だんする広こう大だいな川。

　川の上を横おう断だんする長ちよう大だいな橋。

　橋には大陸横断鉄道の線路が通されており、その上では現在、普通列れつ車しやが音と煤ばい煙えんを巻き立てながら走そう行こうしている所だった。

　その橋からさほど離れていない場所に設せつ営えいされた森の中で、軍ぐん服ぷくを纏まとった男達が淡たん々たんと会話を紡つむいでいる。

　普通列車が橋の上を通るのを確かく認にんし終え、サージェスと呼ばれた男は静かに部ぶ下かの方を振り返った。

「聞こうか。障害の種、とはどういう事だ？」

　軍服を纏ってはいるのだが、どこの国のどのような部ぶ隊たいの物なのか、その道に詳くわしい者が見ても全く判はん別べつできないだろう。彼ら独どく自じの軍服は、本来ならばこの世のどこにも存在しておらず、そのデザインも含め、滅ほろぼされた国の亡ぼう霊れいを思わせる雰ふん囲い気きの代しろ物ものだった。

「先せん刻こく、森の中にいた小こ僧ぞう共どもが、ポイントＫのバンガローに駐ちゆう留りゆうしているようです」

「……ポイントＫだと？」

　部下らしき男が口にした単たん語ごに、サージェスは露ろ骨こつに顔を顰しかめる。

「確かか」

「はい。先せん刻こく森林内ないで見かけたトラックが二台停てい車しやしておりまして、バンガロー内に明かりが灯ともっておりました」

「よりにもよって、あそこか」

　舌した打うちをする上じよう司しに対し、部ぶ下かの男は冷静な表情で進しん言げんした。

「交こう渉しよう役やくが帰き還かん時じに通過するポイントです。目もく撃げきされる可能性があります」

「今から交渉役に連れん絡らくは付くか」

「すぐには無む理りです。ここから無む線せんの届く距離ではありません」

　彼らはヒューイ・ラフォレットの組織したテロ集団『幽霊レムレース』の一いち員いんであり、別べつ働どう隊たいが『フライング・プッシーフット号』を占せん拠きよする間、その乗客を人ひと質じちとし、政府との交渉を行う為ために行動しているチームである。

　列れつ車しやが占せん拠きよされる予定の時刻まであと僅わずか。

　直接交渉を担たん当とうする五名の人間は、途と中ちゆう経過を報告するために一定の時間ごとに一人ずつこちらに帰還する手て筈はずとなっていた。

　その際に警けい察さつなどの追つい跡せきを防ぐルートとして設せつ定ていした道の途中に、件くだんのバンガローが存在している。

　万ばん全ぜんを期きすならば、目もく撃げきされる恐おそれは排はい除じよすべきなのだが──

「あの人にん数ずうでは、始し末まつするのも確実ではないか……」

　さらりと『始末』という言葉を口にし、淡たん々たんとした調子で言葉を続けるサージェス。

「二人監かん視しに回すとしよう。問題が無いようならば刺し激げきするな。問題があれば障しよう害がいとして排はい除じよしろ。……ただし、銃じゆう器きは極きよく力りよく使用を控ひかえろ」

　続いて、手て近ぢかにいた二名を指名し、そのままバンガローのある地区へと向かわせる。

　部下達たちの背を見送りながら、サージェスは夜の闇やみの中にその身を潜ひそませる。

「さて……刻こく限げんまで残り８時間だ」

　独ひとり言ごとのように、自分の周囲にだけ声を響ひびかせ──闇の中、誰だれにも見えぬ位置で静かに笑う。




「せいぜい、ベリアム議ぎ員いんの人格とお手て並なみを拝はい見けんするとしようじゃないか」
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　──この不ふ況きようの時代にあれだけの豪ごう邸ていに住んでいるのだから、きっと少しはあくどい事もやっているのだろう。

　カッツェの実じつ家かについてパメラが考えた事は、あながち小こ悪あく党とうの身み勝がつ手てな妄もう想そうというわけでもなかった。

　ただし、大きく違う点が一つある。

『少しは』ではなく──

　ルノラータ・ファミリーは、まさしく堂どう々どうと、なおかつ膨ぼう大だいな『あくどい事』を行って私し財ざいを築いてきた。それは厳げん然ぜんたる事実だった。

　アメリカ東とう部ぶの中でも指ゆび折おりの力を持つ巨きよ大だいな組織。

　その最大の財ざい産さんであるのは、金でも武ぶ力りよくでもなく、バルトロ・ルノラータという個人だった。

　彼を護まもる為ために、組織の中でも特に優ゆう秀しゆうに狂くるった者達たちが存在する。

　バルトロを直接護ご衛えいする面子メンツがそれにあたり、彼らは幹かん部ぶのコースとはまた違った意味合あいで出しゆつ世せを続ける集団だ。

　護ご衛えいに求められるものは、襲おそってきた相手を如い何かに撃げき退たいするかではない。

　如何に効こう率りつよく、ボスであるバルトロの弾たま避よけの盾たてと成り得るか。その一点に尽つきる。

　ルノラータ・ファミリーの中でも、出世を望まず、成り上がる事も求めず、ただバルトロに心しん酔すいし、己おのれの命をただ無む駄だにするのではなく、合ごう理り的てきに、最高のタイミングで投げ出す事のできる者達たち。

　そうした人間達によってバルトロの護衛は構こう成せいされる。

　バルトロもまた、それが解わかっているからこそ、彼らを最さい大だい限げんに信頼し──使い潰つぶす。

　彼らにとって、それこそが最高の賛さん辞じなのだと理解しているからだ。




　ただし──弾避けの盾に成り得る事が最さい重要だからといって、決してそれ以外の能力が無いわけではない。

　時には護衛ではなく、突とつ撃げき兵へいや暗あん殺さつ者しやとして優ゆう秀しゆうな顔を持つ者達も存在し──

　現在、二台のバイクで夜の闇やみを滑かつ走そうする双子ふたごの青年達もまた、そんな『反はん撃げきもできる盾』の一いつ角かくであった。







深夜　ニューヨーク州北ほく部ぶ　森林手て前まえ




「さて、どうしましょうか、私」

「どうしたものかね、俺おれ」

　同じ型のバイクに跨またがり、互たがいの事を『私』『俺』と呼び合う奇き妙みような青年達。

　彼らは指し定ていされたバンガローに向かう道の側そばの林にバイクを止め、息を潜ひそめながら意味の無い会話を紡つむぎ合う。

「もうすぐ取引現げん場ばですね、私」

「この道の先だよ、俺」

「行きますか、私」

「まだ様よう子すを見よう、俺。迂う闊かつに飛び込んで坊ぼつちゃんを人ひと質じちにされたら困る」

　緊きん迫ぱくした内容の事を喋しやべっている筈はずなのだが──二人の顔に浮かぶのは、なぜか笑顔。

「時に私、今、手持ちはお幾いくらほどで？」

「そうさな、俺。少し待て」

　彼らは互いに顔を見合わせながら、自らの財さい布ふの中なか身みを確かく認にんする。

「見たぞ、俺よ。せいぜい20ドルといった所だ」

「そうですね、私。こちらは見み事ごとに12ドルこっきりです」

「二人合わせて32ドルか」

「困った事です」

　溜ため息いきを吐つきながら、二人同どう時じに首を振る。

「犯人の要よう望ぼうは」

「出せるだけ出せ、との事だが」

「納なつ得とくして下さいますかね、32ドルで」

「納得すれば、それでよし」

　クスクスと互たがいにささめき笑いながら、徐じよ々じよにその目に嫌いやな光を宿らせていく。

「もしも納得しないなら──」

「狩かりの時間の始まりだ」

「もしも坊ぼつちゃんに何かあった時はどうします、私」

「皆みな殺ごろしに決まってるだろう、俺おれ」




　──『カッツェを連れ戻せ。それだけだ』

　──『犯はん人にんの処しよ遇ぐう？　興きよう味みはない。貴き様さまらに任せる』




　自分達たちの敬けい愛あいする偉い大だいなるボスからの指し令れい。

　本来ならば自ら弾たま避よけの盾たてとなって死ぬ時にしか自分達の忠ちゆう誠せいを示す機き会かいが無い筈はずの彼らだったが──こうして現在、護ご衛えい以外の任にん務むを与えられる結果となった。

　元々は、彼らは組織の中の殺し屋や的てき存在だったが、あまりに命知しらず過ぎた為ために、余よ計けいな的まとを増やすという事で前ぜん線せんから遠ざけられていたのだ。

　そんな彼らは、ボスの護衛という任務に誇ほこりと喜びを持っていたのだが──こうして別べつ命めいを受けた今は、今までとは別べつ種しゆの喜びを心の内に湧わき上がらせる。

　根っからの戦せん闘とう狂きようである彼らは、自分達の培つちかった技術を存ぞん分ぶんに振るえる機を待ち望んでいた。

　同時に、怒りも感じていた。

　自らが敬愛するルノラータ・ファミリーの未来であるカッツェの身を攫さらった身の程ほど知しらずな犯人に対する、純じゆん粋すいな怒りを。




　そんな怒りと喜びを同時に感じながら、彼らは静かに周囲の様よう子すを窺うかがっていた。

　少しずつ森の奥に進みながら、それでいて道からは隠かくれるように進んでいた彼らの耳に、不ふ意いにエンジンの音が聞こえて来た。

　数秒後ご、彼らが潜ひそむ森の合あい間まを一台の車が走り抜ける。

　オフロードに特とつ化かしたタイプの車で、運転しているのは妙みような軍ぐん服ぷくを着た男だった。

　どこの国の軍ぐん隊たいのものとも違う軍服を見て、双子ふたごの青年は互いに顔を見合わせ、頷うなずき合う。

　次の瞬しゆん間かん──彼らは全まつたく同時にバイクのエンジンを吹ふかし上げ、車の後を追う形で勢い良く道へと飛び出した。





⇔






　泡あわを食ったのは、拠きよ点てんに帰き還かん中ちゆうの『幽霊レムレース』のメンバーだった。

　警けい察さつ等の尾び行こうは無かった筈はずだし、あったとしても完全に撒まいている自信はあった。

　ならば、今、唐とう突とつに現れた二台のバイクは何者なのか？

　森の中から突とつ然ぜん飛び出してきた事から、単なるドライブ中の若者達たちとは思えない。

　バイクも軍ぐん用ようのものに見えるし、明らかにこちらの走行を意い識しきして追つい従じゆうしているではないか。

　何がなんだか解わからぬまま、『幽霊レムレース』の男は助手席せきに置かれていた装そう備びに意識を向けながら考える。

　──どうする。このまま拠点まで連れて行くわけにもいかん。皆で始し末まつしようにも、そのまま逃げられたら事だ。

　──ポイントＫのバンガローで始末するか……？

　この先にあるバンガローに意識を傾けた瞬しゆん間かん──彼の視し界かいの片かた隅すみで、異常な事が起こる。

　二台のバイクが、バックミラーの中で重なるように近づいたかと思うと、そのまま一台に融ゆう合ごうしてしまったからだ。

「!?」

　慌あわてて意識をミラーに集中させるが、やはりそこに映うつるバイクは一台だけだった。

「馬ば鹿かな!?」

　思わず声に出して周囲に首を振った瞬間──

　彼は気付く。

　バイクが融合したように見えたのは、意い図と的てきに引き起こされた錯さつ覚かくだと。

　何な故ぜなら、彼の横にはヘッドライトを消したバイクが一台併へい走そうしており──狼ろう狽ばいして一いつ瞬しゆんの隙すきを見せた自分と車内の様よう子すを凝ぎよう視ししていたからだ。

　男は迷わず助手席にあった拳けん銃じゆうを手に、窓を開けながら躊躇ためらう事なく発はつ砲ぽうする。

　ところが──バイクは逃げるどころか寧むしろこちらに幅はば寄よせをしてきて、弾だん丸がんと綺麗きれいにすれ違う形で手を伸ばした。

「ビンゴ！　やっぱりただの誘ゆう拐かい犯はんじゃなかったんだなあッ！」

　──誘拐犯!?　なんの事だだだだあぁぁぁぁぁぁ

「だあぁがぁぁッ！」

　疑問の声を上げる暇いとまもなく、運転席の男は悲ひ鳴めいを上げる事となる。

　バイクの男は、そのまま拳銃を伸ばした運転手の手首を摑つかみ、思い切り捻ひねり上げたのだ。

「あがぁッ！　あッがッ、なあっ！　ガァぁあぁッ！」

　最初は、痛みによる悲ひ鳴めい。

「あぁッ……あああぁぁぁおあぁッ！」

　続いて、恐きよう怖ふによる悲鳴。

　ハンドルから数秒間かん完全に手を放した彼の眼がん前ぜんには、森の木々が直ちよく前ぜんまで迫っており──




　静せい寂じやくが支配する闇やみの中に、車の衝しよう突とつ音おんが高らかに響ひびき渡る結果となった。





⇔






10分後　バンガロー　七号棟とう近きん辺ぺん




「……遅いな」

「確かに、そろそろ通過していてもおかしくない時間だが」

『幽霊レムレース』の中で、バンガローの偵てい察さつを命じられた二人が、訝いぶかしげに顔を見合わせている。

　彼らはこの冬の寒さをものともせず、喧けん噪そうの続くバンガローの一号棟とうを観察していたのだが──一いつ向こうに現れない交こう渉しよう役やくの様よう子すに、バンガローの件とは別べつ種しゆの不安が押し寄せる。

　ここ数時間程ほど、七号棟の陰から一号棟の観察を続けていたが、バンガローにいる少年少女達たちに特に警けい戒かいすべき動きは感じられなかった。

　トラックが一台増ふえている事が気にはなったが、明かりが点ついているのは一号棟と三号棟のみで、殆ほとんどのバンガローは未み使用のままだ。

　やはり、どこかの若者達が勝かつ手てにバンガローを使ってキャンプをしているだけと見るのが普通だろう。

　交渉班はんの車が前の道路を通りすぎるだけならば問題あるまい。

　そう思っていたのだが、肝かん心じんの交渉班が姿すがたを現さない。

「……なにかあったのか？」

「どうする、一いつ旦たん同どう志しサージェスに報告するか」

　彼らは緊きん迫ぱくした様子で会話を続けるが、それとは対たい照しよう的てきに、一号棟の方からは喧噪がますます大きくなり、バカ騒さわぎの声がこちらにまで響ひびいてくる。

「くそ……気き楽らくな連れん中ちゆうだ」

『幽霊レムレース』の一人が吐はき捨すてるように呟つぶやくが──

　彼らもまた、気が付いていなかった。




　その喧噪が大きくなるに従い──それに惹ひき付けられる形で、七号棟の中にいた『彼』が完全に目を覚さましつつあったという事を。




　そして、更さらに数分後ご──

「……やはり異常だ。一いつ旦たん俺おれは戻る、お前はここに残っていろ」

「ああ、解わかった」

　仲間が頷うなずいたのを確かく認にんし、男は七号棟とうの壁を振り返ったのだが──




　キイ




　と、小さな音に気付く。

　それは──七号棟の扉とびらが、小さく風に揺ゆらめいている音だった。

　──……？

　──さっきまで……閉まっていた筈はずだが。

　先せん刻こく到とう着ちやくした際に窓から中を確認したが、そこには闇やみが広がるだけだった。

　彼らが犯おかした最初にして最大のミスは、七号棟の中にまで入って確認しなかった事だろう。もっとも、無む駄だなドアの開かい閉へいでバンガローの集団に気付かれる事を避さけた結果だったし──

　仮に中を覗のぞいていたとしたら、悲劇が多少早まるだけだった可能性も大きい。

　──なんだ……？

　──なんだ、この臭においは……？

　先刻まで感じられなかった、鼻をつくような刺し激げき臭しゆうが僅わずかに漂ただよっている事に気付く。

　七号棟の中に、なにかあるのだろうか？

　にわかに全身を緊きん張ちようさせながら仲間のいた方ほう角がくを振り返る。

　すると、彼も匂いに気が付いたようで、訝いぶかしげな顔をしてこちらの方を向いていた。

「……なんだ、この臭いは」

「こっちが聞きたい。バンガローの中で保ほ存ぞん食しよくでも腐くさってるんじゃないのか？」

　互たがいにその臭いの元を想そう像ぞうしながら、先刻窓まどから覗いた光こう景けいを思い出す。

　中には、何も無かった。

　ただ、黒い闇が広がるだけだったと記き憶おくしている。

　しかし、彼らは勘かん違ちがいをしていたのだ。

　彼らは、部屋の中を覗いた時に──『彼』を室内に積まれた毛もう布ふの山だと勘違いしたのだ。

　よく目を凝こらせば──丁てい寧ねいにライトを照らしていれば、その質しつ感かんが毛布のものではなく、ほんの僅わずかに蠢いているという事に気が付いていただろう。

　だが──あまりにも巨きよ大だいだった『彼』を、彼らは毛布の束たばとしてしか認にん識しきすることができなかった。

　その奥に、大量に積まれた食事があったという事にも気付かぬまま──

　結果として、彼らはこんなにも『彼』の接近を許してしまった。

「……臭においが……強くなってないか？」

「いや、これ……さっきとは違う臭い……」

　それが獣けもの臭しゆうだと気付いた時には、全すべてが手て遅おくれだった。

『彼』は既すでに七号棟とうから外に出ており──

　既に、『幽霊レムレース』達の様よう子すをすぐ傍そばの藪やぶから窺うかがっていたのだから。

　軍ぐん服ぷくの二人は視線を合わせたまま息を吞のみ、静かに周囲を見回した。

　見回したのだ。

　しかし、気付く事ができなかった。

　余りにも巨きよ大だいだった為ために、彼らはそれが生き物であると一いつ瞬しゆん認にん識しきできなかったのだ。

　だが、錯さつ覚かくはあくまで一瞬の話。

「……ん？」

「……あ？」

　違い和わ感かんに気付いた二人が、反射的に藪へと目を向ける。

　今度は、気が付いた。




　藪の中で、人ではない何かが、まるで人のように立ち上がっているという事に。




『それ』の正しよう体たいに気付いた時、やはり彼らは動けなかった。

　──まさか。

『それ』が、こんな場所に居るはずがない。その常じよう識しきが彼らの判はん断だん力りよくを狂くるわせたのだ。

　もっとも、彼らも下したっ端ぱとはいえ『幽霊レムレース』の一員である。

　動けなかったのは、ほんの２秒間だけだった。

　だが──その２秒は、『それ』を目の前にしてあまりにも致ち命めい的てきだった。




　そして、『彼』の時間が訪れる。




『彼』──

　体長３ｍを超す巨大なグリズリーは、自らの巨大な体を軍服姿すがたの二人に飛びかからせた。




　一号棟とうの喧けん噪そうを打ち消すような形で、男達の悲ひ鳴めいが夜の闇やみの中に響ひびき渡り──

　それを皮かわ切きりとして、森の中の盛せい大だいな馬ば鹿か騒さわぎが幕を開けた。













余話







　クレア・スタンフィールドの人生には、空くう白はくの期間がある。

　フィーロ・プロシェンツォ達と過ごした少年期きから、殺し屋『葡萄酒ヴイーノ』として名を馳はせるまでの間に、５年程ほどの狭間はざまが存在した。

　ガンドールの父親が死んだ後、巡じゆん業ぎよう中ちゆうのサーカスに見込まれて入にゆう団だんしたとは聞いていたものの、フィーロはその詳しよう細さいを殆ほとんど知らず、気が付いたら殺し屋になっていたという形になる。

　しかし、それはあくまでフィーロ達から見た場合の話であり、クレアの視し点てんでは、当然ながら空白の期間などは存在しなかったのだが。







１９２７年　ＮＹ




「で、結局、お前、なんで車しや掌しようなんかになってんだ？」

　まだ『マルティージョ・ファミリー』の幹かん部ぶになる前のフィーロが、久ひさ々びさに帰き郷きようしていた友人に問いかける。

　すると、赤あか毛げの青年──クレア・スタンフィールドは、テーブル上のスパゲティをフォークで弄いじりながら言葉を返した。

「まあ、殺し屋だしな。タダで全ぜん米べい中じゆうを移動できるって、中なか々なか便利だろう？」

「それだけ？」

「それだけだ。って言いたい所だけどよ。サーカスの時に世せ話わになったコックの旦だん那なが、高級列れつ車しやの食堂車を渡り歩いててよ。それで口くち利きいて貰もらったってのがデカいな」

　サーカス。

　その単たん語ごを聞いて、フィーロはやや控ひかえめに問いかける。

「ああ……サーカス、解散したんだっけ？」

　だが、クレアは特に悲しむ様よう子すもなく、あっけらかんと答えた。

「おお。団だん長ちようは『ほとぼりが冷さめたらまたやる』っつってたけどな。そしたらまあ、俺おれも殺し屋と車掌は暫しばらく休業だな」

「ほとぼり？」

「いやー、結けつ構こうでかいギャングと揉もめ事ごと起こして、団だん員いんがちりぢりになっちまってさ。俺と団長でそいつら潰つぶした時には、作業員いんが殆ほとんど残って無くてなあ」

「さらりと凄すごいこと言わなかったか、今」

　冷ひや汗あせを滲にじませながら問うフィーロに、クレアが言う。

「そうか？　凄いとこなんかなかっただろ。凄いってのはうちのサーカスの連れん中ちゆうの事さ。手て品じな師しの旦だん那なとか凄かったぜ。ジュエル・ビートルタマムシみたいにキラキラした服ふく着てんのに、自分の事を吸きゆう血けつ鬼きだとか名な乗のってるんだからな。でも、ハトの代わりに手から蝙蝠コウモリ出したり、真まっ二ぷたつになったまま歩いてみせたり、あの手品は確かにすごかったな」

「……手品……なんだよな？」

「他ほかにも色んな奴やつがいたなあ。コックの旦那がマンホールの蓋ふたを捻ひねり上げたり、空中ブランコの上でカンフーバトルをやる曲きよく芸げい師しの連中とかよ。俺おれも参加してたんだが、いつも一人勝がちしちまうから外はずされたんだよな」

　過去を懐なつかしむように目を閉じ、クレアはうんうんと頷うなずきながら語り続けた。

「花はな形がたの女の子のショーとか良かったぜ。カワイイ顔してボクシンググローブ嵌はめてよ、客は挑ちよう戦せん料りよう一ドルでその子とボクシングできんだよ。勝ったら賞金１００ドルでな。まあ、大たい抵ていはパンチがあたらなくて時間切ぎれ、女の子を殴なぐりたいだけの変へん態たいやわざとクリンチしまくるスケベが参加したらぶちのめしてＫＯ。いやあ、強かったなあ、あいつ」

「お前が居たのが本当にサーカスなのか怪あやしくなってきたぞ」

　冷や汗を流すフィーロに、クレアが答える。

「結局１００ドル取れたのは俺だけだったな」

「挑戦したのかよ！」

　フィーロが非ひ難なんがましい目をクレアに向ける。

　だが、クレアは心しん外がいだとばかりに言い訳わけを始めた。

「おいおい、見み損そこなうなよ？　流石さすがに女の子を殴っちゃいねえよ。ちゃんと寸すん止どめで負けを認めさせたし、『この１００ドルを返して欲しければ俺と付き合ってくれ』って口く説どいてもみた」

「……」

「……まあ、直後に顎あごにいいの喰くらってさ、どうやらフラれたらしいと理解したが」

「もう１００発ぐらい殴られておけば良かったのにな」

　フィーロは友人の奔ほん放ぽうさに呆あきれつつ、皮ひ肉にくの言葉を投げかける。

「ったく、そんなに軽かる々がるしく女に告こく白はくする神しん経けいが信じられねぇ……」

　当然と言えば当然であるフィーロの愚ぐ痴ちを聞き、クレアはニッと笑った。

「この世は俺のものだからな。いつか最高のタイミングで、俺にとって最高の女が俺の告白に答えてくれるさ」

「その自信はどこから湧わくんだ」

「彼女云うん々ぬんの話だけじゃないさ。俺が出会う連中は、俺という世界の登場人じん物ぶつだ。必要があればまた巡めぐり会うに違いない。巡り会えなきゃ、俺にとってそんなに重要な奴じゃなかったんだ」

　妄もう想そうめいた事を言い出すクレアだが、フィーロはいつもの事だと首を振るだけだった。

「だから、あんまり寂さびしいとも思ってないんだよな。サーカスが解散した事も。いつかまた、『その時期』がくれば団だん長ちようとも他ほかの面子メンツとも、クッキーとも再会できるだろうしな」

「クッキー？」

　唐とう突とつに出て来た単たん語ごに、フィーロが問う。

「なんだ？　サーカス土産みやげで焼き菓が子しでも売ってたのか？」

「違う違う。あれ？　話した事なかったっけか？　クッキーの事」

「初はつ耳みみだな」

　フィーロの言葉を聞き、クレアは頰ほおを搔かきながら言った。

「そうか……話したのはキース達だったかな？」




「クッキーっていうのは、サーカスで俺おれと花はな形がたを争ってた奴やつでさ……」













間章







「お前の名前はクッキーだな。それがいい」

　赤あか毛げの少年の声を、果たして毛むくじゃらの塊かたまりはどう受け止めたのか──

　次の瞬しゆん間かん、その塊はうなり声も上げず、勢いよく少年へと牙きばを突き立てた。







１９２０年代　米国アメリカ某ぼう所しよ　サーカスのテント内




　次の瞬間──クッキーと呼ばれたそのグリズリーの動きが止まる。

　普通ならばそのまま骨ごと肉を食いちぎり、続いて爪つめと牙で相手を押し倒している所だ。

　しかし──クッキーは一いつ瞬しゆん全身を強ばらせる。

　樹じゆ木もくをも容易たやすく食いちぎる歯が、それ以い上じよう少年の肉に食い込まない。

　更さらに一瞬の間をおき、クッキーは嚙かみついた時と同じ勢いで口を開け広げ、体を地面に転がした。

　バタバタと手を振りながら転げ回る姿すがたは、まるで上じよう半はん身しんに火傷やけどを負ったようにも見える。




　その状況を見て声を上げたのは、第三者として檻おりの外に立っていた者もの達たちだった。

　西せい洋よう甲かつ冑ちゆうを着た者や筋きん肉にく質しつなのにボールのような体型の男、逆に針はり金がねのように細く背の高い男や日本の武むし者やよ鎧ろいを纏まとった男など、明らかに異い様ような格かつ好こうの面子メンツが揃そろっている。

　もっとも、ここがサーカスのテントの中だという事を考えれば、大して異常な格好でもなかったのだが。

「ニヒヒ、どうした？　どうなったんだい、クレア。ヒヒヒ」

　泣き顔の面めんを被かぶりながら笑う道どう化け師しの問いに、クレアと呼ばれた少年が淡たん々たんと答える。

「ええ、腕うでにタバスコをたっぷりと塗っておきましたから」

「でも、思いっきり嚙まれたよね？　今、嚙まれたよね？」

　蜘く蛛もの巣す柄がらのレオタードを纏った少女の不安げな問いに、クレアは笑顔で言葉を返した。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ、すぐに治るよ。あともう一ひと息いきで骨が折られるとこだったけど」

　まるで犬に嚙まれたような調子で話す少年に、離れた場所から見ていた若者が声を上げる。

「アッハハハハ！　賭かけはお前の勝ちだなクレア！」

　その男の右目めは大きく傷ついており、眼がん球きゆうの代わりに赤い水すい晶しようが嵌はめられていた。

　クレアはあっけらかんと笑いながら、自らの雇やとい主ぬしに口を開く。

「団だん長ちよう、約束通どおり、クッキーを処しよ分ぶんするのは無しですよ！」

「解わかった解った。クマ鍋なべにゃしねえさ。ま、雑ざつ菌きんが入るとアレだ。グレゴワールの旦だん那なから料理酒しゆでも貰もらって吹き付けときな！」

「ハイ！」

　元気よく答える少年を、周りの団だん員いん達たちはやんややんやと持ち上げる。

「それにしても凄すごいよなぁ、マジで自分の右手喰くわせるんだもんよ」

「しかも、食いちぎれてないからな……どんな筋きん肉にくしてんだ？　ヒヒッ」

「凄すごいです！　やっぱり天てん才さいの人は何をやってもサマになるんですね！」

　しかし、少年はそうした賛さん辞じに対して、首を振りながら溜ため息いきをついた。

「天才じゃないって言ってるでしょう。努力の結果です」

　彼の訴えを聞いた団長が、ニヤリと笑いながら言葉を返す。

「努力でどうにもならない事が無いってのは、それは立りつ派ぱな才さい能のうだよ、クレア」




　そんな会話が耳に届いてたのかどうか──『彼』はようやく口の中の衝しよう撃げきが和やわらいでいく事を感じていた。

『彼』は、グリズリーの中でも少々特とく異いな存在だった。

　餌えさが良かったのか、通つう常じようよりも大きく育ちつつあった彼は、ある日ひ人間によって捕ほ獲かくされる。

　処分されかけた所をサーカス団に拾われ、檻おりの中の巨きよ獣じゆうとして扱われていたのだが──『彼』の凶きよう暴ぼう性せいは日ひ増ましに強くなり、調ちよう教きよう係がかりにまで襲おそいかかろうとする始し末まつ。

　そんな中、新しん入いりの赤あか毛げの少年が『俺おれが大人おとなしくさせる』と言って檻の中に入ってきた。その少年も止めない団員達もどうかしているが──結果として赤毛の少年は生き残り、『彼』は巨きよ大だいな檻の中で転がる事となった。

　しかし、そうした人間達の事情など、『彼』は全く理解していない。

　この日より、『彼』は大人しく調教を受ける事にした。

　そして、『彼』は知る。調教師しや少年の指し示じに従い、大おお勢ぜいの人間達から歓かん声せいが上がれば、それだけで日々の食事が豪ごう勢せいになっていくという事を。

　結果として、クッキーと名付けられた『彼』は、その後の数ヶ月の間で、三つの事をハッキリと理解する。たとえ、その中に誤ご解かいがあろうとも。

　一つは、人々の歓声というものが自分の生せい存ぞんにとって喜ばしいものであるという事。

　一つは、人間と呼ばれているものは、自分にとっては毒どくであるという事。

　一つは、嚙かみついた自分に反はん撃げきもしなかった赤毛の少年は、自分の仲間であるという事。




　その後、少年や団員、隣となりの檻に入れられたライオンやトラ、アナコンダなどの動物達たちと数年の時を過ごした。

　クッキーはそんな現状に満足しており、いつしか食事などは関係なく、観客の歓かん声せいを聞く事に幸福とも呼ぶべき感情を抱くようになる。

　更さらに数年の時が経たち──

　サーカス団が解散となった後、猛もう獣じゆう使つかいに連れられて全ぜん米べいを回っていたクッキーだったが、様々な経けい緯いによって主あるじともはぐれるハメに陥おちいってしまい──




　結果として、ニューヨーク州北ほく部ぶの森の中で、一人彷徨さまよう結果となった。

　何を思うのか、人間には誰だれにも悟さとらせぬまま──

　彼はただ、森の中を彷徨い続けた。
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バンガロー　一号棟とう




『幽霊レムレース』の二人が巨きよ大だいな獣けものに飛びかかられていた頃──

　バンガローの中では、そんな緊きん迫ぱく感かんとは無む縁えんな空気が作り上げられていた。




「んあ？　いま、なんか……叫び声しなかったか？」

「そうか？　気のせいだろ」

「ヒャッハァ！」「ひゃっはぁー」

　本来広ひろく感じられる筈はずの室内には、年ねん齢れいのばらけた若者達たちがわらわらと蠢うごめいている。

「それより、移動するまであとどんぐらいだ？」

「メロディに聞けよ」

「とりあえずあと３日ぐらいノンビリしたくね？」

「荷物が川に流されるだろうが」

「海まで取りにいきゃいいだけだろ」

「無む茶ちや言うな」

「海か……俺おれは全ぜん裸らで泳ぐ女の子達たちの姿すがたを見たい」

「ストレートに何を言い出すんだ」

「だが俺も見たい」「俺も」「俺も」「俺も！」「私も！」

「お前は女だろうが！」「女の子だって女の子の裸はだかが見たい事もあるよ！」

「なにい……!?」「なんとなくエロい発言しやがって！」

「よし解わかった！　俺の妹になれ」「脈みやく絡らくねえ！」

「ヒャッハァ！」「ひゃっはぁ」「ぎひゃぁーははははは！」

　まさに『蠢うごめく』といった表ひよう現げんが適切に思われる程ほど、彼らは混乱したアリのように統とう一いつ性せいもなく動き回っていた。

　そんな男女入いり交まじった奇き怪かいな『ノリ』の中で、妙みように浮いた影がいくつか見受けられる。

　部屋の隅すみで少年達の騒さわぎを見ていた、パメラとラナの二人だ。

　ソーニャは横でスヤスヤと寝ね息いきを立てており、カッツェは若者達の中にいた女性陣じんに着せ替え人形のように弄いじくられている。

「やや、止やめて下さい」

　女物の服などを着せられたりして遊ばれている少年は顔を真まっ赤かにしながら声をあげるが、少女達はキャアキャアと笑いながら次々と少年を着せ替え続けた。

　そんな平和な光こう景けいを見て、パメラとラナは互いに顔を見合わせ、小こ声ごえで言葉を交わし合う。

「……どうするのよ、パメラ」

「どうするもこうするも無いでしょ。なるようになるわよ」

「そんな行き当たりばったりな！」

「ラナに言われるとは思わなかった……まあ、貴女あなたにとっては良かったんじゃないの？　結果的に列れつ車しや強ごう盗とうをするわけだから」

　苦く笑しようしながら呟つぶやくパメラの言葉に、ラナは大きく溜ため息いきをついた。

「こんな偶ぐう然ぜんってあるものなの？　まさか、列車強盗に来て列車強盗と出くわすなんて……」

「あるに決まってるじゃない。あの美術館かんの件を忘れたの？」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに呟くパメラに、ラナは再さい度ど溜息を。

　ターゲットの列車上じようでは、それどころではない偶然と狂きよう気きが入り乱れているのだが──そんな事など知るよしもなく、彼女達は先せん刻こくのやりとりを思い出す。
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数時間前まえ




「で、そのお金持ちの家から幾いくらぐらいせしめるつもりなんですか？　お姉ねえさん達？」

　眠そうな顔でニヘラと笑いながら尋たずねてくるツインテールの少女に、ラナは冷ひや汗あせを流しつつ目を逸そらした。

「な、なんの事かしら？　私達は別に……」

「隠かくさなくてもいいですよ？　だって34秒前に『それに、身みの代しろ金きんだって【払える範はん囲いで、できるだけ多く持ってこい】って言っただけだし』って言ってたじゃないですか」

　クスクスと笑いながら、テープレコーダーのように先せん刻こくラナが紡つむいだ言葉を再さい生せいする少女。

「なんなの、貴女あなた……」

　ラナは顔を真まっ青さおにしながら横を向き、必ひつ死しに頭を回転させる。

「そうよ！　私がさっきそんな事を言ったっていう証しよう拠こなんてないわ！　うふふふ、面白い推すい理りだけど、どうやら貴女は推理作家にでもなった方がいいようね」

　突とつ然ぜん自信に満ちたラナの言葉に、パメラは大きく息を吐いて俯うつむき──周囲の少年少女達たちが勢いよく反はん論ろんの言葉を紡つむぎ出す。

「いや、俺おれも聞いてたし」「俺も」「俺も」「妹になってくれ」「俺も」「俺も」「結婚してくれ」

「というか、その、なんだ？　推理っていうか証しよう言げんだしな」

「作家関かん係けい無いよな」

「もしかしてこの姉ちゃん、馬ば鹿かなのか？」

「馬鹿ッ！　馬鹿って言う方が馬鹿なんだぞ！　もっと遠とお回まわしに言えよ！」

「それもそうだな。じゃあ、ええと……あー、すんません。貴女はその、もしかして体が何ど処こか悪いんじゃないでしょうか。主おもにその、目の裏うら側がわとか頭ず蓋がい骨こつの内部にある臓ぞう器きが」

　慇いん懃ぎんに言う少年の言葉に、ラナはパメラに耳みみ打うちする。

「えっと……そんなに私、顔かお色いろ悪い？」

「……悪いのは頭よ」

「酷ひどい！　なんてこと言うのよパメラ！」

　ショックを受けた顔で抗こう議ぎするラナの頭をグイと押しのけ、半分諦あきらめた顔で少年達に告げた。

「君達、このお姉さんは眼鏡めがね掛けてるけど頭は良く無いの。だから遠回しな皮ひ肉にくとか通じないと思った方がいいよ」

　口くち元もとだけに笑えみを浮かべながら、パメラは静かに周囲の少年達を見回し──半分開ひらき直った調子で声を上げる。

「で、どうする気？　警察に通つう報ほうする？　それとも私達を脅おどす？　言っておくけど、まだ当の誘ゆう拐かいされた本ほん人にんはその事に気付いてないから、できる事なら怖こわがらせたくないんだけど」

　虫がいいとも思える言葉だったが、少年達たちは互いに顔を見合わせ、思い思いの事を口にした。

「どうする？」

「どうするもこうするも……お前まえ考えてないのかよ！」

「ヒャッハァ！」

「うるせえ！　チャイニーもヒャッハァ以外になんか言えよ！」

「人じん道どう的てきに考えればその子供を助けるのが筋すじってもんだろうけどネー。でも私達も列れつ車しや強ごう盗とうの片かた棒ぼうを担かついでるわけだし、結果としてあんまり人の事こと言えないヨネー」

「突然真ま面じ目めに言うなよ！　困こん惑わくするだろうが！」

「ひゃっはぁ！」

「うるせえチビ！　お前もひゃっはぁ以外なんか言えよ！」

「……死ね」

「死ねって言った!?　今いま小さな声で死ねって言った!?」

「ひゃっはぁ！」

「き、気のせいか」

　そんな喧けん噪そうの中──ツインテールの少女が一歩パメラに近づき、眠たげな顔を寄せながら楽しげに言葉を紡つむぐ。

「お姉ねえさん達はどうして欲しいですか？」

「えッ？」

　混乱するパメラに、少女は静かに微ほほ笑えんだ。

「私はただ有ゆう意い義ぎに列車強盗の時間まで『時間つぶし』したいだけですから。だから……それまでお姉さん達の計画に付き合ってあげてもいいですよ」




　パメラ達にとって果たしてそれは嬉うれしい誤ご算さんだったのか──

　自分達の計画を知った少年少女達は、極ごく悪あく人にんというわけではなかったが、決して善ぜん人にんというわけでもなかった。

　そして──パメラとラナは知る事になる。

　眼がん前ぜんの不ふ良りよう達の集団が、自分達の最初の狙ねらいである『フライング・プッシーフット』の貨物を強ごう奪だつする計画だという事を。





⇔






「列車の内部に既すでに仲間を潜もぐり込ませてるなんてね……行き当たりばったりにも思えるけど、私達よりは遙かに計画的ね」

「ふん。どうだか。うまく貨か物もつ列れつ車しやに移動できればいいけどね。初めて乗る列車じゃ右も左も解わからないのよ？　だったら私の立てた計画の方が……」

　そんな事をブツブツ言っていると、ラナの肩に不ふ良りよう少年の一人の腕うでがかけられた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、列車の乗のり組くみ員いんっつーの。スタッフにも俺おれらの仲間が二人ばかしいるし」

　馴なれ馴なれしく体を寄せる少年を引き剝はがしながら、ラナは少年に尋たずねかける。

「スタッフって……」

「いやー、その列車のコックとバーテンダーが俺達たちと長い付き合いでさ！　今回の貨物の情報とかも色々と教えてくれたりしちゃたわけよ！」

　堂どう々どうと話す不良少年に、パメラは呆あきれたように言葉を返した。

「いいの？　そんな事まで私達に言っちゃって」

「？　なんで？」

「私達が警察に捕つかまったとき、ついでに貴方あなた達の事を証しよう言げんすると思わない？」

　至し極ごく当然のことを尋たずねる誘ゆう拐かい犯はんに、少年は不ふ思し議ぎそうに言葉を返す。

「捕まんなきゃいいじゃん」

「……」

　あっさりと答える少年に、彼女は暫しばし黙だまり込んだ。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの間に、わらわらと周囲に少年少女が集まってくる。

「バッカだなあ、捕まるかどうかなんて解らないだろ？」

「自じ首しゆってこともあり得る」

「え、なんで!?　お姉ねえさん達、自首するのか!?」

　慌あわてふためく少年の声に、ラナが自信に満ちた声で答えを返した。

「そんなわけないでしょ！　私達は全ぜん米べい一いちの盗とう賊ぞく団だんになるって夢があるんだから！　自首もしないし警察に捕まったりもしないわ！」

「おおおおお！」

「なんだか知らないけどカッケー！」

「流石さすが……俺の妹！」「黙だまれ」「じゃあ俺の姉さん！」「ならよし」「いいの!?」

「盗賊の一番ってどうやって決めるんだ？」

「そりゃお前……盗んだ量とか……」

「一いち々いち数えるのか!?」

「じゃあ、勘かん！」

「勘か！」「確かに盗賊には重要だ！」「お前、頭いいな」「ヒャッハァ！」

「そうか……盗賊って勘で一番を決めるのか」「流石だな」「ひゃっはぁ！」

「ところで、一番になるとなんかあるのか？」

「恐らく……どっかから賞金が出るんじゃないか？」

「出るの？」「出ないだろ」

「じゃあ自分達で盗ぬすめばいいだろうがぁ！」

「なんでキレるんだよ」「わけわかんねえよ」

「まあいいじゃねえか！　姉ねえちゃん達がそれを目指すんなら！」

「ヒャッハァ！」「ひゃっはぁー」「ぐへへ」

　相変わらず混こん沌とんとした会話の『塊かたまり』がパメラ達の間に木霊こだまする。

　──嚙かみ合わない。

　──話が徹てつ底てい的てきに嚙み合わない。

　パメラは呆あきれたように溜ため息いきを吐つき、周囲の様よう子すを窺うかがった。

　カッツェは部屋の反対側がわで相変わらずメロディ達に弄いじられている。照れながらも笑ったりしている事から、どうやら自分が誘ゆう拐かいされているという事実はまだ知らされていないようだ。

　一方、こちらでは、

「やっぱり、三人で衣い装しようを統とう一いつした方がいいと思うの。私達の名前を売る為ために！」

「……全ぜん裸らってのはどうだ！」

「全裸!?　あ……新しいかも！」

　と、ラナが頭の悪い会話に紛まぎれ込んでいる。

　──私とは、ちょっと嚙み合わないけど……。

　──なんか……こういうのもいいなあ。

　そんな事を考えながら、パメラは暫しばし天てん井じようを仰あおぐ。




　結果として、自分達たちの計画は少年少女達たちにバレてしまった。

　しかし、向こうも何な故ぜか列れつ車しや強ごう盗とうのシナリオを自分達に話し始めた。

　尋たずねてもいないのに、勝かつ手てに不ふ良りよう達は自分達と秘ひ密みつを共きよう有ゆうさせたのである。

　何故そんな事をするのか、パメラには最さい初しよ理解不ふ能のうだったが──

　こうして彼らの話を聞いている内に、なんとなく理解した。




　理解できるわけがない。

　彼らは、何も考えてないのだ。

　ただ感かん性せいのままに生きる彼らを見て、パメラはふと思う。

　──結局は、私達と一いつ緒しよなのか。

　自分達の過去を辿たどり──未来が全く不ふ安定な状況を鑑かんがみて、彼女は一人静しずかに苦く笑しようした。

　──全く、ここに居る中で安定した未来があるのは……カッツェ君くん一人だけってわけだね。




　だが、彼女は気付いていなかった。

　その、自分達たちが誘ゆう拐かいしている少年こそが──もっとも波は乱らんに満ちた未来を生きる可能性があるという事を。




　あるいは、遠い未来とは言わず──

　今日きよう、この直後に波乱の可能性があるという事にも、パメラは全く気付く事ができなかった。
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森の奥　鉄てつ橋きよう近く




　鉄道の線せん路ろから程ほど近ちかい場所に設せつ営えいされたテントの傍そばに停まる、一台の軍ぐん用ようトラックと数台の自じ家か用よう車しや。自家用車は一いつ見けん普通のものに見えるが、ナンバープレートなどは全て偽ぎ造ぞうされたものだ。

『幽霊レムレース』のメンバーであるサージェス達は、そこで特に雑ざつ談だんに興きようじるわけでもなく、メロディ達とは対たい極きよく的に時間を潰つぶしていた。

「……遅いな」

　サージェスがそう呟つぶやきながら時計を見ると、交こう渉しよう係がかりの最初のメンバーが戻る時間を大おお幅はばに超えている。

　しかも、不安要よう素そとなる不ふ良りよう達たちを監かん視ししに向かった者達も見当たらない。

「……どういう事だ？」

　何らかのトラブルが起こったと考えるのが普通だろうが、にわかには信じられずにいた。

　先せん刻こく森の中で見かけた際には、単なる不良少年達の集まりにしか見えなかった。当然ながら特別な訓くん練れんを受けているようにも思えず、調査に向かった二人が不ふ覚かくを取るようには思えない。

　──だが、万まんが一いちという事がある。

　何らかの要素が加わる──例えば、第三者の合流などといった可能性はいくらでもあり得る。

　サージェスは暫しばし思し案あんし、時計を確かく認にんしながら指し示じを出した。

「……よし、二人ここに待たい機きしろ」




「残る者は、私と共にポイントＫに向かう」
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森の入口付ふ近きん




「はてさて、どうしたものでしょうね、私」

「どうしたものかな、俺おれ」

　双子ふたごの狩しゆ猟りよう者しや達たちは、酷こく薄はくな笑えみを浮かべながら腕うでを組んでいた。

　彼らの前にあるものは、バンパーとボンネットがひしゃげた乗じよう用よう車しや。

　炎えん上じようはしていないものの、既すでに車としての機き能のうは失われているであろうことは一いち目もく瞭りよう然ぜんであり、近くの木には一つの肉にく塊かいが吊つるされていた。

　頑がん丈じようなロープで吊されたその肉塊は、僅わずかに呼吸を行っている。

　生き延びたというよりは、かろうじて生かされている状態だった。

「子供を解放して頂きたい。そう言った途と端たん、表情を変えましたよね」

「ああ『政府の犬が！』とか叫ばれたな」

「よりにもよって我々を政府の犬扱あつかいとは」

　一体どのようなジョークなのかと、双子は互いに笑みを漏もらす。

　彼らは車から引きずり出した『誘ゆう拐かい犯はん』を適当に尋じん問もんしたのだが、どうにも話が嚙かみ合わないままであり、結局相あい手てが意い識しきを失うまで政府の犬呼よばわりされる結果となった。

　ただし──カッツェの無ぶ事じは解わからなかったものの、どこに向かっていたのかを白はく状じようさせる事には成功した。

「この先のバンガローを通って、陸りつ橋きようの横と……」

「ここに坊ぼつちゃんがいるのか？　俺？」

「だと良いのですがね、私」

　溜ため息いきをつきながら、双子は再び背後に吊した男を覗のぞき見る。

　意識を失ってはいるが、彼は拷ごう問もんには割と耐えた方だと言ってもいいだろう。

「それにしても……本当に、なんで政府の犬呼ばわりされたんですかね」

「ボスがベリアム上じよう院いん議ぎ員いんと懇こん意いにしてるからじゃないか？」

　その意見を口にした途と端たんから、二人の纏まとう空気の温度が徐じよ々じよに下がっていく。

「……それは……つまり……我らがドン・バルトロがベリアムよりも下である……こいつらはそんな恐ろしく、なおかつ見けん当とう違ちがいな事を考えていると？」

「舐なめられてるな、俺」

「思い知らせてやりましょう、私」

　二人は同時に首を回し、ゴキゴキとリズミカルに関かん節せつを鳴ならしてバイクに跨またがった。

　そして、静かにバイクを走らせる。

　森の奥──様々な要素が待つ、バンガローの集しゆう合ごう地ちへと向かって。




　こうして、森の中の『存在』達は徐々に凝ぎよう縮しゆくされていく。

　悪あく意いも善ぜん意いも平等に吞のみ込み、独どく自じの空間を作り出す深い森。

　少なくとも、この瞬しゆん間かん──




　この森の中に、善ぜん人にんと呼べる者は殆ほとんど存在しなかった。
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バンガロー　一号棟とう




「うにゃ」

　軟なん体たい動物が人間の声せい帯たいを持った。

　そんな印いん象しようを与える声を響ひびかせながら、部屋の隅すみにいたソーニャがムクリと起き上がる。

「おはよー、パメラ、ラナ、それから、えーと、たくさん」

「たくさんとか言われても」

　全く周囲の状況に流されずに寝ていた少女は、胸むな元もとにおいてあったヘルメットを被かぶりながらニコリと笑う。

「ふぁー。それでそれで、どうしたの？　カッツェくんのお父とうさんとお母かあさん、迎えに来るの？」

　誘ゆう拐かいの事について欠片かけらも知らされていない少女は、無む邪じや気きな表情でラナ達に尋たずねかけた。

　一方のラナ達は、やや引きつった微ほほ笑えみを浮かべながら、誤ご魔ま化かすように言葉を返す。

「ええと、もう来てもおかしくない時間だと思うけど……」

「そ、それより、今日きようは銃の整備とか試し撃ちしなくていいの？」

「ちょッ……ラナ！」

「え？　なんか不ま味ずい事言った？　私」

　自分の発言も忘れ、ラナは眼鏡めがねの奥で目を回しながら狼狽うろたえ始めた。

　周囲の少年達たちが今の言葉に反応するよりも先に、パメラは何か誤魔化しの言葉を叫ぼうとしたのだが──

　一いつ瞬しゆん早く、寝ね起おきのいい少女が口を開く。

　なんの躊躇ためらいもなく、素直な笑顔を浮かべ──

「そうだね！　今日は十じつ丁ちようぐらい整理しなきゃ！」







数分後ご




　オンボロトラックの荷に台だいの周囲には、バンガローの中にいた人間の大たい半はんが集まっている。

　半分諦あきらめた顔をして荷に台だいの幌ほろを開くパメラと、自己嫌けん悪おに陥おちいって離れた場所で蹲うずくまるラナ。

　そんな二人の様よう子すとは裏うら腹はらに、ソーニャは嬉うれしそうにパメラの作業を眺ながめ、他の面めん々めんは興きよう味み津しん々しんといった顔でその様よう子すを見み守まもった。

「君きみ達たちに言っておくけど、これはソーニャの家族の形かた見みみたいなものだからさ、盗とっていったり勝かつ手てに撃うったりしちゃダメだよ」

　釘くぎを刺さすパメラに、不ふ良りよう達たちは胸を叩たたきながら言葉を返す。

「解わかってるって！」

「俺おれらを少しは信用してくれよ」

「会ったばかりの俺らを？」

「いや、寧むしろ会ったばかりだからこそ信用できる……人間は付き合えば付き合う程ほどに相手の底が見えて信用するのも一ひと苦労だ……だが、会ったばかりの今なら勘かんだけで相手を信用できる！　さあ、盲もう目もく的てきに俺達を信用してくれ！　愛してくれてもかまわなぶげっ」

「黙だまれ変へん態たいが！」「そうだ！　俺の妹を口く説どこうとしやがって！」「死ね！」「死ねは言い過ぎだ！」「じゃあ、苦しめ！」「痛め！」「傷め！」「炒いためてやる！」「地じ獄ごくの業ごう火かで！」

「ぎゃああああああ」「ヒャッハァ！」「ぎゃっはぁ！」

　喜き劇げき映画さながらにボコムカスカムカと殴なぐられる少年を余よ所そに、パメラは荷台から黙もく々もくと荷物を降ろしていった。

　──しかし、カッツェ君はどうしよう。

　──ソーニャの親の形見といって理解して貰もらえるだろうか。

　まだ誘ゆう拐かいという事はカッツェ本ほん人にんにバレていないが、銃じゆうなど見せてしまえば怯おびえさせてしまうのではないだろうか。

　そんな心配をしつつ、なんと言って誤ご魔ま化かすべきかとカッツェの方を振り向くと──

　彼はなんの表情の変化もなく、やや微ほほ笑えんでいるような顔つきでこちらを見ている。

　既すでにソーニャは箱の中から銃じゆう器きを取りだし始めているのだが、それでも彼の態度に変化は無かった。

　不良少年達でさえ、

「うお、本ほん物ものかよそれ！」

「すっげぇー、これに比べりゃ、俺らがシカゴに置いてあるのなんて豆まめ鉄でつ砲ぽうだぜ」

「こっちはジャグジーの奴やつが使ってたマシンガンが一番ヤバい感じだったからな」

「こんな長い銃、お前の細ほそ腕うでで撃てんのか？」

「伏せればちゃんと撃てるよう？」

「すっげ！　すっげ！」「ヒャッハァ！」

　と、ソーニャを囲んで興こう奮ふんしているのに、カッツェにはそうした様よう子すすら見られない。

　玩具おもちやとでも思っているのか、はたまた銃の危険性せいを知らないのだろうか。

　そのどちらかの可能性せいを考えていたパメラだったが、黙だまっているのもなんだと思い、とりあえず少年の心を探る為ために声をかけてみる事にした。

「えーと……驚かせちゃった？」

　だが、カッツェはパメラの問いに笑顔のまま首を傾かしげ、一ひと言こと。

「？　え？　何がですか？」




　違い和わ感かん。




　少年の対応は、わずかだが、確実にパメラに疑ぎ念ねんをもたらした。

　違和感、ただの圧あつ倒とう的てきな違和感。

　唐とう突とつな違和感が、パメラの背中を通り抜ける。

　彼女は違和感の正しよう体たいを瞬しゆん時じに理解し、改めて幼い少年に尋たずねかけた。

「ねえ……何がって……怖こわくないの？　銃じゆうがこんなにたくさん……」

「え？」

　少年は何を言われているのか解わからないといった表情で顔から微ほほ笑えみを消したが──暫しばし考え、何かを思いついたよう目を開き、再び微笑みながら頷うなずいた。

「ええ、危ないものだって事は分かってます」

「……へ？　あー、ええと……」

　やはりどこかずれた感じの答えを返す少年に、パメラは一いつ瞬しゆん言葉を詰まらせるが──

　次に少年が吐いた言葉が、彼女を完全に沈ちん黙もくさせる。




「僕も、13歳になるまでは絶対に触っちゃいけないって言われていますから！」

[image: ]




　ギチリ

　今度の違和感は、パメラの背せ骨ぼねを僅わずかに軋きしませた。

　その言葉を不ふ思し議ぎに思うよりも先に、長く女おんな博ばく徒ととして生きてきた自分の勘かんが告げる。

『これ以上踏ふみ込むのは危険』という類たぐいの警けい告こくではない。

　勘は寧むしろ──『もう遅いから覚かく悟ごを決めろ』と告げている。

　それでも、

　それでもパメラは、長くラナと組んでギャンブルから離れていたせいで自分の勘が鈍にぶったという事にしたかった。

　本当に鈍ったのは、自分の勘を否定したがる精神の刃やいばだという事にも気付かぬまま。

　そして──パメラの心に止とどめを刺さすかのように、子供は子供らしい笑顔を浮かべたまま、子供特とく有ゆうの残ざん酷こくさをもってその言葉を口にした。




「うちで働いてる人達も、みんなそういうの持ってますから！」





⇔






森　入口付ふ近きん




　エンジン音を立てぬようにバイクを押しながら、双子ふたごの狩しゆ猟りよう者しやは淡たん々たんと会話を紡つむぎ出す。

『誘ゆう拐かい犯はん』が武ぶ装そうしていると解わかった以上、迂う闊かつにバイクを走らせては音でこちらが気け取どられるし、途と中ちゆうにワイヤーなどのトラップが張ってある可能性せいも考えられた。

　それも含めて拷ごう問もんしようとしたのだが、完全に意い識しきを失ってしまった為ため、時間の浪ろう費ひはカッツェの確かく保ほの妨さまたげになると判はん断だんした次し第だいである。

「そういえば私、武ぶ器きは何を用意しましたか？」

「よくぞ聞いた俺おれ。今日はバックアップを含めて拳けん銃じゆうが三丁ちようだ」

「こちらはナイフを二本とワイヤー。銃は一丁だけですよ」

「謙けん虚きよだな、俺」

　日にち常じよう会話のようなノリで言葉を紡ぎ合う二人を余よ所そに、深夜を過ぎた森の中は不ぶ気き味みな静せい寂じやくに包まれていた。

　もうすぐ夜が明ける事だろう。

　朝までにバンガローにまで辿たどり着く必要があるが、一方で、先せん刻こくの男が言っていた、誘ゆう拐かい犯はんの本部らしき場所を先に襲しゆう撃げきするという選択肢しもあった。

　だが、時間的には微び妙みような所だ。

　しばし考え、双子ふたごの片かた割われが口を開く。

「こうしましょう、私。こちらのお金を全て私に渡しておきます」

「ほう、こっちは俺おれから金を受け取るわけか。ということは……」

　粗そ野やな口く調ちようの男が尋たずねると、礼れい儀ぎ正しい男の方は財さい布ふを出しながら自らのバイクに跨またがった。

「こちらは別のルートから本部を叩たたきます。私は取引の方を宜よろしくお願いします」

「解わかったよ、俺」

　金を受け取った粗野な男は、淡たん々たんとした調子で言葉を紡つむぐ。




「この金で納なつ得とくしなかった時は……坊ぼつちゃんを無理矢理助けた後に皆みな殺ごろしだな」





⇔






バンガロー周辺




　自己嫌けん悪おに陥おちいったラナは、一人で鬱うつ屈くつとした気分に浸ひたっていた。

「あーあ……どうしてあたしってこうなんだろ……」

　自分が口を滑すべらせたせいで、知られなくても良い事まで通りすがりの列れつ車しや強ごう盗とうに聞かれてしまった。最初は自分達たちが列車強盗する予定だっただけに、なんとも複雑な気分ではある。

「そうよ……そもそも、やっぱり私の計画通どおり列車強盗に絞しぼっておけば良かったんだわ。そうすれば誘拐なんて真ま似ねしなくても……ああ、今からでも遅く無いわ！　列車強盗すべきよ！」

　あっという間に己おのれの気持ちを切り替えたラナは、颯さつ爽そうと背を伸ばしてバンガローの裏に回る。

　──そうよ、あの列車強盗の子達をうまく利用すれば完かん璧ぺきだわ！

　──寧むしろ、あの子達の強盗に便びん乗じようして、その混乱に紛まぎれて逃げるって手もあるわね！

　一体何なにを聞いていたのだろうか、少年達の『列車を止めないまま貨物を頂ちよう戴だいする』という作さく戦せん内容をまるで無む視ししたプランを組み立てると、ラナは「いける！」と小さく叫んで拳こぶしを握る。

「そうと解れば、あとはカッツェ君をどうするかね……もうパメラも私も乗り気じゃないわけだし、バンガローに置いていけばオールオッケーよね！」

　パメラのツッコミが入らないのをいいことに、自じ称しよう知ち能のう犯はんである女は次々と自分の脳のう味み噌そをフル回転させていく。

「待ってよ……一号棟とうと三号棟には私達の足あし跡あととか指し紋もんとかべったり残っちゃってるから……そうそう、本当に他のバンガローって誰だれもいないのかしら。あの子達たち以外にも目もく撃げきなんてされてたらえらい事に……」

　そこで、言葉と脳のう細さい胞ぼうが同時に停止する。

　月明かりと小こ屋やの外の外がい灯とうが僅わずかに漏もれるだけで、ラナの周囲はだいぶ薄うす暗ぐらい。

　だが、それでも──彼女は確かく信しんする。

　自分が何気なく見回した視線の先。

　バンガローと森の間、普通目めにしないような場所に、人ひと影かげらしきものが二つあるという事に。

　距離にして20ｍぐらいだろうか。もう少し深い茂みの中だったならば、十じつ中ちゆう八はつ九く気付く事はできなかったであろう。

　何しろその人影は軍ぐん服ぷくと思おぼしき服を纏まとっており──なおかつ、二人とも地面に横たわっている状態だったのだから。

「えっ……誰だれ？」

　背せ骨ぼねの中を氷の柱が通り抜けたかのような感覚。

　足は自然と震え、声もでなくなる。

　──強ごう盗とう？

　──それともバンガローの持ち主？

　──まさか警察……って事は無いわよね？

　パメラを呼ぼうかどうか迷った挙あげ句く、彼女はそれが人形か案山かか子しの類たぐいかもしれないと考え、自分を安あん堵どさせる為ために敢あえて一歩踏ふみ出した。

　一歩。

　そして、また一歩。

　歩みを進める度たびに、その体の様よう子すが克こく明めいに浮かび上がってくる。

　衣服が乱れたり、特に目立った外がい傷しようは見られない。

　だが、相変わらずその体はピクリとも動かず、死んでいるのか、それともただ意い識しきを失っているのかすら判はん断だんできない状態だ。

　意識を眼がん前ぜんの状況に集しゆう中ちゆうさせた彼女の感覚は瞬しゆん時じに研とぎ澄すまされ、それまで気付かなかった事も容よう赦しやなく察さつ知ちし始める。

　──何、この臭におい……。

　倒れ伏す人影に近づくにつれ、妙みような臭いが彼女の鼻び腔こうに入り込んでくる。

　何か多くの食べ物を腐くさらせたような、生ゴミを思わせる独どく特とくの臭しゆう気き。

　それに混じって、野や生せいの犬の毛け皮がわを思わせる独特の獣けもの臭しゆうが届く。

　──何？

　──なんだか、寒さむ気けが……。

　周囲の異常に本ほん能のうが気付いたのだろう。

　だが、彼女は肝かん心じんな事を見み逃のがしていた。

　男達たちの体の傍そば──森の暗がりの中から、一つの巨きよ大だいな影がこちらを覗のぞいている事を。




　影はゆっくりと体を蠢うごめかせ、のっそりとした動きで、しかし、確実にラナの方へとその体を近づかせていった。

　あと３ｍ。巨大な影がひとたび跳ちよう躍やくすれば、簡単に届くであろう距離だ。

　だが、ラナはまだ迫り来る存在に気付かない。

　２ｍ。

　ラナは周囲からの獣けもの臭しゆうが強くなってきた事に気付き、肩を震わせながらゆっくりと首を動かした。

　ミシミシと草を踏みつける音のした、その方向へと────

　１ｍ。

　そして、彼女は巨きよ大だいな『影』を見る。




　刹せつ那な────

　バンガローの周辺に、一発の銃じゆう声せいが鳴り響ひびいた。





⇔






数秒前まえ




「それじゃあ、試しにあの折れ枝を撃うってみるね！」

　月明かりの中に浮かび上がる、周囲の森の中で一ひと際きわ高い木。

　その枝の途と中ちゆうで折れ、ぶらりと垂れ下がっている部分を見つけたソーニャは、それを試しに撃ってみると言い出した。

　ソーニャの立つ場所からは意い外がいと距離もあり、しかも月明かりの下だ。

　軍ぐん用ようヘルメットを被かぶっているとはいえ、少女は少女だ。とても当てられるものとは思えないが、ソーニャは鼻はな唄うた混まじりにライフルを一いつ丁ちよう取り出した。

　少年達は彼女が当てるかどうかを賭かけ始めたりと、実に暢気のんきなものだったのだが──

　次の瞬しゆん間かんには既すでに銃声が響き渡り、中ちゆう途と半はん端ぱに折れていた枝の一部が弾はじけて、きりもみ状態で落らつ下かした。

　ソーニャは銃の反はん動どうで軽くよろめきつつも、自分の弾だん丸がんが命めい中ちゆうした事を確かく認にんし、微ほほ笑えむ。

「えへへー。当たったよー」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくを挟み、不ふ良りよう達たちが一いつ斉せいに歓かん声せいをあげた。

「ヒャッハァ！」

「ひゃっはぁ！」

「おお……おおお……すげえ！　すげえよ！」

「本当に当てやがった！」

「っていうか撃うちやがった！」

「その細い体ですっげえなあおい！」

「ジャグジーが泣きながらマシンガンぶっ放した時以い来らいの驚きだぜ！」

「凄すごいですねー。発はつ射しやしてから僅わずか０．０００２３秒で枝を撃ち抜きましたねー」

「げえー！　メロディ、マジでそんなん解わかるのか!?」

「適当に決まってるじゃないですか」

「こ、このアマ……！」

「アンコール！　アンコール！」

「アンコール！　アンコール！」

「アンコール！　アンコール！」

　意味の解らないアンコールがなされ、ソーニャは悪い気がせずに何か狙ねらう対たい象しようを探していたのだが──

　その瞬しゆん間かん、彼女達の耳に一つの絶ぜつ叫きようが飛び込んできた。

　やや離れたバンガローの裏うら手てから、銃じゆう声せいに続いて夜の静せい寂じやくを劈つんざく女性の絶叫が。

　──ラナ!?

　トラックの幌ほろに寄りかかっていたパメラは、その声を聞いて真まっ先さきに駆かけだした。




　息を乱しながら駆けつけた先で、彼女が見たものは──

　泡あわを吹いて倒れるラナと、その下した敷じきになるように倒れている軍ぐん服ぷくの男達。




　そして──直ちよく前ぜんまでそこに『何か』が立っていたと思わせる、地面の草の異常なへこみ具ぐ合あいだけだった。





⇔






森の中




「……銃声、だと？」

「同どう志しサージェス、バンガローの方ほう角がくからです」

「解わかっている」

　唐とう突とつに森の中に木霊こだました銃じゆう声せい。

　反はん響きようの具ぐ合あいからいって、それほど遠い距離からだとは思えない。

　丁ちよう度どバンガローのあたりでの銃声と判はん断だんしたサージェスは、冷静な顔のままで告げる。

「……急ぐぞ」

　何かが起こったと判断したサージェスは、やや苛いら立だちながら足取りを速めた。

　──あの音は……部ぶ下か達たちのものとは違うな……。

　──……反はん撃げきの銃声も聞こえん。

　完全に精神を警けい戒かいモードに移行させた男は、舌した打うちしつつも冷静に頭を回転させる。

　──糞くそ……まさか、やられたというのか？




　──政府の犬いぬ共どもが来た可能性も視し野やにいれねばならんな。





⇔






森の中




「……」

　取引担たん当とうとなった双子ふたごの片かた割われは、銃声に対してただ沈ちん黙もくを守る。

　だが、その表情は瞬しゆん時じに引き締まり、バイクを押したまま駆かけ足の速度で移動する。

　万まんが一いち、今の銃声がカッツェを射しや殺さつした音だった場合──




　敵を皆みな殺ごろしにした後に、自分も死ぬ覚かく悟ごを固めながら。





⇔






バンガロー周辺




『彼』──クッキーは驚いていた。

　子供達の歓かん声せいに釣つられ、思わず小こ屋やの外に出てしまった。

　クッキーにとっては非常に肌はだ寒さむい空気だったが、サーカス時代の本ほん能のうが勝ったのか、そのまま声の方向に向かおうとした所、二つの人ひと影かげが蠢うごめいているのを見つけた。

　何も腹が減っていたので餌えさにしようとしたわけではない。

　あの『クレア』と呼ばれていた少年の腕うでに嚙かみついた時から、人間と呼ばれる生き物は自分にとって毒どくであると理解していたからだ。

　だから、クッキーはただ、久しぶりに人間の姿すがたを見て懐なつかしく思っただけなのかもしれない。

　昔のように、クレアや調ちよう教きよう師し達たちに飛び込んで、押し倒したり転がったりした時の光こう景けいを思い出し、それを再現したくなっただけなのかもしれない。

　真実は解わからないが、ともあれ、クッキーは殺さつ意いの欠片かけらもなく相手に飛びかかる事にした。

　だが、クッキーには誤ご算さんがいくつかあった。

　まず、過去に飛びかかった相手が、サーカスで訓くん練れんを受けている特とく殊しゆな人間達だったという事。

　更さらに──サーカスが解散した時と比べ、自分の体が更に一回りも二回りも大きくなり、それに応じて体重の数すう値ちも格かく段だんに跳ね上がっていたという事に。




　ぺしゃりと潰つぶされる形で胴どう体たいを圧あつ迫ぱくされ、死にはしなかったものの瞬しゆん時じに意い識しきを失う『幽霊レムレース』の男達。

　クッキーはその様よう子すを見て逆に驚き、頭の中に過去の光景が蘇よみがえる。

　かつて、やはり自分より小さい子供の団だん員いんに飛びかかって気き絶ぜつさせてしまった際に、調教係がかりにこっぴどく叱しかられてしまったという思い出だ。

　その光景の意味をどれだけ理解しているのかは解らないが、少なくとも、『相手が動かなくなったら怒られる』という事だけは記き憶おくしていたようであり、クッキーは反射的に身を翻ひるがえし、森の奥へと身を引っ込めた。




　そして──ここには調教師も団だん長ちようもクレアも、当時の人間達が誰だれ一人としていないのだという事を思い出し、ノソノソと戻ると──

　そこで眼鏡めがねをかけた人間と鉢はち合あわせする事になり、同時に、銃じゆう声せいがクッキーの耳にも届く。




　嫌いやな音だ。

　もしも人間と同じ言げん語ご体たい系けいを持っていれば、クッキーは脳のう内ないでそう呟つぶやいた事だろう。

　かつてサーカス団に売られる前に、何度も森の中で聞いた音だ。自分と同じ姿をした仲間や、森に住む『餌えさ』などが次々とあの音と共に倒れていった事を、クッキーの脳のう味み噌そはしっかりと記憶している。

　そして、サーカス団がギャングと呼ばれる集団と揉もめた際、やはりその音が聞こえてきて──自分に『歓かん声せい』を与えてくれる子供が一人、足から血を流して倒れた。

　結局、クレアや団長達がすぐにその音を出していた者達を動かなくさせたが、『歓声』は停まり、ただ嫌な静せい寂じやくだけがテントの中を包み込んだ。

　それ以来、ますますクッキーはその音が嫌きらいになった。

　あの音は嫌いやだ。

　彼は静かに警けい戒かいのうなり声をあげると、そのままバンガローの裏うら道みちをのしのしと走り去る。

　巨きよ大だいな怪かい物ぶつとも呼べるクッキーが、まるで脱だつ兎との如ごとく逃げ出したのだ。




　そして──目の前に突とつ然ぜん現れた巨大な『何か』が、やはり突然去さっていたのを確かく認にんしたラナ。

　彼女はしばし何が起こったのか解わからずに震えていたが──

　視し界かいから『彼』が完全に消えた所で、ようやく悲ひ鳴めいをあげる事ができた。
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　ラナの悲鳴に呼ばれて、皆がバンガローの裏うら手てに回るのと入れ替わるように、クッキーはバンガローの表おもて側がわへと回り込む。

　しかしそこには誰だれもおらず、先せん刻こくまで聞こえていた歓かん声せいもない。

　臭においはそこらかしこに散らばっており、もはや行き先を確かめる事もままならない。

　だが──彼はそこで、懐なつかしいものを見る。

　サーカス団が移動に使用していたのと同じタイプの、大きな幌ほろ付きトラックだ。

　横にもう一台小さなトラックが置かれていたが、そちらは無む視しして、クッキーはノソノソと大きい方のトラックに身を寄せ──懐かしさに惹ひかれたのか、それともただ夜の風の寒さに耐えかねただけか、ともあれその荷に台だいへと潜もぐり込んだ。

　幌の奥で、彼は静かに蹲うずくまり──

　再び『歓声』が聞こえる事を望のぞみながら、ゆっくりと目を閉じた。




　グリズリーも夢を見るのだとすれば──彼は今、確実に昔の夢を見ているのだろう。

　クレアやサーカスの仲間達と共に、トラックの荷台に揺られて色々な場所を巡り歩いていた日々を──
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数分後ご　バンガロー周辺




「ほ、本当なのよ！　信じて！」

「いや……信じてもなにも、何を信じればいいのか、っていうか何があったのよ」

「いたのよ！　何かが！」

「何かって何よ」

「何かは何かよ！」

　気き絶ぜつしていたラナを起こしたパメラだが、どうにも彼女の言葉は要よう領りようを得ない。

　巨きよ大だいな何かに襲おそわれたという割には、彼女に特に怪け我がもなく、念のためにバンガローの周囲を見回ってみたがこれといって怪あやしいものの姿すがたは見られなかった。

　しかし、実際に謎なぞの男達たちが二人意い識しきを失っているという事実もあり、警けい戒かいするにこした事はないと判はん断だんする。

「ていうか、この軍ぐん服ぷくの人達は一体誰だれなのかしら」

「知らないわよ！　シカか何かを狩かりにきてた人達じゃない？　そ、それよりも、あの、あのでっかい何かは本当にもういない!?」

「とりあえずはね。だからもうちょっと落ち着いて」

　軍服の男達はラナと違って肉体的にもダメージがあるようで、完全に意識を取り戻すのはもう少し先になりそうだ。

　さりとて放っておくわけにもいかず、とりあえず自分達のトラックの荷に台だいに寝かせていた。

　一方で、少年達は既すでにバンガローから撤てつ退たいする準備を始めている。

　メロディが『早ければあと33分と32秒で列れつ車しやが通る時間ですからねー。そろそろ移動しないといけませんから！』と言い出し、彼らはその準備に追われているようだ。







「つか、列車が通り過ぎた後でもよくね？　俺おれ、まだ眠いんすけど」

「いや、ジャグジー達、俺らのボートを確かく認にんして落とすとか言ってたからよ。いないと不ま味ずいだろ、やっぱ」

「ジャグジーも面めん倒どうな計画立たてるよなあ。列車が出発する前に盗ぬすんじまえばいちいちこんなことする必要もねえのに」

「どうやって盗むんだよ」

「ドニーに列車を持ち上げて貰もらって投げて貰えばよくね？」

「どんだけドニーの腕わん力りよくに期待してんだよ！」

「そんな真ま似ねできんだったらもっと他の稼かせぎかたあるだろ！」

　相変わらず馬ば鹿かな会話を続ける少年達に、メロディがリンリンとベルを鳴らして戒いましめる。

「はいはーい。あと32分と50秒ですよー。車で５分ぐらいかかるんですから、余よ裕ゆうを持って行動しないとダメですよー」

「しょうがねえなあ」

　既すでに東の方ほう角がくの空は白み始めている一方、頭ず上じようにはまだ星が輝いている。

　そんなロマンチックな森の中で、不ふ良りよう少年達はいそいそと出発の準備を重ねていく。

「つーか寒いなおい」

「川の上ってもっと寒いんじゃねえか？」

「ああ、雲が出りゃ普通に雪が降るぞこれ」

「バンガローから毛もう布ふじゃんじゃん借りてこうぜ。帰りに畳たたんで返しときゃいいだろ」

　誰だれかの発はつ案あんに皆が賛さん同どうし、わらわらと毛布を屋おく内ないから持ち出し始める。

　返そうが返すまいが犯はん罪ざいなのだが、今いま更さらそれを気にする程ほどに道どう徳とく心しんを持つものは、現在この場にはいなかった。

　唯ゆい一いつ反対して止める事ができそうな男は、現在列れつ車しやの上で大きな事件に巻き込まれている状況なのだが、彼らはそんな事も知らず、暢気のんきに毛布を積み込み始める。

「ありゃ、なんだ、俺おれが一番ノリかと思ったら、もう結けつ構こう積んであるじゃん」

　一番最さい初しよに毛布を持ち込んだ筈はずの少年は、そう言ってガッカリと溜ため息いきを吐つく。

　薄うす暗ぐらいトラックの奥に、茶ちや色いろい毛布の塊かたまりがある。

　そう判はん断だんした少年は、構わずその茶色い毛布の上に新しい毛布を投げ込んだ。

　彼の行動に続き、他の少年達たちも次々とその上に毛布を覆おおい被かぶせていく。

「？　なんか犬みたいな臭においがしねえか？」

「毛布の臭いだろ。猟りよう犬けんとかもくるまってるだろうかんな」

「そっか、まあ贅ぜい沢たくは言ってられねえよな！」

　結局、茶色い毛布の塊が一いつ瞬しゆん動くのを確かく認にんした者は誰もおらず──




『茶色い毛布』もまた、自分の上に掛けられた布地の暖かさに負け、そのまま眠りへと誘われて行った。

　うとうとと、うとうとと──
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バンガロー　三号棟とう前




『子供は橋の傍そばで、通りすがりの少年達と一いつ緒しよにいる。金はこの箱に入れて川に流せ』




「これでよし、と」

　パメラは手書きのそんな書き置きを紙に記しるし、自分達のトラックから適当な箱を空からにし、その中に入れてバンガローの入口に置いておいた。

「これで誤ご魔ま化かされてくれるならいいんだけど……」

「なんの話よ、パメラ。それよりでっかい何かが……」

　怯おびえるラナの声を遮さえぎるように、パメラは静かに息を吐き、真剣な表情で口を開く。

「貴女あなたの見た影っていうのも気になるけど……私には、もっと恐れている事があるのよ、ラナ」

「な、何よ!?　あのでっかい何かより怖こわいのなんて無いわよ！　断だん言げんできるんだから！」

　力強く言うラナを無む視しして、パメラはあくまで冷静に語り続けた。

「あのね、カッツェ君の家の事で、思い出した……っていうか、さっき思い出させられたっていう感じなんだけど」

「な、何よ」

　現在カッツェは、既すでにソーニャと共に荷に台だいに乗り込んでいる。

　それを再さい度ど振り返って確かく認にんしながら、小こ声ごえで一つの事実を告げる。

「ルノラータって名前、思い出したの」

「？　ルノラータって？」

「……カッツェ君の本ほん名みようでしょ！　それぐらい覚えなさいよ！」

「あ、ああー！　そう、そうね！　もちろん覚えてるわ！　今のは貴女を試したのよごもががっがががが」

　ラナの頰ほおを思い切り抓つねりながら、パメラは溜ため息いきをついて言葉を返す。

「ルノラータ・ファミリー」

「へ？」

「東とう部ぶでも指ゆび折おりのマフィア組織よ。西せい部ぶには全く顔を出さないけど、東部ではけっこう名のしれたギャング。私も詳しい事は分からないけどね」

「ぎゃ、ギャング……？」

　目を見開くラナに、パメラは諦あきらめにも近い苦く笑しようを浮かべ、言った。

「そ、つまりあの大きな屋や敷しきは、ちょっとどころじゃなく悪い事をして建てたお屋敷で──警察に知らせるなって私達は、こう言ったのと同じなのよ？　……『警察に渡さないで、貴方あなた達の基準で罪を裁さばいて下さい』ってね」

「……」

　パメラの真剣な言葉に、流石さすがのラナも事態が素直に吞のみ込めたようだ。

　彼女は『何かの影』を見た時よりも顔を青ざめさせ、カチカチと上下の歯を打ち震わせる。

「つまり……その、あれ？　もしも捕つかまったら……」

「指を全ぜん部ぶ切り取られた後に歯を全部抜ぬかれて両目めを抉えぐられた挙あげ句くに殺される……」

　悲ひ鳴めいを上げかけたラナの口を塞ふさぎながら、パメラは既すでに死を覚かく悟ごしたような瞳ひとみで呟つぶやいた。




「……だけで済めばいいけどね」
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　一ひと通とおり準備を終えたパメラは、青ざめて怯おびえているラナを無む理り矢や理り助手席せきに押し込み、そのまま運転席に腰を据すえた。

　ラナは気き分ぶんが悪そうに車の天てん井じようを仰あおいでいたが、やがて疲れたような声で尋たずねかける。

「ところで……あの猟りよう師しさん達たちはどうするのよ？　とりあえず脈みやくとかは正常だったんでしょ？」

　目を覚ます様よう子すの無い軍ぐん人じん達は、現在も荷に台だいの上に乗ったままだ。

　二人とも寝かせておけるスペースは無いので、一人は上じよう半はん身しんを荷台の幌ほろにもたれかけさせている状態である。風当たりを良くするのに幌の後ろを開いている為、町中を走っていれば何事かと思われるだろうが、森の中で誰だれかに目もく撃げきされる事もないだろう。

「だからって放っておくわけにもいかないよ。とりあえず川にまで運んで……目を覚まさないようなら後で医い者しやに連れて行く。それでいい？」

「……そうね。ああ、なんか一いち々いち考える余よ裕ゆうもないわ、私」

「奇き遇ぐうね。私もよ」

　現在はルノラータの事で頭がいっぱいなのか、パメラは割と適当に二人の事を扱っていた。もしもバンガローの本当の持ち主だった場合、道に迷ったから一ひと晩ばん借りたと言えば納なつ得とくしてくれるだろう。本ほん物ものの軍人にしてはどうにも様よう子すがおかしいが、とりあえず狩かりには不ふ釣つり合いと思おぼしき銃じゆうからは弾だん丸がんを抜き取っており、銃そのものは現在ソーニャが観察して楽しんでいる事だろう。

「でも、猟師じゃないとしたら本物の軍人かしら。訓くん練れんがきつくて逃げてきたところで倒れたとか……まあ、もしかしたらあれが身みの代しろ金きんを払いに……っていうか私達を殺しに来たマフィアかもしれないから、こっそり手足は縛しばらせてもらってるけどね」

「なにげにそういうとこは徹てつ底ていしてるのね」

「正しよう体たいも分からないまま放ほう置ちするのが気持ち悪いだけよ」

　そんな会話をしているうちに、準備を終えた少年達がトラックを発はつ進しんさせる。

　パメラは少年達の乗る二台をつけるように、ゆっくりとこちらの車のギアを入れた。

「さて……私達も、うまく『謎なぞの誘ゆう拐かい犯はんに巻き込まれて、脅おどされて電話をした人』を演じられるといいけれどね……




　不ふ良りよう少年達と共に川に行くのは、人にん数ずうが多ければマフィアもいきなり撃うち殺したりはしてこないだろうと判はん断だんしたからだ。不良少年達を巻き込む事になるが、彼らとて一般人じんではなく列れつ車しや強ごう盗とうだ。旅は道みち連づれ、悪あく事じも道連れ、せいぜい利用させて貰もらうとしよう。

　決して善ぜん人にんではないパメラは、胸を多少痛いたませつつも彼らを利用する事を決けつ意いする。

　不ふ良りよう少年達たちも自分達も、同じ砂さ漠ばくを彷徨さまよう兎うさぎのようなものだと理解しているからだ。

　周りなど見えず、過去は枯かれ果て、未来に行く当てもない。

　だからこそ、せめてオアシスを探し求めて歩き続けなければならない。

　生きる目的が無くなってしまえば、その兎は即そく座ざに砂に消え去る事だろう。

　パメラはどこか寂しげな思いと、同時に何かを悟さとったような諦てい観かんを抱きながら、静かにアクセルを踏み込んだ。




　そして、不良集団と強ごう盗とう団だんはバンガローを後にする。

　オンボロトラックにカッツェという名の爆ばく弾だん。

　大型トラックの方には、クッキーという名前の爆弾を乗せたまま──

　彼らはただ、橋のたもとへと向かってトラックを走らせた。
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森の中




　川に向かう途と中ちゆうの道で、三台のトラックはサージェス率ひきいる『幽霊レムレース』の一いち団だんとすれ違った。

　だが、トラックの乗じよう員いん達はその事に気付かない。

　エンジン音を察したサージェス達が、咄とつ嗟さに森の中に身を潜ひそめたからだ。

　通り過ぎていくトラックを見ながら、軍ぐん服ぷくの男達が小こ声ごえで声を紡つむぎ合う。

「……あのトラックは……昨日きのうのガキどもか？」

「恐らくは」

「何があった……政府の犬、というようには見えんが……」

　彼らがこちらに向かってくるという時点で、先せん行こうした二人は任にん務むをしくじったという事だ。

　武ぶ装そうしている様よう子すは無く、本当にただのチンピラの集団にしか見えない。

　しかし万まんが一いち武装していた場合、こちらの人にん数ずうでは対たい処しよしきれない可能性がある。

　荷台に州しゆう軍ぐんやベリアムの私し兵へいが乗っている可能性もある以上、迂う闊かつな行動は起こせない。

「まあ、どのみち狼煙のろしが上がらなければベリアムの娘むすめが死ぬだけだが……む？」

　最後の一台。一ひと際きわオンボロなトラックが通り過ぎた瞬しゆん間かん、彼らは荷に台だいにある異常に気付く。

　そこには偵てい察さつに行かせた筈はずの『仲間』が一人、幌に背をもたれさせる形で寝かされていたからだ。

　血は出ていないようだが、生せい死しは確かく認にんできない。

　サージェスはトラックが通り過ぎるまで仲間達を制せい止しし、冷れい酷こくな声で呟つぶやいた。

「正しよう体たいはともあれ……奴やつらは敵で間違い無いようだ」




「引き返すぞ。正しよう体たいを見み極きわめた後、排はい除じよする」
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橋の傍そば




『幽霊レムレース』の設せつ営えいしたテントの傍で、残された二人の男達たちが淡たん々たんと会話を続けている。

「しかし、どういうトラブルだ？」

「解わからん。だが、最さい低てい限げん、こちらの意い図とが奴やつらに伝わっていれば問題無ないだろう」

　今回の『ヒューイ・ラフォレット奪だつ回かい作戦』に関して互いの考えを述べる二人。

「しかし、ガキもかわいそうになあ、まだ10歳さい前後だろう？」

「構かまう事は無い。どうせ、今まで金と力のある親に庇ひ護ごされて育ったガキだ。これまでの幸せの代だい償しようを払わせてやるだけさ」

「それもそうだな。どのみち、交こう渉しようが成功しようがすまいが、死んで貰もらう運命との事だからな」

「はッ、それって『人ひと質じち』って言えるのか？」

　二人はともに、現在列れつ車しやの上で拘こう束そくされているであろう、メリー・ベリアムという少女について語っていたのだが──運の悪かった事に、その会話は、木々の陰から盗ぬすみ聞きしていた男を必ひつ要よう以上に刺し激げきする結果となった。

「おい」

『えッ……なッ!?』

　突とつ然ぜん背後からかけられた声に、二人は同時に振り向き──

　そして、全く同時に喉のどへ親おや指ゆびを突き込まれ、そのまま意い識しきを暗あん転てんさせる結果となった。

　もっとも、数分後ごに目を覚ました時には、それで死んでおけば良かったという程ほどの、瞬しゆん間かん的てきで、なおかつ効果的な拷ごう問もんを受ける事になるのだが。

「どのみち坊ぼつちゃんを殺すつもりだっただと……？」




「巫山ふざ戯けた誘ゆう拐かい犯はんだ。一人あたり１００日かけて殺してやるとしよう」













余話







　ルノラータ・ファミリーのボス、バルトロ・ルノラータには、常に十二人で構こう成せいされる護ご衛えいチームが存在した。

　四人ずつの３チームで構成されており、交こう代たいでバルトロ本ほん人にんやその家族の護衛をこなし、一つのチームは必ず非ひ番ばんという事になっている。

　そして、『非番』中の彼らには、誰だれにも仕事を強きよう制せいする事はできない。

　例え、主あるじであるバルトロ・ルノラータであっても、それは同どう様ようだ。




　その護衛チームの中の二人、双子ふたごの兄弟であるガブリエルとジュリアーノは、カッツェが誘ゆう拐かいされた時点で『非番』となっていたのだが──。

「Ｍｒ．バルトロ。どうかその役やく目め、私と『私』にやらせては頂けませんか」

「カルツェリオ坊ぼつちゃんの事なら、当然俺おれと『俺』がやるべきでしょう」

　丁てい寧ねいな口く調ちようのガブリエルと、やや粗そ暴ぼうな空気を纏まとうジュリアーノ。

　彼らはお互いの事を『私』『俺』と呼び合う為ため、会話が時とき折おりややこしいのだが、常にコンビで動く事もあり、周囲の者達も殆ほとんど彼らの事を『二人で一人』と認にん識しきしている。

　二人はルノラータの初はつ孫まごが産まれた時期に護衛チームに配はい属ぞくされ、その初孫ことカルツェリオの護衛と世せ話わ役やくを任される事が多かった。

　最初は『自分達が命をかけて守るべきはバルトロであって、その家族ではない』と思っていたガブリエルとジュリアーノ。

　だが、『御ご家族も含め、全すべてＭｒ．バルトロの一部だ』と護衛チームの古ふる株かぶに言われ、機き械かい的に護衛の仕事をこなし続けた。

　そんな二人の意い識しきが変わったのは──まだ５歳さいになったばかりのカッツェの前で、十数人にんの暴ぼう漢かんが襲おそいかかって来た時だった。





⇔






数年前まえ




「……極きよく力りよく、坊ちゃんの前で殺しは見せるなという話だったんですがねえ、私」

「無む理りだろ俺。極力頑がん張ばったよ、５秒ぐらいな」

　カルツェリオとその父親である男を乗せた車の前で、ガブリエルとジュリアーノが首をコキコキと回しながら言葉を交わす。

　彼らの周りには、既すでに事こと切きれた暴ぼう漢かん達たちが転がっている。

　返り血を浴びた二人の姿すがたは、まるで地じ獄ごくから這はい出た悪あつ鬼きようだった。

「……」

　娘むすめ婿むこであるカルツェリオの父親は、突然の襲しゆう撃げきと、その後に行われた殺さつ戮りくを前に言葉を失っている。それでも、普通の人間ならば悲ひ鳴めいを上げて車の中で丸まっているであろう光こう景けいの前では、中なか々なかの胆たん力りよくと言えるだろう。

　だが──そんな彼らに、唐とう突とつに車の扉とびらを開けて出て来たカルツェリオが、無邪気な笑みを浮かべながら口を開いた。

「えっと……んと……ガブリエルさん、ジュリアーノさん、ありがとうございました！」

　と、カルツェリオはまるで、新聞漫まん画がのヒーローでも見ているかのように目を輝かせている。




　たった一ひと言ことの謝しや礼れい。

　無む邪じや気きな子供の放った一言は、鉄の臭においと赤あか黒ぐろい液体で満ちたこの空間に対し、あまりにも不ふ釣つり合いなものだった。

　しかし、その一言は、二人の心を確実に震わせる。

[image: ]

　狂きよう犬けんと呼ばれ、バルトロを除く者もの達たちから畏い怖ふと嫌けん悪おの目で見られてきた二人。

　彼らの凶きよう行こうを目にしながら、硝しよう煙えんと血の臭においを嗅かぎながら、欠片かけらも怯おびえる事なく、ただ、純じゆん粋すいに謝しや礼れいの言葉を口にした。

　そんなカッツェの存在が信じられず、二人も暫しばし呆ほうけていたのだが──

「……坊ぼつちゃん。怖こわくないんですかい？」

　返り血を顔から垂らし、銃じゆうを握ったままのジュリアーノがカルツェリオに尋たずねた。

「？」

　すると、カルツェリオは首を傾かしげるだけで、何を指して怖いと言っているのかも理解していないように感じられる。

　そんな子供を見て、双子ふたごは互いに顔を見合わせ──

　やがて、血だらけの顔で笑い出した。

　何な故ぜ笑っているのか理解できないカルツェリオは更さらに首を傾げ、父親は双子を不ぶ気き味みに感じたようで、そんな息子むすこの首くび根ねっこを摑つかんで無む理り矢や理り車へと連れ戻す。

　だが、双子はそんな父親の反応など歯し牙がにも掛けず、全く同時に片かた膝ひざを突き、カルツェリオに対して深く頭を下げた。

「謝しや罪ざい致します、カルツェリオ坊ちゃん」

「貴方あなたに対して、我々はただ義ぎ務むで『仕事』をこなすだけでした」

「これからは、Ｍｒ．バルトロだけではありません」

「貴方も、俺おれと『俺』の立りつ派ぱな主あるじです」

　交こう互ごにそう告げる双子に、カルツェリオは目を輝かせ、その父親は眉まゆを顰ひそめるだけだった。

　しかしながら、この日を境さかいに、ルノラータ・ファミリー内で一つ噂うわさが立つことになる。




　二匹ひきの狂犬を一いつ瞬しゆんで懐なつかせた、無む邪じや気きな君くん主しゆ。

　偉い大だいなるバルトロ・ルノラータの後こう継けい者しや争あらそいは、既すでに決けつ着ちやくしたのだろう。

　という、カルツェリオの父親の顔を複雑に歪ゆがませる噂が。
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　そして現在──

　二人は非ひ番ばんであるにも関わらず、バルトロにカルツェリオ救きゆう出しゆつの任にん務むを願い出た。

「……お前達は非番だろう。そんなお前達に『命令』する権けん利りは、私も持ち合わせてはいない」

　淡たん々たんと答えるバルトロに、ガブリエルが口を開く。

「ええ。ですが……非番の際は、ルノラータ・ファミリーに敵てき対たいしない限り、何をしても許される……というルールの筈はずです」

「その通りだ」

　あっさりと頷うなずくバルトロに、ジュリアーノが続けた。

「つまり、今の俺おれと『俺』は護ご衛えいではなく、休日を利用して副ふく業ぎように勤いそしむ『狩人かりうど』です」

「ほう？」

「どうかバルトロ・ルノラータ師しのお眼鏡めがねに適かなうのでしたら、私と『私』をお雇やとい下さりませんでしょうか」

　芝しば居いがかった台詞せりふで言う二人に、バルトロは威い圧あつ感かんの込められた視線を送った後──欠片かけらも揺らがぬ二人の目を確かく認にんし、溜ため息いき交まじりに答える。

「芝居がかった真ま似ねをする連れん中ちゆうだ」




「そもそもお前達は、狩人が本ほん業ぎようで護衛が副業だろうが」
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　そして、数分後ご──

　二人の『狩人』が解き放たれる。

　彼らは走そう狗く。

　あるいは狂きよう犬けん。

　だが、確かに一流のハンターでもある。

　互いに獲え物ものを追い立て、その喉のど笛ぶえに牙きばを突き立てる狩人だ。

　自分達がもう一人の『主あるじ』を守れる事を誇るように、楽しむように、『狩りの歌』を口くち遊ずさむ。




　バイクのエンジン音に会わせて響ひびく彼らの歌は、互いの牙を存ぞん分ぶんに研とぎ澄すました。

　歌声とバイク、そして彼らの殺さつ意いの向かう先に、どのような混こん沌とんが待ち受けているかも知らぬまま。
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川の傍そば




「さーてと、着いたぞ！」

「おっしゃ！　ボートを出そうぜ！」

「あと21分と13秒ですよー」

　キャンプ気分丸まる出だしの少年達は、川かわ辺べに着いたのをいいことに、すっかりとテンションを上げていた。それまで眠そうだった者達も、揃そろって跳ね起きて12月の冷たい川の水に足をつけ、チャイニーでもないのにヒャッハァヒャッハァと叫び出す始し末まつで、メロディなど一部の冷静な者達が呆あきれつつも苦く笑しようしてその光こう景けいを見守っている。

　一方で、少し離れた場所にトラックを止めたパメラとラナは車の中から動かない。

　ソーニャとカッツェは既すでに荷に台だいから下りており、二人揃って不ふ良りよう少年達の元に行ってはしゃいでいる。あの二人はほんの半日の間に随ずい分ぶんと仲が良くなったようで、５歳さい以上年上にも関わらず、ソーニャはカッツェの姉というよりも友達同士といった雰ふん囲い気きに見える。

「で、ど、どうするのよ？　ソーニャを連れて逃げる？」

「そうなると、残ったあの強ごう盗とうの子達が確実に誘ゆう拐かい犯はん扱いよね」

「……そうするつもりなんじゃないの？」

「迷ってる所。あれが無む関係の一般人じんなら論ろん外がいだけど、列れつ車しや強盗となると、私達と同じ穴の狢むじなだからねえ。だけど、私達の邪じや魔まをするわけでもなかったし……どうしたもんかと思っ……ちょっと待って」

　突然黙だまり込み、窓を開けて耳を澄すますパメラ。

「ど、どうしたのよ、パメラ？」

「今……人の悲ひ鳴めいみたいなのが聞こえた気がするんだけど……」
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「ん……誰だれか来たみたいですね。悲鳴を聞かれましたか」

　言うが早いか、双子ふたごの片かた割われは拷ごう問もんしていた男達の腹に鋭い一いち撃げきを打ち込み、瞬しゆん時じにその意い識しきを闇やみの中へと押し込んだ。

　拷問を途と中ちゆうで止やめ、離れた位置にある車の陰に二人を隠かくすと、自分は木々の陰に隠れて近づいてくる影を確かく認にんする事にした。

　そして、警けい戒かいする彼の前に現れたのは──

　軍ぐん服ぷくの男達とは縁えんもゆかりも無さそうな、二人の若い女の姿すがただった。
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　二人が車を降りて森の中を観察すると、トラックの上方──鉄てつ橋きように向かって上っていく坂の途中に、何かすすけた色の布のようなものが見えた。

　それがテントの一部だと気付いた二人は、ゆっくりと木々の間の坂を上り始め──

　下からは見えなかった位置に、数台の車が停車しているのを発見する。

「何……これ」

　パメラは周囲を見渡すが、もう悲鳴らしきものは聞こえない。

　キャンプ用のテントではなく、鉄骨を使って低い屋根を形成している大型の軍ぐん用ようテントだ。

　布製の屋根の下には折りたたみ式のテーブルといくつかの椅い子すが置かれており、細かい暗あん号ごう表のようなものがその上に広げられている。

　車の上には無む線せん機きがあり、どう見ても一般人がキャンプやバードウォッチングをしているようには見受けられない。

「……血……？」

　テントの隅すみに血がついているのを発見した二人の背せ筋すじに寒さむ気けが走る。

　ラナはカタカタと眼鏡めがねを震わせ、パメラの手を強く握りしめた。

「あ、あいつだわ……！　あの……でっかい黒い影の仕し業わざよ……！」

　何を馬ば鹿かなと否定したかったが、これだけの設備があるにも関わらず人の姿すがたが見えず、血けつ痕こんだけが残されている。

　この状況では、ラナでなくとも何か魔ま物ものめいた存在がいると思っても無む理りは無い。

「……一いつ旦たん戻りましょう、ラナ。みんなが心配だわ」

「そ、そうね……でも、あのでっかい影……ソーニャの銃じゆうも通じるかどうか……あら？」

　ラナは血痕から目を逸そらした先──テントの反対側の隅すみに、妙みようなものが置かれている事に気が付いた。

　それは円えん筒とう状の白い筒つつであり、膨ふくらんだ先せん端たんにピンが取り付けられている。

「手しゆ榴りゆう弾だんだわ！」

　思わずそれを手にしたラナは、目を輝かせながらパメラに向き直る。

「これがあれば、あのでっかい影が来ても倒せるかもしれないわ！　やったわね！」

　ビシリと親おや指ゆびを立てる相あい棒ぼうに、パメラは心しん底そこ疲れたような表情を見せ──

　それ以上は相手にせず、さりとて手榴弾の窃せつ盗とうを咎とがめるわけでもなく、周囲を警けい戒かいしながら今いま来た道を引き返した。

「戻るよ。カッツェ君やソーニャが心配だわ」




　二人が坂を下り始めたのを見み計はからい、木々の陰から一人の男が顔を出す。

「……あの女達……今、確かにカルツェリオ坊ぼつちゃんの御ご愛あい称しようを口にしたような……」

　男は暫しばし迷った後、気け配はいを消しながら女達の後をつける事にした。
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川かわ辺べ




　ボートを湖こ岸がんに並べ終えた不ふ良りよう少年達たちは、真ま冬ふゆの川に足を付けて寒さなど知らぬとばかりにハシャギ回っている。

　カッツェは流石さすがにズボンを濡ぬらしてまで冷たい思いをする気にはなれず、岸きし辺べで楽しそうに不良達の様よう子すを眺ながめていた。

　だが、うっかり不良の一人が足を滑らせて川の中に思い切り転んでしまう。

「ぐおッ!?　……つ、冷つめてぇえぇぇッ！」

「ヒャッハァ！」「ひゃっはぁ！」

「何がヒャッハァ!?　なあ、今の俺おれのこの冷つめたさの何がヒャッハァ!?　畜ちく生しよう！　あ、あれ、靴くつ、俺の靴どこいった!?」

　チャイニー達に怒りを向けるも、冷たさが即そく座ざに頭を冷やしてそれどころではない。

　どうやら水辺に脱いでいた靴も何ど処こかに流されてしまったようで、ここから大だい分ぶ下流の岸きし辺べに引っかかっているのが確かく認にんできた。

　彼は手て近ぢかにあったボートに乗り込みながら、湖こ岸がんで靴を履はいている何人かに叫ぶ。

「おーい、毛もう布ふ！　俺、ちょっと靴取ってくるからよ！　トラックの中に積んである毛布を誰だれか取ってきてくれよ！　さ、寒くてかなわねえ！」

　クシャミをしながら叫ぶ少年だが、殆ほとんどの者は聞いていない。もしくは、聞いていても『自分で取りにいけよ』と薄はく情じように笑っている始し末まつだ。

　だが、少年の叫びを聞いたカッツェは、何な故ぜか嬉うれしそうな顔をしながら声を上げる。

「僕、取ってきます！」

「おお、悪いな！　頼むよ！」

　会ったばかりの、しかも誘ゆう拐かいされている真まっ最さい中ちゆうらしき（しかも自分はその事実に気付いていない）少年にあっさりと使いっ走りをさせる不ふ良りよう達。

　しかし彼らに悪あく意いはなく、純じゆん粋すいにカッツェを自分達の環わの中にとけこませている。

　カッツェにはそうした『自然な態度』が新しん鮮せんだったのだろう。

　今までにされた事の無い扱いだが、苛いら立だつような事はなかった。

　何故なら、これこそが彼が心の奥おく底そこで求めていたものだったのだから。

　少年は自分の高こう揚ようの理由すら解わからず、会ったばかりの年上の少年達に仲間として扱われているのがただ嬉しくて、笑顔のままトラックの荷に台だいに乗り込んだ。

　そして、少年は笑顔を全く崩くずさぬまま──

　誰もいない筈はずのトラックの中で、『彼』と顔をつきあわせる事になった。
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　クッキーは、深い眠りから再び浅い眠りへと引き戻されていた。

　がたごとと揺れる車内の中で、少年や少女の喧けん噪そうを聞き続け、サーカス時代の興こう奮ふんを思い出して再び体を温め始めたのかもしれない。

　それが終わって再び眠りに落ちそうになったのだが、何者かに背中を揺すられる感覚があり、クッキーは半はん分ぶん寝ぼけたままムクリと頭を起こした。そして、毛布の山の中から顔を出して背後を振り返り──一人の少年と顔をつきあわせる結果となった。
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　熊くま。

　流石さすがに籠かごの鳥として育てられたカッツェにも、それが熊だという事は理解できる。

　通常のグリズリーより一回りも二回りもサイズが大きい特別製だが、そこまでは理解できていないだろう。

　しかし、熊。

　徹てつ底てい的に、熊。

　圧あつ倒とう的にグリズリー。

　哀かなしい程ほどにグリズリー。

　そんな表現が似に合あう状況。

　まだ10歳さいに満たない少年の小さな顔と、直ちよつ径けいだけで三倍近くはあろうかという毛むくじゃらの顔が鼻先を付き合わせたのだ。心しん臓ぞうが弱い者ならば、この時点でショック死していてもおかしくはない。ショック死を免まぬかれたとしても今度は別の理由で死を覚かく悟ごせざるを得ないだろう。

　だが──少年にとって幸運が二つ。

　一つは、その熊が人を餌えさと思わず、良くなれていたという事。

　もう一つは──少年が、結局はルノラータの孫だったという事。




「すごい！　初めて見た！」




　そう言いながら、カッツェは熊の頰をさわさわと撫で回す。

　常じよう人じんが見たら、誰だれもがその行為を異常だと思うだろう。

　無む邪じや気きと無知のせいと、誰が言い切れるだろうか。実際に少年の目の前には、鋭い牙きばと爪つめを持った、人間の倍ばい以上の大きさを持つ生物が座っているのだ。

　それでも、少年はその圧倒的な『獣じゆう圧あつ』を全く恐れる事なく、長年飼い続けた犬か猫ねこと同じように、優しくその毛並みを撫なで梳すいた。

「凄すごいや！　これが……これが『外』なんだ……！」

　幼いながらに、カッツェは妙みような感動に包まれ、感情のままに言葉を漏もらす。

『外』というのも曖あい昧まいな表現だったが、初めて自由に外を歩いた幼い少年からすれば、そう言うのが精せい一いつ杯ぱいだろう。




　一方のクッキーは、少年が喜びの声を上げている事に安心したようで、少年の頰ほおに自分の鼻先を押しつけた。

「アハハ、くすぐったいよう」

　自分になんの警けい戒かいも抱かずに接する少年に、クッキーは赤あか毛げの少年の顔を思い出す。

　懐なつかしい日々の光こう景けいを垣間かいま見みながら、グリズリーは少年の顔を観察し続けた。




　カッツェはしばし目の前に現れた生物に興こう奮ふんしていたが、ふと自分がここに来た目的を思い出し、慌あわてて毛もう布ふを摑つかんで熊くまに告げる。

「そうだ、ごめんね、毛布を持って行かなくっちゃ！　また後でね！　クマさん！」

　クマはどこか寂しそうに首を傾かしげたが、無む理り矢や理り少年を引き留めるような事はしなかった。

　──凄すごいや！　たくさんの人と友達になれて……本ほん物もののクマにも会えた！

　バルトロという威い圧あつ感の塊かたまりの元で育ったせいだろうか。

『恐れる』という事に非常に鈍どん感かんな少年は、クマとの奇き跡せき的なコミュニケーションに感動しつつ、トラックを降りて走り出した。




　そして──そんな天てん真しん爛らん漫まんな少年の身に、再び予想外がいの事じ態たいが起こる。




　トラックから川かわ辺べに向かうまでの短い距離。

　少年は毛布を抱えながら、少年達に声を上げようとしたのだが──

　その言葉は、突とつ然ぜん少年の首に回された腕によって遮さえぎられた。




　そして、次の瞬しゆん間かん──

　川辺の森の中に、あまりにも不ふ釣つり合いな銃じゆう声せいが木霊こだました。
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「なんだぁ？」「ヒャハー？」「ひゃはー」

　唐とう突とつに銃声が響ひびき渡り、川の周辺にいた者達が一いつ斉せいに振り返る。

「……おい、なんだあいつら？」

「バンガローで倒れてた奴やつの知り合いじゃねえのか？」

「つーか、それどころじゃねえだろお前ら！」

　見るとそこには五～六人の軍ぐん服ぷくを纏まとった男達がおり、手に手に銃じゆう器きを握りしめているではないか。今し方がたの銃声はそのうちの一人が地面に向かって撃うったらしく、銃の内の一いつ丁ちようから新しん鮮せんな煙が漂ただよっていた。

　だが、少年達が驚いた事は、銃でも軍服の集団それ自体ではなく──

　彼らの中ちゆう心しん人物と思おぼしき男によって、カッツェが拘こう束そくされているという事実だった。

「さて……とりあえず君きみ達たちに告げておく事がある」

　淡たん々たんと声をあげるその男は、左手でカッツェの首をしっかりと押さえこんでいる。更さらに、男は空あいた右手にナイフを握りしめ、そのままカッツェの喉のど元もとに鋭く光る白はく刃じんを当てがっていた。

「ハシャぐのはそこまでにして貰もらおうか、小こ僧ぞうども」




　怒ど鳴なっているわけではないが、良く通る声で少年達に声をあげるサージェス。

　とりあえず川の傍そばから様よう子すを窺うかがう事にした『幽霊レムレース』の面子メンツだったが、最年少と思おぼしき少年が一人になったのを好こう機きと見て、即そく座ざに人ひと質じちとして確保する事に成功。

　そのまま少年達への『尋じん問もん』を開始する事にする。

「貴き様さまら……一体何なに者ものだ？」

[image: ]




　淡々としたサージェスの問いかけに、少年達は露ろ骨こつに慌あわてふためいた。

「ちょッ……待てよ！　何者だは俺おれらの台詞せりふだろ！」

「おい……軍ぐん人じんっぽいぞ……もしかして、貨物強ごう盗とうの件がバレたんじゃ……」

「ど、どうすんだよ！」

　小こ声ごえでそんな事を語り合う少年達を余よ所そに──メロディが、眠たげな表情のままではあるが、怯おびえた調子でありながらも凛りんと響ひびく声をボートの上から響かせた。

「あ、あの……私達は川下りの下した見みに来ただけです！　やましい所はありませんし、軍ぐん人じんさん達の訓くん練れんの邪じや魔まをするつもりはありませんから、あの……その子を放してくれませんか！」

「ほう……やましい所はない、か」

　くつくつと笑いながら、軍ぐん服ぷくのリーダー格は首を振って言葉を返す。

「ならば、あちらのオンボロトラックの荷に台だいで昏こん倒とうしている我々の仲間はどう説明する？」

「そのトラックの持ち主は私達ではありませんけれど……そのおじさん達は、この森の先にあるバンガローで倒れていただけなんです！　川の空気に当てて、それでも目を覚まさないようなら病院につれていくって言ってました！」

　普段とはまるで違う口く調ちようで語るメロディに、少年達は顔を見合わせて小声で喋しやべる。

「メロディの奴やつ、よくあんなに堂どう々どうと答えられるよな」

「流石さすが、寸すん借しやく詐さ欺ぎとスリで喰ってきただけの事ぁあるぜ……」

「つーか、本当になんなんだあいつら？　ここが州しゆう軍ぐんの訓練場じようだなんて聞いてねえぞ」

「ともあれ、銃じゆうを持ってっからな。怒らせないようにしようぜ」

　本物の軍人と勘かん違ちがいしている不ふ良りよう集団は、余よ計けいな事をしないように動きを止めて会話を見守っていたのだが──

「やれやれ、そんな誤ご魔ま化かしが通用すると思っているのかね？　なんなら、この小こ僧ぞうの鼻をそぎ落としてやってもいいんだぞ？」

「んー、ん────」

　軍人のそんな冷れい酷こくな言葉を聞き、喉のどを絞しめられて声を出せない状態のカッツェを見て、少年達は一いつ斉せいに抗こう議ぎの声を上げ始める。

「ちょっと待てよ！　お前ら軍人だろ!?　国民を守るのが仕事じゃねえのかよ！」

「大体、俺おれらならともかく、そんな小さいガキが何したってんだよ！」

　ブーイングを浴びせてくる少年達に、

「まだとぼける気かね？　放せと言われて人ひと質じちを放す馬ば鹿かがどこにいる？　まあ、この状況ならば本来人質は要いらなさそうだがね。我々は別に、このまま君達を全員射しや殺さつしても構わんのだぞ？」

　残ざん虐ぎやくな笑えみを浮かべるサージェスを見て、鈍にぶい少年達もようやく気が付いた。

　目の前にいる男達は軍人などではなく──もっと危険でゲスな何かであるという事を。
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「ど、どうするのよパメラ！　やっぱりあの軍人達、ろくなもんじゃなかったみたいよ！」

「静かにして、ラナ。気付かれる」

　坂を下ってきたパメラとラナは、やや高い位置から河原かわらの様よう子すを見守っていた。

　どうやらタイミングが良かったようで、軍ぐん服ぷくの男達には気付かれていないようだ。

　このまま巻き込まれずに逃げるという事も可能な状況ではあるが──

「どうしよう……このままじゃカッツェ君が……」

「……最悪、私が囮おとりになる。なんとかカッツェ君だけでも助けられれば……」

　どうやら二人の中に、見捨てて逃げるという選択肢しは無いようだった。

「……イチかバチかね。私がトラックまで行ければ、荷に台だいから銃じゆうを取り出せるから、それでなんとか……」

「早まらない方が宜よろしいかと」

『!?』

　唐とう突とつに背後から掛かけられた声に、全身の毛を逆さか立だてながら背後を振り返るパメラとラナ。

　軍服の仲間に背後を取られたものと覚かく悟ごしたのだが──

　そこに居たのは、もっとも川かわ辺べの森から遠い格かつ好こうをした一人の青年だった。

「あの男達は、それなりに銃を撃うった経験がある様よう子す……素人しろうとが銃じゆう撃げき戦せんに持ち込んで勝てるような相手ではないかと」

　完全な黒くろ服ふくを身に纏まとい、慇いん懃ぎんな態度で話しかける青年。

　パメラ達は背後に近づかれるまで全く彼の気け配はいに気付かず、しかも、丁てい寧ねいな言葉使づかいの中からは軍服の男達以上の威い圧あつ感が感じられる。

　そして──次の言葉を聞いて、パメラとラナはその男が決して味み方かたというワケではない事を思い知らされる結果となった。

「坊ぼつちゃんを無む傷きずで助けるのは、貴女あなた達ではなく──私と『私』が与えられた役目ゆえ」

　自分を差す言葉に妙みような言い方をしていたが、間違いなく目の前の男はルノラータ・ファミリーの関係者のようだ。

「ひッ……」「ダメ」

　震え上がって先せん刻こく手に入れたばかりの手しゆ榴りゆう弾だんに手をかけるラナと、それを瞬しゆん時じに押さえ込むパメラ。

　そんな二人の事は既すでに眼がん中ちゆうに無いとでもいうかのように、状況を見ながら黒服の男が呟つぶやいた。

「せめて、何か契機きつかけがあれば一いつ気きに動けるのですがね……おや？」

　何かを見つけたのか、黒服の男は不ふ思し議ぎそうな顔をしてさらに一ひと言こと呟いた。

「なんでしょうね……あれは？」
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「答えたまえ！　我々の同どう志しを一体どうやって無力化した？」

　自分達の優位が揺るがない事を確かく信しんしたサージェスは、どこかサディスティックな笑えみを浮かべて声こえ高たからかに尋たずねかける。

　──ふふん、どうやら、本当にただのチンピラ集団らしいな。

　──偵てい察さつの二人は、何な故ぜこんな連れん中ちゆうにやられたのか……。

　──交こう渉しよう部ぶ隊たいの第一陣じんが戻ってこないのは気になるが……何はともあれ、とりあえず半分ぐらいは始し末まつしておいた方がいいだろう。相手の数が多いと余よ計けいな神経を使うからな。

　そう考えて、とりあえず部ぶ下か達に『ガキ共を半分ほど減らせ』と命令しようとしたのだが──何か妙みような違い和わ感かんを感じ取り、笑えみを引っ込めると共に動きを止める。

　──……？

　──……なんだ？

　違和感の正しよう体たいは、視線。

　少年達たちの表情は、先せん刻こくから青ざめたままなのだが──

　その視線が、自分達の方から僅わずかにずれている。

　──こいつら……どこを見て……!?

　違和感の正体を探ろうと視線を動かし始めた時、少年達の何人かが呟つぶやいた。

「いや、あんたらの仲間をやった奴やつってさ……その……」

　そして、サージェスの視線がトラックの方ほう角がくに移動し──

「多分……そいつだと思う」

『それ』の姿すがたが、サージェス達の視し界かいに強きよう制せい的てきに入り込む。




　二に足そくで立ち上がり、思い切り体を伸ばした『彼』の頭は、トラックの幌ほろの高さを超えている。

　──なん……だ……これは。

　──俺おれは今……何を見ているというのだ……？

　何かの冗じよう談だんとしか思えない巨きよ体たいが──

　まさしく冗談のようなタイミングで、サージェス達の前にその姿を現したのだ。
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「あ、あああああッ！　あいつ！　あいつよ！　さっき私の目の前に出たのは！」

　ラナはそう叫びながら、パメラの肩を激しく揺さぶる。

　あまりといえばあまりな存在の乱らん入にゆうに、パメラは数秒我われを失っていたが──

　揺さぶられた事により意い識しきを覚かく醒せいさせると、ラナの頭を両手でガシリと押さえこむ。そして、自らの額ひたいを相手の額に押しつけ、コメカミを引きつらせながら一ひと言こと。

「……『でっかい何か』もなにも、思いっきりグリズリーじゃない！」

「暗い時は『でっかい何か』だったのよ！」

　頭の悪い返事を聞きながら、パメラは先せん刻こく自分達を制止した黒くろ服ふくにも問いかける。

「一体どうするつも……あれ？」

　だが──その時は既すでに、黒服の男は二人の傍そばから姿すがたを消していた。
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　──なんの冗じよう談だんだ？

　サージェス以外の『幽霊レムレース』の面子メンツにとっても、それは全くもって予よ想そう外がいの出来事だった。

　本当に『想そう定てい外がい』の事態に直面した際、多くの人間は空くう白はくの一いつ瞬しゆんができる。

　脳のうの混乱を鎮しずめ、目の前の光こう景けいを現実に照らし合わせて行動を計算する必要があるからだ。

　最初から怪かい物ぶつ退たい治じをしに来たのならば、その空白も起こらず、即そく座ざに手にしたライフルやサブマシンガンの引き金を引いていた事だろう。

　グリズリーがもう一回り小さく、常じよう識しき的なサイズだった場合でも同じだろう。

　だが、彼らは、『幽霊レムレース』の一員として訓くん練れんを受けていた筈はずの彼らですら──そのばかばかしい存在の前に空白の時間を作らざるを得なかった。

　そもそも彼らは戦せん闘とうに特化した面子ではない。あくまでも、政府との交こう渉しよう役やくとして選ばれたメンバーなのだ。

　もっとも──列車に乗ったメンバーの多くも、『赤い怪物』を前にして似たような空白を生み出す者が殆ほとんどだったのだが。




　空白はほんの数秒。

　たった数秒とも、致ち命めい的な数秒とも言える。

　だが、少なくとも彼らにとっては致命的な時間であると言える。

　銃じゆう声せいを気にしたクマと、誰だれよりも早く空白から立ち直った『第三者』の手によって、彼らは挟はさみ討うちをされる結果となってしまったのだから。




　当のクッキーは何も、殺さつ意いを持って外に出てきたわけではない。

　少年がトラックから出て行った途と端たんに例の『嫌な音銃声』が聞こえたので、今度こそその音の元を確かめようと外に顔を覗のぞかせたのだ。

　すると外には、その『嫌いやな音』を出す道具を持った男達が複ふく数すうおり、どうやら彼らが少年達の歓かん声せいを止めているではないか。

　クッキーはその道具こそが全すべての元げん凶きようだと確かく信しんし、単に──ただ単に、男達の手からそれをはたき落とそうとしただけだったのかもしれない。

　少なくとも、憎にくしみというよりは『嫌な音』への怯おびえによる行動のように受け取れる。

　だが、巨きよ大だいなグリズリーの『はたき落とす為ための一いち撃げき』は──

　ただの人間にとっては、竜たつ巻まきに巻き込まれるのと同じ事だった。

　銃じゆうが空高く弾はじけ飛んだかと思うと、やや方向がずれる形でその持ち主も吹き飛ばされる。

　悲ひ鳴めいを上げる間もなく気き絶ぜつしたのか、無む言ごんのまま数メートル空くう中ちゆうを舞い──そのまま、背中を下にして河原かわらの地面に叩たたきつけられる。

　死んではいないようだったが、明らかに意い識しきを失っている状態だ。

　ただの一撃で銃を持った一人が戦せん闘とう不ふ能のうにされた。

　その事実は恐きよう怖ふとなって『幽霊レムレース』達に襲おそいかかり、それが彼らを空白の時間から強きよう制せい的てきに現実に引き戻す起き爆ばく剤ざいとなった。




　だが、遅い。

　それよりも遙かに早く、規き格かく外のグリズリーを見ても殆ほとんど動じなかった者が、彼らの背後へと既すでに辿たどり着いていたのだ。




「な……何をして……いる……う……」

　カッツェの首を捕とらえたまま、周囲の部ぶ下かに『撃うて』と叫ぼうとしたサージェスだったが、それよりも先に、背後からのうめき声と──森の奥から聞こえてくるエンジン音が再び彼の心を凍り付かせる結果となった。




　誰だれもが巨大熊ぐまに集中している中──双子ふたごの片割れである男は、『幽霊レムレース』の隊たい員いんのうち二人を先せん刻こくと同じように昏こん倒とうさせた。

　さらに──タイミングよく、森の奥から双子の相あい方かたがバイクと共に現れた。

　荷台にパメラ達の書き置き付きの木き箱ばこを乗せたバイクに跨またがり、もう一人の黒くろ服ふくが河原へと飛び込んできたのである。




「な……なッ……！」

　事じ態たいが全く飲み込めないサージェスだったが、次の瞬しゆん間かん、ナイフを握った彼の手首に強い圧力が加わった。

「がッ……な……あぁおぉぁッ!?」

　自分の右みぎ手首が何者かに摑つかまれた事は瞬しゆん時じに理解できた。

　だが、その正しよう体たいを確かめようと体を捻ひねった途と端たんに、自分と地面、空、右腕うで、それら全すべての位い置ち関係が把は握あくできなくなる。

　足が地面から離れてクルリと回転したかと思うと、勢いよく地面に叩きつけられ、全身に痛みを伴った衝しよう撃げきが駆かけめぐった。

「がッ……」

　七なな色いろに歪ゆがむ光こう景けいの中で、サージェスは黒い服の男が自分のナイフを弄もてあそんでいる姿すがたを確かく認にんする。その背後には、自分が３秒前まで確かく保ほしていた筈はずの少年の姿が見え、黒くろ服ふくの男はその少年をサージェスから守るように立ちふさがっている。

　と──黒服の男は背後にいる少年に対し、最さい大だい限げんの敬けい意いを込めた声を投げかける。

「坊ぼつちゃん、ここは危険にございますゆえ、川かわ辺べまでお下がりくださいませ」

「ガブリエルさん！」

　少年にガブリエルと呼ばれた男は、少年を安心させるように優しい微ほほ笑えみを浮かべて見せた。

　一方で、バイクに乗った男は周囲の様よう子すをグルリと見回しながら尋たずねかける。

「これは一体どういう状況だ？　俺おれ」

「ジュリアーノさん！」

　少年がその名を呼ぶと、ジュリアーノと呼ばれた男はバイクから降り、左手を横に差し出しながら執しつ事じのように恭うやうやしく一いち礼れいして見せた。

「ご無ぶ事じで何よりです、カルツェリオ坊ちゃん」

　そんな暢気のんきなやりとりを見て、サージェスは気付く。

　既すでに銃じゆう器きを握っている『幽霊レムレース』はいない。

　視し認にんはできなかったが、自分が倒される前後で他の者達も武ぶ器きを取り落としたようだ。同どう志しの一人は腕にナイフを突き立てられて呻うめいており、あのグリズリーは返す刀かたなでもう一人も吹き飛ばしたらしく、最初にやられた男とは反対方向に仲間が一人転がっている。

　更さらに、カルツェリオと呼ばれた人ひと質じちの少年は促うながされるままに川辺の少年達の所まで下がっており、今いま更さら人質としては使えない。

　──馬ば鹿かな……馬鹿な馬鹿な……！

　グリズリーは現在の状況にとりあえず満足したのか、四よつ足あしのままその場に伏せるように蹲うずくまり、川辺の少年達の方にじっと視線を向けている。

　──一体……何が……どうなっているんだ……？

　混乱する男に対しジュリアーノと呼ばれた男が淡たん々たんと語りかけてくる。

「さて……どこのどいつかは知らねえが……まさか、ルノラータ・ファミリーを敵に回して、何かが、少しでも、どうにかなるとでも思ったのか？　ああ？」

「な……に……？」

　──ルノラータ・ファミリーだと……？

　あまりにも唐とう突とつに出てきたその名前に、サージェスは一いつ瞬しゆん混乱しかけたが──頭の中に残る知識を総そう動どう員いんさせ、自分なりに一つの答えを導きだした。

「そ、そうか……ッ！　バルトロ・ルノラータはベリアム上院議員の飼い犬……奴やつに言われて我々を始し末まつしに来たというわけ……か……」

　確かく信しんを持って放たれた言葉が、途と中ちゆうで尻しりすぼみになる。

　その瞬しゆん間かん、双子ふたごと思おぼしき男達から一気に殺さつ意いらしき圧力を感じ取ったからだ。

「……こいつは随ずい分ぶんと面白い事を言うな、俺おれ」

「そうですね、私」

「親しん愛あいなる家族にして家か長ちようでもあるＭｒ．バルトロを、こいつは今、何と呼んだ？」

「やめましょう、私。耳にするだけで不ふ敬けいです」

　徐じよ々じよに冷たくなっていく二人の声こわ色いろに、サージェスは自分の中から血の気が引いていくのを感じていた。

「ならばどうする、俺」

「不敬にならないように、二度と彼の口をきけなくする事が先決かと思いますよ、私」

　冗じよう談だんめいた会話だが、二人の声に巫ふ山ざ戯けている調子は見られない。

　一歩一歩近づいてくる男達たちに、サージェスは確かに絶望を感じ取った。

　だが、その状況はまた逆転する事になる。

「動くなフリーズ！」

　空気を引き裂さくような叫びと共に、ガチャリ、と銃じゆうを構える音が周囲に響ひびく。

　見ると、軍ぐん服ぷくを纏まとった二人組が新たに現れ、双子の黒くろ服ふくに向かって銃を構えている。

　二人とも、手には旧きゆう式しきのサブマシンガンを構えており、奥にいるグリズリーを警けい戒かいしながらこちらに少しずつ歩みつつあった

「同どう志しサージェス、ご無ぶ事じですか！」

「こいつらは何者です！」

　その二人の顔に、パメラやラナ、ソーニャ、そして不ふ良りよう少年達たちには見覚えがある。

　つい先せん刻こく、バンガローの裏で気き絶ぜつしていた二人組だ。




「ああッ！　あれ、私の銃なのに！」

　ソーニャが抗こう議ぎの声をあげたが、軍服の男達までは届かない。

　彼らは荷に台だいで目を覚ましたようで、手足の拘こう束そくを解いてから手て近ぢかにあった武ぶ器きを手にして外に出てきたようだ。

　何しろ目の前には倒れた同志達たちと例の巨きよ大だいなグリズリーが居るのだ。体に残る痛みを気にしている場合ではなく、即そく座ざに状況に加わり始めた次し第だいである。




　一方で、双子達は命の危き機きこそは感じていないものの、別の懸け念ねんを思い浮かべ、互たがいに小声でささめき合う。

「こちらも抜くしか無いですかね、私」

「坊ぼつちゃんが13歳さいになるまでは、極きよく力りよく『殺し』を見せるなとは言われているが」

「とはいえ、前に一度、既すでに見せてしまっていますし……躊躇ためらえば流れ弾だまが坊ぼつちゃんにまで飛びかねませんよ、私」

「……やれやれ、困った事じ態たいだな、俺おれ」
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「そ、そうだわ！　今がチャンスじゃない！」

　再び緊きん迫ぱくした状況に陥おちいった現げん場ばを見守っていたパメラとラナだったが──

　ラナが突とつ然ぜん目を輝かせ、懐ふところから何かを取り出した。

「ど、どうしたの!?」

「今ならカッツェ君も離れてるし、あの連れん中ちゆうも、ルノラータの人ひと達たちも、でっかいクマも一いち網もう打だ尽じんできるわ！」

　言うが早いか、ラナは手にした白い手しゆ榴りゆう弾だんからピンを抜く。

「え!?　ちょ、ちょっと待ってよラナ!!」

　──そんなことしたら、完全にルノラータを敵に回す事に──

　だが、止めようとする手は一歩遅おそく──




　ラナの手から、白い手榴弾らしきものが勢いよく投げ放はなたれた。
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　まだ動ける様よう子すだった軍ぐん服ぷくの何人かが立ち上がり、自分が取り落とした銃じゆうを拾い始める。

「く、くく、所しよ詮せん飼い犬の更さらに飼い犬か。詰めが甘いようだな？」

　サージェスもまた形けい勢せい逆ぎやく転てんとばかりに立ち上がり、サディスティックな笑えみで罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐こうとした。

　が──

　状況は、三み度たび回転する事になる。




　カラン　カラン　カラカラカラ




　どこからともなく白い筒つつ状じようのものが飛んできて、乾いた音を立てながら騒さわぎの中心に転がり込んだ。

　そして──それは、サージェスにとって見覚えのある物体。

　今回の作戦において、ある意い味み最も重要だと言ってもいい代しろ物ものだった。

　──馬ば鹿かな。

　──何な故ぜ、狼煙弾がここに────

　疑問を最後まで思い浮かべる事もできぬまま──

　彼の目の前に、膨ぼう大だいな量の煙が湧わき上がった。
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「おいおいおいおい、ちょっと待てよ、何がどうなってんだよこれ」

「クマだの銃じゆうだの……ていうか、この辺りにクマなんていたっけか!?」

「お、おい、俺おれ達たちぁどうすりゃいいんだよ！　これ！」

「とりあえず、さっきの銃じゆう声せいからまだ２８３秒しか経たってませんよー」

「い、いや、そんなこと言われても……」

「ヒャッハァー……」「ひゃはー……」

　メロディを始めとした不ふ良りよう集団は、目の前で起こる目まぐるしい状況の変化を、傍ぼう観かん者しやとしてただ眺ながめる事しかできなかった。

「しかし……凄すげえ煙の量だな……」

「ニースの姐あねさんが持ってる煙えん幕まく弾だんよりすげえんじゃねえか？　ひょっとして」




　ラナが投げ放ったものは、『幽霊レムレース』達が列車に交こう渉しようの結果を伝える為ための狼煙のろし弾だんだった。ヒューイ・ラフォレットが趣しゆ味みで作った代しろ物ものなのだが、その威い力りよくは凄すさまじく、軽い爆ばく発はつのような勢いで白い煙が周囲を覆おおい尽くした。

　サージェスを中心として白い壁が空間を支配し、その身を空高く躍おどらせる。

　──ま、待て！　ベリアムは要求を受け入れてなど……！

　彼の心しん中ちゆうの叫びも全ては後の祭り。

　煙は自らの誕たん生じようを祝うかのように、星の消え始めた空の中に、勢いよく吸い込まれていった。




　もっとも──

　現在の『フライング・プッシーフット』の車内において、もはや狼煙などなんの意味も成してはいなかったのだが。





⇔






　混乱する状況。

　現状を全く把は握あくしていない上に、そもそも興きよう味みのなかったクッキーだったが、勢いよく湧き上がる煙を見て、勢いよく体を起こす。

　彼の記き憶おくの中にあるのは、サーカスが始まり、自分が客の前に現れる時の光こう景けいだ。

　やはり勢い良く焚たかれるスモークの中を駆かけ抜け、雲のような煙の中から背中に赤あか毛げの少年を乗せた巨きよ大だいなグリズリーが現れる。

　そうした演えん出しゆつを思い出し──

　クッキーは嬉うれしそうに跳ね上がると、そのまま膨ぼう張ちようする煙の中へと飛び込んだ。
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「お、おい、これじゃ撃うてんぞ！　同どう士し討うちになる！」

「落ち着け！　とりあえず反対側に回りこんで、あのグリズリーを先に……」

　そんな事を話すのは、ソーニャの銃じゆうを拝はい借しやくした例の二人組だったが──彼らの会話は途と中ちゆうで途と切ぎれる事となる。

　銃を構え直す暇いとまもなく、巨大な毛の塊かたまりが煙の中から飛び出し──

　恐きよう怖ふで硬こう直ちよくしてしまった二人に向かって、嬉しそうにその身を躍おどりかからせた。

『あああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！』

　悲ひ鳴めいごと押しつぶすかのように──彼らは、先せん刻こくのバンガロー裏の悲劇と全く同じ体験をする事になった。

　ただし、体へのダメージは三割増ましで。
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　パメラとラナが恐る恐る降りていくと、全すべては終わった後だった。

　煙に乗じて再び機を制した双子ふたごの黒くろ服ふくが、黒服達たちを完かん膚ぷ無なきまでに叩たたきのめし──パメラとラナの前に、どさどさと気き絶ぜつした軍ぐん服ぷく達を積み上げていく。

　そろそろと近づいていく二人の耳に、双子の男達の会話が届く。

「しかし、結局何がどうなってたんだ、俺おれ？　箱に金を入れろとか、正直わけが解わからん」

　淡たん々たんと問いかけるジュリアーノの問いに、ガブリエルは苦く笑しようしながら言葉を返す。

「後で詳しく話しますよ、私。彼らの目的は先刻拷ごう問もんしてあらかた聞き出しましたから」

「ん？　目的って……坊ぼつちゃんの誘ゆう拐かいじゃないのか？　俺」

「いえ、彼らの目的は、もうすぐここを通る列れつ車しやらしいですよ、私」

「はあ？」

　話が吞のみ込めないといった表情をするジュリアーノは、気絶した軍服を乱らん暴ぼうに投げ落としながらガブリエルに尋たずねかける。

「あいつらが誘ゆう拐かい犯はんだったんじゃないのか？　俺おれ」

「さて……どうでしょうね、私。電話をしてきたのは女性だという事ですけどね」

　そう呟つぶやきながら、ガブリエルはニッコリと微ほほ笑えみ、背後にいるパメラ達を振り返った。

「ひッ」

　──まずい。

　──もしかして……バレてる。

　黒くろ服ふくの笑顔が逆に恐ろしく、パメラは覚かく悟ごしていたとはいえ、どうしようもない恐きよう怖ふに足がすくむ。

　それでも表情を変えずに相あい対たいすると──彼女が口を開くよりも先に、ジュリアーノが首を鳴らしながら二人に声をかけてきた。

「お、さっきの煙えん幕まくは助かったぜ、嬢じようちゃん達。なあ俺」

「ええ、そうですね、実に助かりました。ああ、そうそう私、そろそろ坊ぼつちゃんを迎えに行って下さい。もう敵は見あたりませんから」

「おっと、そうだな」

　川かわ辺べで心配そうにこちらを見守っている少年達たちの元に駆かけていく相あい棒ぼうを見送り、ガブリエルは静かにパメラ達と相あい対たいする。

「さて……そういえば、貴女あなた方がたは一体？　こんな場所に、通りすがりとも思えませんが」

　──さて。誤ご魔ま化かしきれるかしら。

　──これこそ、一いつ世せい一いち代だいの大博打ばくちね。

　半分覚かく悟ごを決めながら、最悪の場合、自分一人で責任を取れる形にする為ために、息を大きく吸い込んだのだが──

　彼女が何かを言うよりも先に、ラナが泣きそうな顔で謝り始めた。

「ごめんなさい……ごめんなさい！　私です！　私がトラックの荷に台だいに乗ってたカッツェ君を誘拐しようって思ったんです！」

「ちょッ……!?　ら、ラナ!?」
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　相手のプレッシャーに負けたのか、余りにも素直に白はく状じようしてしまうラナに、パメラは目を丸くし、用意していた言い訳わけが全て頭の中から消え去った。

　ペラペラと経けい緯いを喋しやべりつつも、パメラとソーニャの名前は一いつ切さい出さないラナ。

「で、でも、他の人は何も知らないわ！　電話を掛けたのも私だから、そ、その、あの……警察に通つう報ほうするなら私だけにして下さい！」

　──警察って、馬ば鹿か！

　叫びたい衝しよう動どうを抑えて、そっとガブリエルの顔を見るパメラ。

　すると、黒服の男はくつくつと笑いながら、慇いん懃ぎんな態度で言葉を紡つむぐ。

「勘かん違ちがいなさっているようですね、お嬢さん」

「え……？」

「こちらは『警察に連れん絡らくするな』と電話で言われておりましてね。　更さらに……こちらは偉い大だいなる主人より、『犯はん人にんの処しよ遇ぐうは全て任せる』と言われておりますゆえ」

「つ、つまり……？」

「今、ここで、犯人を好きに処しよ分ぶんできるという事です」

「ひいいッ!?」

　恐きよう怖ふに戦おののくラナを守るように、パメラは二人の間に立つ。

「……私達たちを、どうするつもりですか？」

　するとガブリエルは、クスクスと笑いながら言葉を返す。

「どうするもこうするも……そうですねえ」

　ガブリエルは自らの腰から財さい布ふを取り出すと、小こ銭ぜに入れの方を覗のぞき始めた。

「身みの代しろ金きんを出せるだけ出せ、そういう話でしたね」

　そして、もう空からだと思っていた財布の隙すき間まから50セント硬こう貨かを見つけ出し、それをラナの手に放り投げる。

「これが、今の私の『出せるだけ』です。不ふ服ふくですか？」

　硬貨を投げ渡されたラナは、暫しばしキョトンとした顔をしていたが──状況を理解したのか、慌あわてて首を振って答えを返す。

「めめめ、めっそうもないわ！　十分、十分です！」

「では、これでこの取引は成立という事で……お互たがいに秘ひ密みつですよ？　坊ぼつちゃんに50セントなんて値ね段だんを付けたと知られれば、私は１０００日かけて殺されますから」

　冗じよう談だんとしか思えない言葉だが、男の瞳ひとみの冷たさを見ると、全て本ほん気きであるとも受け取れる。

　ガクガクと震えるラナの代わりに、パメラが訝いぶかしげに尋たずねかける。

「……見み逃のがしてくれるって事？　どうして……？」

「たった50セントの為ためにルノラータ・ファミリーを敵に回した偉い大だいなる犯はん人にん達たちに、私なりに敬けい意いを表した。そう思っていただければ結けつ構こうです。それに、先せん刻こくの煙えん幕まくでのフォローは本当に感謝しております。坊ちゃんに無む駄だな血を見せずに済みました」

　クスクスと一ひと頻しきり笑った後──ガブリエルは、二人の方を向いてそっと答える。

「ただし、次に調子に乗る事があれば……解わかってますね？」

　氷よりも冷たい瞳で微ほほ笑えまれ、ラナとパメラは自分達の背せ骨ぼねを冷たく鋭い『何か』が走り抜けたのを感じ取った。

　恐らくそれは本ほん物ものの殺さつ気きというものなのだろうと考えながら、相手の言葉が本気であると強きよう制せい的てきに思い知らされる二人。

　顔を真まっ青さおにして倒れそうになっているラナを支えながら、パメラは胆たん力りよくを振り絞しぼって初しよ対たい面めんの追つい撃げき者しやに一つの言葉を紡つむぎ出す。

「……ありがとう。恩おんにきるよ」

「いえ、お互い様です」

「え？」

　ガブリエルは既すでにこちらを見ておらず、ジュリアーノに連れられてこちらに駆かけてくる少年の姿すがたを見つめていた。

「あんなに楽しそうな坊ちゃんの顔を、久しぶりに見させていただいたのですから」







　ガブリエルがカッツェの方に歩いていくのと入れ替わりに、軍ぐん服ぷく達から自分の銃じゆうを回かい収しゆうしたソーニャが駆けてきた。

　真っ青な顔をして震え続けるラナを見て、ソーニャは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげる。

「どしたの？　パメラ、ラナ。あ、また喧けん嘩かしたの？　もー、だめだよう」

　暢気のんきな声を掛けるソーニャに対し、パメラは空から元気を振り絞って笑って見せた。

「ごめんごめん、大だい丈じよう夫ぶよソーニャ。喧嘩なんかしてないから」

　パメラはそう答えながら、ラナの肩をパンと叩たたく。

　ラナはその勢いで多少よろけながら、真っ青な顔のまま涙なみだ目めで笑う。

「私はもう、気き絶ぜつしなかった自分を褒ほめてあげたい。ねえ、褒めて」

「はいはい、凄すごい凄い、貴女あなたは凄いよ、ラナ」

「凄いねー」

　ソーニャも二人の会話に加わろうとして微ほほ笑えんだのだが──

　次の瞬しゆん間かん、その微笑みが別の方向に向けられる。




「あ、さっきの大きいクマさんだ」




　無む邪じや気きな声で彼女が指さした先──煙えん幕まくの陰から現れた一匹ぴきのグリズリーを目にし──

　ラナの意い識しきは、今度こそ奈な落らくの奥へと吞のみ込まれた。
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「大だい丈じよう夫ぶでしたか、坊ぼつちゃん」

　ガブリエルが近づいて声を掛けると、カッツェはどこかシュンとした様よう子すで顔を伏せる。

「？　どうなさいました？」

「あの……心配かけて御ご免めんなさい……」

　心しん底そこ反省しているような顔で呟つぶやく少年に、ガブリエルは微笑みながら言葉を返した。

「怒るのはこちらではなく、坊ちゃんの御ご家族の仕事です。我々が坊ちゃんを諫いさめるとすれば、その御家族の言葉を蔑ないがしろになさった時で御ご座ざいましょう」

　彼の言葉を受け、ジュリアーノも普段の粗そ野やな口く調ちようを隠かくして言葉をかける。

「ただ、家に帰ったらこってりと油を絞しぼられる事は覚かく悟ごしておいた方が宜よろしいかと」

「……はい」

　申もうし訳わけなさそうな表情で俯うつむき続ける少年に、ガブリエルは静かに尋たずねかけた。

「その代だい償しように見合った体験はできましたか？　坊ちゃん」

　すると、カッツェは顔を輝かせながら力強く頷うなずいた。

「うん！　僕、きっと今日きようのことは一生忘れません！」

「それは何より。では、帰りましょう。車を手て配はいさせますが、何か荷物はありますか？」

　家いえ出でなのだから大おお荷物は特に無いと思ったのだが、万まんが一いちの事を考えて尋ねるガブリエル。

　するとカッツェは、少しもじもじしながら口を開く。

「あのね、一つだけ……お願いしてもいいかな？」

「我々にできる事ならば、何なりと」

「連れて帰りたい子がいるんだ」

「おやおや、大だい胆たんな発言を」

　意い外がいな申し出に目を丸くしながら、ガブリエルは周囲にいた少年少女達たちの事を思い出す。

　──ツインテールの娘むすめか、それとも眼鏡めがねの東とう洋よう人じんか、誘ゆう拐かい犯はんの三人の誰だれか？　まさか男の子という事はあるまい。

　様々な予想を渦うず巻まかせる中、少年が指さしたのは──




　未いまだ膨ふくらみ続ける煙えん幕まくの陰から、のそのそとこちらに歩み寄る一匹ぴきの巨きよ大だいなグリズリー。




「さっき友達になったんだよ！　このクマさんの事はみんな知らないって言うし、その、うちで飼ったりできないかな？」

　あまりにも無む茶ちやにして無む垢く。

　子こ犬いぬを拾った時と全く同じ感覚で、通常ならば恐きよう怖ふの対たい象しようとしか成り得ない巨大なグリズリーを指す少年の言葉。

　だが、双子ふたごの黒くろ服ふく達たちは互いに顔を見合わせると、なんの躊躇ためらいもなく微ほほ笑えみを返し──

「仰おおせのままに」

　と、未来の当とう主しゆに対して恭うやうやしく一いち礼れいしてみせた。





⇔






　熊くまと双子が対たい峙じし、少年達が川に船を浮かべている頃──

　少し離れた場所から離り岸がんした小さなボートの上に、頭から血を流した男が息を荒げていた。

「くそ……殺してやる……皆みな殺ごろしだ……！」

　かろうじて双子とグリズリーの歯し牙がから逃のがれたサージェス。

　彼の中に残っていた感情は、ある意味では復ふく讐しゆうといって良いかもしれない。

『幽霊レムレース』の一員としてグースに与えられた使し命めい。

　それを果たす事ができなくなった。

　使命を奪うばわれた。

　それに対する復讐の矛ほこ先さきは、彼の視し界かいに映る全ての生き物に向けられる。

　狼煙のろしは既すでに上がってしまっている。

　今となってはベリアム上院議ぎ員いんが取引を受け入れたのかどうか確かく認にんしようもないが、こうなってはどうしようもない。

　これがきっかけとなって列れつ車しや内ないの計画が狂う可能性もある。そうなれば、『幽霊レムレース』の計画は成功しない。

　白み始めた空の下、列車の近づく音が聞こえてくる。

　──お終しまいだ。全てお終いだ。

　万まんが一いちの時の為ために用意していた逃とう走そう用ようのボートに跨またがりながら、サージェスは静かに殺さつ意いを膨ふくらませた。

　──殺してやる。こいつらの……こんなよく分からん連れん中ちゆうのせいで……ッ！

　彼は静かに手にしていたサブマシンガンの銃じゆう口こうを持ち上げ、河かわ岸ぎしにいる影や下か流りゆうに浮かぶ船に狙ねらいをつける。

　体勢もへったくれもなく、ただ撃うつ為ためだけの構え。

　どれほどの精せい度どがあるかも解わからないが、今の彼にそこまで冷静な判はん断だんはできなかった。

　だが、放たれる弾だん丸がんの量を考えれば、少なくとも何人かの体を貫つらぬく結果となるだろう。

　サージェスは押し隠かくしていた自分の衝しよう動どうを解放するかのように、引き金に力を込め──




　引き絞しぼる直ちよく前ぜん、指が止まる。




　──な、なんだ……？

　感じ取ったのは、先刻と同じ違い和わ感かん。

　あまりの違和感が、彼の衝動を凍り付かせる。

　彼の目に映る憎にくむべき生物達──

　その殆ほとんど……下流に船を浮かべる者の数すう人にんを除き、誰だれも彼もが、巨きよ大だいなグリズリーさえもが、こちらの方に顔を向けて動きを止めているではないか。

　──なん……だ……？

　──上……だと？

　時間にすれば、ほんの一秒ほどの間だった。

　だが、研とぎ澄すまされたサージェスの感覚は、瞬しゆん時じに彼らの視線の先に気付く。

　橋の上の列れつ車しやを見ているのだろうか？　だが、それにしては表情がおかしい。

　疑問は冷静さを取り戻させ、サージェスは『幽霊レムレース』の同どう志し達が占せん拠きよしている筈はずの列車の姿すがたに視線を移し──

　その最さい中ちゆう、黒と赤と肌はだ色いろの絶ぜつ景けいが目に映った。

　カラスを思わせる漆しつ黒こくのドレス。

　その裾すそをはためかせながら──肩に怪け我がをした黒くろ髪かみの女が、軽やかな動きで列車から川へと飛び降りたのだ。

「しゃ……シャーネ!?」

　思わず叫びをあげるサージェス。

　グースの計画では、列車の占せん拠きよ中ちゆうに隙すきを見て始し末まつするという話だった。

　本来ならば即そく座ざに銃を向け、真まっ先さきに射しや殺さつすべき所であろう。

　しかし、しかしながら、一いつ瞬しゆん、動き始めるのが遅れた。

　朝焼けの空と列車をバックに、すらりとした足を閃ひらめかせて落らつ下かする女。

　その美しさと艶なまめかしさに、サージェスは一いつ瞬しゆんだけ動きを止める。

　次の瞬しゆん間かん、彼の目の上に影が覆おおい被かぶさった。

　それがシャーネのドレスによって作られた影だったならばまだ良かったのだが──




　彼の上に現れたのは、頑がん丈じように作られた重い重い木き箱ばこだった。





⇔






数百メートル下流




「おー、落ちてる落ちてる。アレを回かい収しゆうすりゃいいんだな」

「なんだよ、メロディの予想より大だい分ぶ早いじゃねえか」

「つーか、随ずい分ぶんとスピードでてねえか？　あの列れつ車しや」

「なんか煙えん突とつ以外からも煙があがってね？」

「気のせいだろ」

　船を出した不ふ良りよう少年達たちは、遠くに見える列車から次々落ちる木箱を眺ながめていた。

「あれ……？　なんか今、黒い塊かたまりみたいなのも落ちなかったか？」

「え？」

「なんか、ドレスを着た女の人みたいな……」

「俺おれの妹だ！」「しつこい」

「ヒャッハァ！」

　先せん刻こくの騒そう動どうもどこへやら、いつも通りの会話を繰り広げる少年達。




　そして数分後ご──彼らは、木箱に摑つかまって流れてきた一人の女と出会う。

　彼女がこの先、彼らにどんな運命をもたらすかも気付かぬまま──




「おい！　女だ！　やっぱりさっき列車から降ってきたんだよ！」

「なにぃ……この女も貨物だったのか!?」

「ジャグジーの野や郎ろう、とんだ花はな嫁よめ泥どろ棒ぼうだぜ！」

「おーい！」「おおーい！」「大だい丈じよう夫ぶかー！」

「ヒャッハァ！」「ひゃっはぁー」




　あるいは、気付いていようがいまいが──

　彼らはいつも通り、笑顔で彼女を受け入れた。
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　列れつ車しやが通り過ぎる瞬しゆん間かん──

　何な故ぜか自分を挟むように立つ黒くろ服ふく達たちのことも気にしつつ、クッキーは列車のある一点を見つめていた。

　車しや両りようの横を滑るように蠢うごめく、人間の形をした赤い何かを。

　その赤い『何か』が、一いつ瞬しゆんこちらを見たように思える。

　クッキーは果たしてその正しよう体たいに気が付いたのかどうか──

　彼は過去を懐なつかしむような声で、呼びかけるような遠とお吠ぼえを早朝の川面かわもに響ひびかせた。
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　一方──

　列車の横を張り付いて移動していた『赤い何か』もまた、その巨きよ大だいなグリズリーの姿すがたを確かく認にんしていた。

　最初は、貨物強ごう盗とうの少年達の仲間がボートを浮かべているとしか思っていなかったのだが──その河原かわらに何故か、巨大なグリズリーがこちらを向いて佇たたずんでいるのを確認できた。

「……クッキー？」

　青年は、そのグリズリーが嘗かつての仲間であると勝かつ手てに『確かく信しん』し、嬉うれしそうに笑う。

　そして、あまりにも身み勝手な確信だが、偶ぐう然ぜんにもそれは正解だった。

「ははッ」

　現在の列車の中の状況を一いつ瞬しゆんだけ忘れ、過去の光こう景けいを思い出す。

　──良く解わからんが……こんな状況でクッキーと再会なんて……

　──そんな偶然がありえるのか？

　懐かしい過去の日々を脳のう裏りに浮かべながら、『線路の影をなぞるものレイルトレーサー』は、一瞬だけクレア・スタンフィールドの表情を浮かべ、クッキーに軽く手を振り、力強く頷うなずいた。




「流石さすが、世界は俺おれのものなだけはある！」
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余話







フライング・プッシーフット号　二に等とう客室内ない




「痛い痛い痛い痛い！　ひぐぃぁっ！　ぁっ！　うあぁぁあぁあぁあぁっ！」

　情なさけない悲ひ鳴めいを上げながら、ジャグジー・スプロットが泡あわを吹く。

　そんな絶ぜつ叫きようを聞きながら、灰はい色いろの服に身を包んだ医い者しやが、彼の腹ふく部ぶを治ち療りようしながら呟つぶやいた。

「麻ま酔すいは効いている筈はずだがな」

「あー……多分、見た目で痛いと錯さつ覚かくしてるんだと思います」

「なるほど。興きよう味み深ぶかい」




　ここは、つい先せん刻こくまで黒くろ服ふくのテロリスト達に支配されていた空間──フライング・プッシーフットの二等客きやく室しつだ。

　元々はテロリスト達とは別べつ口くちである、白しろ服ふくの殺さつ人じん鬼き達が占せん拠きよしていた車両なのだが、現在はその『中ちゆう間かん色しよく』である灰色の男が、カラフルな不ふ良りよう少年達たちのリーダーを治療しているという状況だ。

「しっかりしたまえ。君は、この列車を救った英えい雄ゆうなのだろう」

　灰色の医者は、実じつ質しつ的てきにこの列車を救った『英雄』である不良少年に対してそう尋たずねた。彼も詳しい経けい緯いは知らないのだが、彼らが黒服のテロリストと白服の殺人鬼達の間で立ち回り、この列車を解放した、という事ぐらいは理解していた。

「うあうう……そ、そんな大したものじゃありませんよ……」

　涙をボロボロと零こぼしながら灰色の医者に答えるジャグジーに、横で見ていたニースが苦く笑しようしながら口を開く。

「全くもう、失しつ神しんしたままなら騒さわがしくなかったのに」

　実際、先刻までジャグジーは失神しており、最さい低てい限げんの止し血けつ処理をした所で目を醒さましたのだ。

　現在は、その続きの治療を受けながら泣きわめいているという、些いささか格かつ好こうのつかない状況である。

「ひ、酷ひどいよニースゥ」

　そんなジャグジーに対し、灰色の医者が言葉を続けた。

「しかし、運が良かったな。腹に撃うち込まれた弾だん丸がんも、重要な臓ぞう器きは避けているようだ」

「ほ、本当ですか！」

「ああ。ただし、治ち療りようがあと３分遅ければ出しゆつ血けつ多た量りようで死んでいただろうがな」

「死っ……！」

　自分に迫っていた危き機きを改めて確かく認にんし、再び意い識しきを失うジャグジー。

　ニースは大きく溜ため息いきを吐ついた後、不安そうに医い者しやに問いかけた。

「先生……ジャグジーは……」

「心配いらんよ。彼の目は、まだ生きようとしていた」

　見事な手て際ぎわで治療を進めながら、灰はい色いろの医者は布の奥からくぐもった笑いを響ひびかせる。

「ならば、この少年を生かす事は、私の義ぎ務むだ。彼がこの先どんな人生を歩むか知らないが、例え稀き代だいの大だい悪あく党とうになるとしても、全力で救ってみせるさ」

「……ジャグジーは、英えい雄ゆうですよ」

「本人は否定しているようだがな」

「私に……いえ、私達みんなにとって英雄です」

　ニースは優しい微ほほ笑えみをジャグジーに向けながら、医者に対して語り続けた。

「でも、それ以前に、大事な仲間でもあるんです」

「仲間、か……いいものだ。大事にしたまえ」

　何か思う事があるのか、灰色の医者は声に様々な感情を込める。

「君の口ぶりから察するに、彼は、多くの人間に慕したわれているようだな」

　それこそ、全すべてを見み透すかす魔ま術じゆつ師しのように、医者はニースに対して予よ言げんめいた言葉を告げた。

「ジャグジー君と言ったか。この少年は、多くの人間の運命を背負い、また、多くの人間に運命を背負われているのだろうねえ」

　丁てい寧ねいに包ほう帯たいを巻きながら、魔術師は続ける。

「だからこそ、彼が動けば、それだけ運命の波は大きくなる。人と人の繫つながりは、世の運命をかき回す、何よりも強きよう固こな櫂かいなのだからね」

「……？」

　訝いぶかしむニースに、魔術師は言った。

「ああ、すまない。呪まじない師しのような事を言ってしまったが、占うらないや予知といったものではない。ただ、そうなるだろうという推すい測そくさ」

「……」

「この少年が何かに巻き込まれれば、それだけ多くの人間の人生が左右される。そして、彼は怯おびえはするが逃げはしないだろう」

　魔術師の言葉に、ニースは何も答えられない。

　彼の言葉は、こちらの人生を見透かしているようでもあり、何か道みち標しるべを示してくれているようにも思えた。

「死ぬも生きるも、この少年次し第だいさ。君達との絆きずなが、彼を死に引きずり込む足あし枷かせとなるか、それとも死の淵ふちから彼を引き上げる命いのち綱づなとなるか……それは、誰だれにも解わからないが」

「物ぶつ騒そうな事を言わないで下さい。……ジャグジーは、私が守ります」

　残された片目に強い意い志しの光を宿らせるニースを見て、灰はい色いろ魔ま術じゆつ師しは布の裏うら側がわで口くち元もとを柔らかく緩ゆるませる。

「そうか。それは頼もしいことだね。君もジャグジー君も、他の仲間達たちも、生きたいと思う限り生き続けるといい。そして、周りの者にもできるだけ生きたいと思わせてあげてくれ」

　ニースではなく、遠いどこかの誰だれか──あるいは、多くの仲間を失ってきた自分自身に語りかけるように呟つぶやいた後、魔術師は、静かに頷うなずいた。

「だが、少なくとも……ここでは絶対に死なせない。それは私が約束しよう」




「その先の運命については、全すべて君達次し第だいだ。君達がお互いだけではない、多くの人々にとっての命綱になる事を願っているよ」
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数時間後ご　車中




　ルノラータ・ファミリーが手て配はいした大型トラックの運転席せきで、カッツェはスウスウと穏おだやかな寝ね息いきを立てていた。

　全すべてが終わった後、警察の車しや両りようがやってきて、行動不ふ能のうとなっている軍ぐん服ぷくの男達たちを次々と逮たい捕ほし、その多くは警察の管理する病院に直ちよつ行こうする結果となった。

　奇き跡せき的に死し者しやは出ていなかったようだが、サージェスに至っては全ぜん治ち数ヶ月から数年に及ぶ重じゆう傷しようらしい。

　もっとも、そんな血ち生なま臭ぐさい結果の事など知らず──カッツェは満足げな表情で夢を見る。




　彼は再び籠かごの鳥となり、砂さ漠ばくを思わせる退たい屈くつな人生を暫しばし彷徨さまよう事になる。

　だが、少年はもう、それを昔ほど苦だと思う事は無くなった。

　外を知った少年は、今まで以上に外を渇かつ望ぼうしても良さそうなものだったが、敢あえてそれをする事もしなかった。

　自分が大人おとなになれば、その外に対して何ができるようになるか、うっすらと理解していたからだ。

　外という名のオアシスがあり、そこの水が予よ想そう以上の美び味みだと知った以上、退たい屈くつな砂さ漠ばくの旅にも希望を持つ事ができるのだろう。




　この純じゆん粋すい過すぎる少年は、後に『無む垢くな独どく裁さい者しや』と呼ばれて、東部のギャング達の間でも特に恐れられる存在となり、色々な意味で『巨きよ大だいな怪かい物ぶつを飼い慣らす』という噂うわさが立つ事になるのだが──

　それはまた、別の話。
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オンボロトラック車内




「全くあんたは、あそこで思いっきり白はく状じようするとは思わなかったわ」

「なによ！　結果的に助かったんだからいいじゃない！　私を褒ほめてよ！」

　すべてが終わった後──

　簡単にカッツェや不ふ良りよう少年達たちと別れを告げ、逃げるようにオンボロトラックを走らせた『バニッシュバニー』の三人組。

　線路に沿う道をガタゴトと走らせながら、いつも通りの口くち喧げん嘩かに興きようじるパメラとラナ。

「もしもあの発はつ煙えん筒とうが爆ばく弾だんだと思って投げましたってのまで白状してたら、それこそドラム缶かんに詰められて海の底よ、私達」

「そこを白状しなかった私の頭ず脳のうプレーを褒めようとは思わないの!?」

「ああ、凄すごい凄い、あなたの頭脳は恐きよう竜りゆうの化か石せきぐらいに貴き重ちようね。いっそ恐竜と一いつ緒しよに滅びておけば良かったのに」

「あんっっったねえッ！」

「喧嘩はやめなよー」

　結局最さい後ごまで事じ態たいの緊きん迫ぱくに気付かなかったソーニャが、相も変わらぬ調子で二人の喧嘩を諫いさめている。

「大だい丈じよう夫ぶだよー。もしも、本当に危なくなったら、きっとネイダーが助けに来てくれるから」

　無む邪じや気きな微ほほ笑えみを浮かべて言う少女に、ラナは呆あきれながらその男の事をからかった。

「またネイダー？　その割に、今まで何度もピンチになったけど、一度も助けに来てくれた事ないじゃない、ソーニャの言う王おう子じ様さまは」

「王子様じゃないもん、ネイダーはヒーローだよ？　約束したもん。きっと今までピンチを切り抜けてこれたのも、ネイダーが陰で助けてくれてたんだよ？」

　プウ、と頰ほおを膨ふくらませながら、ソーニャは自分より少し年上の幼おさななじみの顔を思い出す。

　もしも──もしもあと数すう時間だけ現げん場ばに残っていれば、ソーニャは幼なじみの青年と再会する事ができたのだが──偶ぐう然ぜんの連れん鎖さは、彼女にとってそこまで上う手まく回ってはくれなかった。




　その後、暫しばらく続いたラナの罵ば声せいが一いち段だん落らくした所で、パメラがハンドルを握りながら口を開く。

「ともかく、あんたさ、自分だけが悪いつって、私やソーニャを助けようとしたでしょ」

「う、な、何よ、また怒る気ね！　怒る気なのね！」

　本当に『勝かつ手てな事をするな』と怒っても良かったのだが、警けい戒かいするラナの顔をチラリと見て、パメラは苦く笑しようしながら素直に心の内を吐き出した。

「その、あれだよ……。ありがとう。馬ば鹿かだとは思ったけど、ちょっと嬉うれしかった」

　意い外がいな言葉に、ラナは一いつ瞬しゆん固まっていたが──

　即そく座ざに顔を真まっ赤かにして、腕をばたつかせながら必死に声を荒げ始める。

「なッ……何をッ……そんな御お礼れいなんて！　や、やめてよ！　まるで私が御礼目め当あてに言ったみたいじゃない！　違うのよ！　あれはその……勢いなんだからね！」

「喧けん嘩かはやめなよー」

　再びいつも通りの空気になる車内で、パメラはふと考えた。

　──オアシスを探し続けてる砂さ漠ばくの兎うさぎ、か。

　先せん刻こく、自分で考えた例たとえを思い出し、パメラは苦笑しながらラナとソーニャの顔を見る。

　──案あん外がい、この二人が私の人生で一番のオアシスなのかもね。

　敢あえてその思いは口に出さず、パメラはアクセルを噴ふかし込んだ。







　数分後ご──彼女達たちは、長い狙そ撃げき銃じゆうを抱えたまま道に倒れる男を発見する事となり、彼女達は、再び大きな流れに巻き込まれていく事となるのだが──




　それはまた、別の話。





⇔






ＮＹへの道どう中ちゆう




　全てが終わった後、メロディ達は一いち路ろＮＹへと向かっていた。

　爆ばく弾だんを全て回かい収しゆうし終えた後、半分の人数はそのまま爆弾を売る当てがある人物に会いに向かい、残ったメロディ達は、怪け我がをした黒くろ服ふくの女性をつれてＮＹへと向かう事にした。

　筆ひつ談だんで『シャーネ』と名乗ったその女性は、どうやら言葉を失っているようで、何を聞いても殆ほとんど黙だまっているままだったが、ＮＹに向かうと言った途と端たんに『私も連れて行って下さい』と筆談で告げられ、そのまま同じ荷に台だいで運ばれている。

　列車から落ちてきた上に、肩に怪我をしていて大きなナイフを所しよ持じしている。怪あやしいどころの騒さわぎではなかったのだが、不ふ良りよう少年達たちは特に気にせず彼女の事を受け入れた。




「にしてもよお、なんか色々な事があったような気がすっけど、結局何なにがなんだか解わからないままだったな」

　荷台の中に寝そべりながら、歯は抜ぬけの少年が不ふ思し議ぎそうにここ半日の出来事ごとを振り返る。

「あのでっかいクマとか、軍ぐん服ぷくの連れん中ちゆうとか、誘ゆう拐かい犯はんの姉ねえちゃん達もどうやって話が収まったのかよくわかんねえしな」

「しょうがねえだろ、警察が来るかもしれないってなっちゃ、あのままあそこでノンビリしてるわけにもいかねえんだからよ」

　あの後、黒服の男達から警察がこちらに向かっているという話を聞き、少年達は慌あわてて荷物を回かい収しゆうし、そのまま逃げるように森を去った状態だ。

　カッツェや誘拐犯達にろくな別れを告げる事もできずに、結局あの時に何が起こっていたのかも解らない状態だ。

「ああー、気になる気になる。俺おれもあの誘拐犯の姉ちゃん達のトラックに乗って行けばよかった。そうすりゃ今いま頃ごろキャッキャウフフ」

「お前……気になるのはあの姉ちゃん達だけだろうが」

「俺の妹に手を出す気だな」「ゆるせねえ」「殴なぐる！」「ヒャッハァ！」「ひゃっはぁ！」

「なんでそういう流れになるんだよ!?」

　結局普ふ段だん通りの会話になる状況に微ほほ笑えみながら、メロディが大きくのびをしながら歯抜けの少年に呟つぶやいた。

「ま、どうだっていいんじゃないですか？　次に会えた時に聞けば」

「次って……相手の住所とかも知らねえし、俺らも住所不ふ定ていみたいなもんなんだぞ？」

「でも、また会えるような気はしますよ？　だって、なんとなく……私達と同じ側の人ひと達たちだと思いますから。こんな生活をしてれば、お互いの名前を聞く事もありますよ」

「そういうもんかな」

　訝いぶかしげに言う少年に対し、東とう洋よう人じんの少女がキヒヒと笑いながら朗ろう々ろうと言葉を紡つむぎ出す。

「私達もあの人達も、同じ砂さ漠ばくを彷徨さまよう旅人だとしたラ、また会う事になるヨー。どんなに足あ搔がいたって、砂さ漠ばくから出られない限りは、オアシスの数は限られちゃうんだからネー。……ヒャッハァ！」「ひゃっはぁ！」

　珍めずらしくきちんとした言葉を放ったチャイニーに対し、メロディはクスリと笑いながら、手て元もとのベルを小さくリンと鳴らし──

　ただ一ひと言こと、彼女ならではの皮ひ肉にくを込めて呟つぶやいた。

「それこそ、時間の問題という奴やつですね」




　この後、彼らはＮＹのとある豪ごう邸ていに住まう事となり、『不ふ死し者しや』を巡る様々なトラブルに巻き込まれていく事となるのだが──

　それもまた、別の話。
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　全く違う立場でありながら、彷徨さまよい続ける兎うさぎ達たち。

　それぞれの砂漠の中で見つけた、ほんの一いつ瞬しゆんのオアシス。

　あるいは、不ふ良りよう少年達のように常に仲間というオアシスと共に移動する者達。




　彼ら自身が望もうと望むまいと、結局、誰だれもが新たな砂漠へと足を踏み入れる。

　その砂漠が、互いに繫つながってる事にも気付かぬまま。




　進んだ先が、せめて新しいオアシスに繫がる事を信じ続け──

　兎とにも角かくにも、彼らの旅たび路じはまだまだ続く。

　どこまでも、いつまでも────
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成なり田た良りょう悟ご

ありがたい事に、今年の２月10日で、晴れてデビューから10周年を迎えました。これを機に、過去の自分の作品を喰らい、それを栄養として更なる10年を目指そうとする著者の図。しかしエナミさんの素晴らしい表紙絵を噛み破く事ができず挫折する32歳。
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イラスト／エナミカツミ

広島県出身の東京在住。映画好きなので、キャラ起こしも自分の記憶にある俳優に照らし合わせて描くことがポイントらしい。多彩な画風で様々なキャラデザをこなす実力派。
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